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　あり得ない。

　だって、現代日本だよ？　それも都立高校だよ？　こんな連中が、いて良いわけがない。

「従ってください」

　俺おれを取り囲んでいる連中の一人ひとりがそう言う。黒い三角の頭ず巾きんを頭からすっぽりかぶり、二つの穴から目だけを出している。こいつだけじゃない、ここにいる全員がそんな格好で、手に手にろうそくを持って俺に迫せまる。

　黒くろ魔ま術じゆつか、錬れん金きん術じゆつか、教会に隠かくれて地下でいかがわしいことをし続けた、秘ひ密みつ結けつ社しや。個人を徹てつ底てい的てきに隠し、秘密にするための装備。

「招待状はお持ちですね」

　声がして、俺の右手が取られる。

　俺は、封ふう筒とうを握にぎったままだった。『招待状　会あい津づ　優ゆう介すけ　様』の文字が見える。

　俺宛あてに送られた、秘密結社からの招待状。

「……ち、違ちがうんだ！」

　慌あわてて手を放した。封筒が何度かひるがえり、床ゆかへと落ちる。

「少しの間、目隠しをさせていただきます」

　黒頭巾の一人が目隠しの布を持ち上げて俺の頭に巻こうとする。

「……待ってくれ！　俺は……」

　言いかけたら、待ってくれた。

　マジか。案外、紳しん士し的てきだ。

「…………」

　けど、何を言う？

　秘密結社が本当にあるなんて思わなかった？

　招待状を燃やすのは悪い気がした？

　……ダメだ。招待状持ってここに来てる時点で俺アウトだ。

「従ってください」

「従ってください」

「従ってください」

　目隠しの布が、俺の視界を遮さえぎった。

　黒頭巾に誘ゆう導どうされ、俺は真まっ暗くら闇やみの中どこかへ連れて行かれる。

　俺の高校生活は、ここで終わってしまった。
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　都立久ひさ倉くら高こう校こうは、歴史ある公立校だ。

　何せ、新校舎が築うん十年だ。壁かべが黄ばんでる。ロッカーとかぼこぼこに殴なぐられてる。教室のドアが片方開かない。スピーカーの上にアイスティーの紙パックが乗ってる。いやぁ、歴史あるなぁ。新校舎。

　新校舎ですらその体たらくだから、旧校舎はどれだけ古いんだろうな。アンモナイトが出てきたって話は聞かないから、少なくとも白はく亜あ紀きよりは新しい。

　久ひさ高こうの名めい誉よのために言っておくと、綺き麗れいな場所がないわけじゃない。

　生徒が使う場所はもれなく汚きたなくなる。つまり、生徒が使わない場所は綺麗だ。

　そんなわけで、めったに人の通らないここ。このガラス張りの渡わたり廊ろう下かは綺麗だ。エアロギャラリーなんて大層な名前が付いている。

　五月の連休明けのこの時期なんか、良い感じで日差しが暖かく、眺ながめも良いんだけど、ここで日向ひなたぼっこをする生徒はついぞ見たことがない。

　この先には部室棟とうがあるが、部室自体は一階と二階にあるせいで、こっちを使うと遠回りになる。

　高校生に急がば回れの意味を知るやつはいないのだ。

　ここを使って遠回りにならないのは、部室棟五階の生徒会室ぐらいのものだろう。

　生徒会と日向ぼっこのためにのみ存在する廊下。それがこのエアロギャラリーというわけだ。

　俺おれがエアロギャラリーにいる理由は、つまり俺が生徒会役員だからだ。日向ぼっこも嫌きらいじゃないが、今はちょっと忙いそがしい。

「ん？」

　忙しいのに俺がエアロギャラリーで立ち止まったのは、先客がいたからだ。珍めずらしい。

　……カップルだ。

　燦さん々さんと陽ひがそそぐ中に二人ふたりの生徒が、抱だき合えるぐらいの至し近きん距きよ離りで向かい合っていた。

　ぐ、ぐらいじゃねぇ！　抱き合うどころかキスしてる！

「……んっ」

　女子の方なんか耽たん美びな息混じってるし！

　エロス。

　……じゃなくて。

「…………」

　家でやれよ。

　俺は立場上、目の前でそんなことされたら注意しなきゃならないんだから。

「……ん、うわっ！　副会長！」

　男子の方が先に俺に気付いて、慌あわてて自分の背に彼女をかばう。

　へぇ、彼女守って、格好良いじゃん。

　男子の顔に見覚えはなかったが、向こうが俺おれを知っているのは不自然なことではない。俺は生徒会副会長で、集会となれば壇だん上じように立つし、つい先日も全校投票で説明と進行役をやったばかりだ。

「こ、これはその……。こ、こいつ……、目にゴミが入ったとかで……み、見てやってたんだ」

　わたわたと手を動かしながら男子の方が説明する。

「ほ、ほら、見せてみろあけみ」

「あ、う、うわぁん、目が痛いたいようじゅんくん……」

　ダイコンだ！　ダイコンが二本いる！

　ごまかすなら真ま面じ目めにごまかせよ！

　ごまかされる方のことを誠せい心しん誠せい意い考えてくれよ！

　なーんだ、目にゴミが入ったのか……とか言える出来でよろしく頼たのむよ！

「…………はぁ」

　校則違い反はんだ。

　……こいつらはれっきとした校則違反だ。

　俺は副会長で、校則違反は注意する義務がある。

　栄はえある生徒会の一員として、自じ律りつ心しんと誇ほこりを持って日々の学校生活を送らなければならないのだ。

「……見てないよ」

　考えとは裏腹の言葉が出た。

「え？」

「俺は何も見てない」

　男子は驚おどろいた顔をする。

　無理もない。一番驚いているのは、多分俺だからだ。

　どうして見み逃のがしてやる気になったんだろう。

　彼はあからさまにほっとした顔で息をついた。

「ああ、それと……、ここ生徒会役員の通り道だから」

　さすがに格好付けすぎかと思ったが、たまの気まぐれだ、最後まで格好付けてやろう。

「あ、ありがとう副会長！　話せるなっ！」

「だっ、だから！　見てないって言ってるだろう」

　このやろう。礼なんか言いやがって。俺の立場を考えろよ。俺は見逃したことになっちゃいけないんだ。




　校内での恋れん愛あいは、校則できっちりと禁止されているんだから。




　カップルを放ほうって階段を上がる。

　生徒会室は、部室棟とうの五階、最上階だ。これから脳の髄ずいまで疲つかれさせてくれる事務仕事の波状攻こう撃げきを受けなきゃならない。

　しんどい仕事をするために上る階段は倍ばい掛がけで辛つらい……のだろう。普ふ通つうの人にとっては。

「ふふっ……」

　俺おれにとっては、その苦労はない。なぜなら生徒会室にはあの人がいるからだ。

　高こう潔けつな意志を持って立候補し、相そう互ご理解を己おのが正義として掲かかげ、全すべての生徒に平等の愛を投げかける美しく凛り々りしい人。

　しかもその人は俺の幼おさな馴な染じみだ。一つ年上で、俺の家の隣となりに住んでいる。

　俺にとって、彼女の信じる理想へ向かう全ての苦難の日々は、彼女の隣で彼女のために働ける限り、甘かん美びなる時間に他ほかならないのだ！

　生徒会室のドアの向こう、今日きようもその黒い瞳ひとみに愛と使命感を燃やし、荒あれ行く学校風紀に草の根から立ち向かう、働く彼女の姿がある。

　俺は、その姿を見るために今日という日を過ごしてきたようなものだ。

　いや、「ようなもの」などではない。俺の高校生活は、高潔なるあの人のためにこそ存在するっ！

　……長い階段を上り切り、俺は生徒会室のドアを、開けた。




「変身！」




　優やさしい、けれど強い意志を秘ひめた黒い瞳の少女がいた。

　バレッタでまとめられたつややかな黒くろ髪かみが俺の眼前で跳はねる。制服のスカートがはためき、それに合わせるように彼女の首にある赤いスカーフが舞まう。

　彼女の白い指が、たおやかに踊るように胸むねの前で宙に二つの弧こを描えがく。その直後、左手が拳こぶしを握にぎり、武術のように腰こしだめに構えられる。右手は、握っていたディスクのような物体を、流れるように……腰の、ベルトへ。

『ステイトアブソリュート・フレアレンズ・リローデッド！』
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　腰に巻かれたギミックの付いた変身ベルトが光って、そう言った。

「…………」

　つまりはこれはあれか？

　……ライダーごっこだ。

　年上の、高校生の女の子が、ライダーごっこしている現場に遭そう遇ぐうしてしまった！

「……ゆ、ゆうすけ、くん？」

　タレント顔負けの決め顔だった少女は、俺を見ると目を見開いて顔を真まっ赤かにした。

　……そろそろ認めねばなるまい。

　これが、我が高校の生徒会長にして俺の幼おさな馴な染じみ、円えん城じようあかりちゃんその人である。

「うそ、なんでなんで！　何で足音殺して上がってくるのよ！　忍にん者じやなの!?」

　顔を真っ赤にしながらあかりちゃんがうずくまる。

「忍者じゃないし足音殺してないよ。あかりちゃんが夢中で気付かなかっただけでしょ」

　彼女の名めい誉よのために言わせてくれ。……いつもはこんな人じゃないんだ。

「……はぁ」

　うずくまったまま呻うめくあかりちゃんを前に、俺おれはため息をつく。

「俺じゃなかったら大変なことになってただろこれ」

　他ほかの生徒にライダーオタクだと知られて一番困るのは、本人だったはずだ。

「…………」

　あかりちゃんは、俺の目をちらっと見てから、自分の指をいじる。

「……反省シマス」

　しょげた。

　レアなあかりちゃんだ。

「ていうか、何なのそれ」

　俺が変身ベルトを指差す。

「……ライダースコープ」

「は？」

　聞きなれない単語に一音で聞き返してしまった。

「超ちよう人じんライダーフレアのライダー変身ベルトでね、宇宙エネルギー研究所で開発された宇宙からのエネルギーをライダーの力に変へん換かんする機能を備えていて、主人公の日向ひゆうが焰ほむらは太陽のエネルギー波長に適てき合ごうしたためにフレアレンズをスコープに装そう塡てんして超人ライダーフレアに変身できるの！」

「ちょ……」

　さっきまでしょげていたのが見み間ま違ちがいだったかと思うほど目がキラキラしている。

「レンズもいっぱい付いてるんだ。これはネビュラ、エクスレイ、ブラックホール……」

「別にベルトの詳しよう細さいを尋たずねてないから」

　慌あわてて止める。

　あかりちゃんはライダーを語り出すと止まらない。こうやって無理やり止めないと、自分では止められないんじゃないだろうかってぐらい止まらない。

「そうじゃなくて、それどうしたの？　ってこと」

「あ、これ？　んふふ、意外と入るのよ」

　あかりちゃんが背中を向ける。腰こしの留とめ金がねは、最大のところで留まっていた。

「子供向けのしかないから、ダイエットしなきゃかなって思ってたけど、何とかなったの」

「聞いてねえよ！」

　ていうか、この歳としの女子が、だよ？　ダイエットする目的が、ライダー変身ベルト。どうなんだ？

　普ふ段だんは有能で生徒に人気がある完かん璧ぺきな生徒会長なのに、なんでライダーが絡からむとこんなにアホなんだこの人。

「いや、じゃなくてさ！　何でこんなとこで変身してんだって話。家でやれよ！」

　なんかさっきも別のやつにそんなことを思った気がする。

「……家じゃできないもん」

　あかりちゃんは、口を尖とがらせた。ふぐみたいに。

　……子供かよ。

「昨日きのうトイザんスで買って、家に持って帰ったんだけど……うちに置いておいてバレたら大変だから持って来る他ほかなくて……」

　ああ、そうだ。

　あかりちゃんの家は、すごく厳しい家だ。

　小さい頃ころ、超人ライダーとかは見せてもらえなかったと聞いた。

　年とし頃ごろの娘むすめの部屋からこれが出てきたら、あのご両親じゃ……、まあサクッとゴミ箱行きだろうなぁ。娘むすめがこれに価値を見みい出だしてるとすら思わないに違ちがいない。

「……でもね、優ゆう介すけくん」

　あかりちゃんが真ま面じ目めな顔で俺おれを見上げる。

　……きっと、反動なんだろう。

　あの優ゆう秀しゆうで融ゆう通ずうの利きかない両親の下で暮くらすのは、俺には想像も付かない苦労があるに違いない。だから、他ほかの生徒にバレる可能性を押おしてでも、通さねばならない意地があったのかもしれない。

「これが鞄かばんの中にあるって思ったら、変身したくてどうしょーもなくなったの！」

「結局我が慢まんできなかっただけじゃねぇかっ！」

　意地とかは別に関係なかった。

「我慢しようと思ったもん！」

　あかりちゃんがぎゅっと拳こぶしを握にぎる。

「でも……」

　あかりちゃんは、懇こん願がんするみたいな、もの欲しそうな潤うるんだ目で俺を見る。

「一度したくなっちゃったら、ダメだって思えば思うほど……したく、なっちゃうの、頭で分かってても……身体からだが求めちゃうっていうか……。そういうこと、あるでしょ？」

「ね……ねぇよ！」

　あかりちゃんの表情が妙みように色っぽく見えた。

「……いや、うん、その、まあ……たまには」

　俺はたまらず、目を逸そらした。

　あかりちゃんが嬉うれしそうに笑った。

「でしょお？　身体がうずくくらい……したくてしたくて仕方なくなっちゃったら、我慢しないでいいの。……しても、良いと思うのよ。ね？」

　あかりちゃんは頰ほおを染めて、華きや奢しやな肩かたをすくめてもじもじする。

　その肩へ向けて腕うでが上がりかけた。

　こんなもん！　寝ね転ころんでシーツの端はしをめくって手招きしてるのと何が違うんだ!?

「……っく！」

　鋼はがねの意志力を動員して、上がりそうな腕を押さえつけた。

「ダメだそんなはしたないっ！　いついかなる時も我慢なさいっ！」

　……ほとんど自分に言ってた。




　　　　　◆




　しんどい仕事を片付けると、あとは楽しみが待っている。

　生徒会なんて聞こえは良いが、要は身を粉こにして全校生徒に無む償しよう奉ほう仕しする役やく割わりなわけで、何かしら見返りがないとやっていられない。

「お疲つかれさまです。会あい津づくん」

　生徒会室に施せ錠じようして、あかりちゃんが俺おれに微ほほ笑えむ。

　俺への見返りは、これだ。

「お疲れさまです。円えん城じよう先せん輩ぱい」

　俺も、笑ってそう言った。

　時間は夜七時。他ほかの役員はすでに帰った後で、もう暗くなった校舎に二人ふたりきりだ。

　今日きようも一日、忙いそがしかった。

　だが、あかりちゃんと二人で帰るこの時間のためだと思えば、辛つらい労働もなんのその。無償奉仕？　ええいたしましょうとも。

「んーっ！」

　あかりちゃんが一つ伸のびをする。可か愛わいい仕草だ。

　仕事から解放されてリラックスしているのだろう。

　あかりちゃんの家は、うちの隣となりだ。下校時刻が一いつ緒しよなら、帰り道はドアの前まで一緒にいられる。同どう僚りようとして一緒の仕事をしているなら、下校時刻を合わせるのだって自然にできる。

　かくして俺は生徒会に入ることで、自然にあかりちゃんと一緒に帰るという見返りを得た。

　……まるでそのためだけに生徒会に入ったみたいな言い方になってしまった。

　ち、違ちがうよ？　他ほかにも理由はあるからな？　えーと……、今は思いつかないが、何かしら他の目的もあったんだ。多分。

「あと少しだね優ゆう介すけくん」

「ん？」

「あと少しで、風紀委員会ができる……。そうしたら、今よりもっとみんな校則守ってくれるようになるよね」

「ああ……、そうだね」

　俺に目的があったように、あかりちゃんにも生徒会長になった目的がある。

　風紀を乱し掛かけていた久ひさ高こうに、秩ちつ序じよを取り戻もどすこと。話し合いのできる高校にして、意見を交こう換かんし合って良くしていくこと。

　……格好良いなぁ。

　俺の目的がこんなに不純なのになぁ。

　あかりちゃんの目的は、俺と比べるのもおこがましいほど純じゆん粋すいにして高こう潔けつだ。

「本当、優介くんが久高に来てくれて良かったよ！　すっごく助かってる」

「……そりゃ、うん、その……うん」

　突とつ然ぜんのキラーパスに、全然まともな返答ができなかった。

　その言葉は、嬉うれしくて……、気を抜ぬくと顔がにやけてしまいそうだった。

　……久ひさ高こうに来て良かった。しみじみと思う。

　中学のときの俺おれの成績は決して良くはなかった。久高を第一志望にしたいと言ったときの先生の反応は、「勉強のできるやつが行くとこだぞ？」だった。

　頑がん張ばった自分を褒ほめてあげたい。

「そういえば、優ゆう介すけくんはどうして久高に来たの？」

「……え」

　あかりちゃんは屈くつ託たくない表情で俺を覗のぞき込こんだ。

「…………え、と」

　あかりちゃんのそばにいるためだ。

　そう、言ってしまおうか。

「……っ」

　言えるわけない。

「御おん校こうの、生徒の自主性を尊そん重ちようし、勉強にも部活動にも力を入れた学校生活を応援するという教育姿勢に心打たれました」

「私が面接官なら不合格ね。本音を言ってくれないと」

　あかりちゃんが苦笑してから、不満そうな目で俺を見る。

「そういえば副会長に立候補するときも同じようなこと言ってたよね」

「……う」

「優介くんて堂々としてるようで本音は隠かくすよね？」

「べ、別に……、あんまり考えてないだけだよ」

　だって、本音は言えないんだ。言えないから本音なんだ。

　そりゃ俺だって「あかりちゃん、好きです、付き合ってください」と言いたい。

　でも、ダメなのだ。

　校則があるのだ。

「不純異性交遊を禁止する」という校則。

　実質的に、あかりちゃんが定めて、あかりちゃんが生徒に守らせている校則が……。

　俺だって、これが不純な恋だと思っているわけじゃない。ピュアに想おもってるし、プラトニックに清く正しく付き合う用意だってある。

　だが、そういう問題じゃないだろう。生徒会長となれば全校の支持を背負っている。校則が定める以上に品行方正でなければならないのだ。

　そして事実、あかりちゃんは品行方正が服を着て歩いているような人物だ。

　変身ベルトを巻いて歩いていたこともあるが……、初犯だから見み逃のがしてあげて。

　……とにかく、そういう理由で俺はもう高校であかりちゃんに告白することは諦あきらめているのだ。諦あきらめたからには、この本音は大学に行くまで秘ひめておく。

「あかりちゃんは、さ」

「うん？」

　あかりちゃんが大学生になり、俺おれが同じ大学に入学したときに、改めて告白しようと思う。

　ずっと、好きでした。……と。

　違う大学の恋人なんて話を聞いたこともあるけど、それは何か違う。

　俺は、小学校からあかりちゃんとずっと一いつ緒しよにいた。同じ大学にあかりちゃんがいないなんて、考えられない。

「大学、どこにするか……決めてる？」

「んー、第一志望だけは。まだ受かるかどうか分かんないけど……」

　あかりちゃんは笑って言うが、あかりちゃんを落とすような大学に未来はあるまい。学生を見る目がなさすぎる。

　問題は、あかりちゃんの入った大学に俺も入れるかどうかだが……、無理だと言われた久ひさ高こうにだって何とか入ったんだ！　東大？　早稲田？　なに、根性で行ってやるさ！

「んとね、知ってるかな？　聞いたことくらいはある？」

　あかりちゃんが告げる。俺の第一志望となる大学を……。

「茶ちやノ湯ゆ谷だに女子大」




　俺は廊ろう下かを走っていた。

「う、うう……」

　女子大。

　……女・子・大。

　その三文字が何度も何度も頭をめぐる。

　成績では絶対に越こえられない壁かべが、その三文字には含ふくまれていた。

「うわあああああああああああ……」

　あかりちゃんの第一志望を聞いた瞬しゆん間かん、やばいと思って走り出したのは正解だった。

　こんな情けない涙なみだ、見せられるものか。

　たかが同じ大学に行けないだけで？

　たかがあと一年弱しか一緒にいられないってだけで？

「あああああああああああああ…………！」

　俺は、子供みたいに泣ないているのだ。

　なんてことだ。なんてざまだ。格好悪い。

「ああああああっ！　ちくしょう、ちくしょうっ……」

　まだ何もしていない。あかりちゃんに想おもいを告げる空想をしていただけなのに。一つの失敗どころか一つの挑ちよう戦せんもしていなかったのに！

　ずっと一いつ緒しよにいようと思ったのに！

　俺おれの頑がん張ばり次第で、どこまでもついて行けると思ってたのに！

　突つき付けられたのは、俺が男だというただ一点のみ。

　男で悪かったな！　好きで男に生まれたんじゃない！

「……っく、……ううううう」

　誰だれもいない遅おそい時間で良かった。

　こんなにくだらないことで泣ないている俺を、誰にも見られなくて良かった。

　いつもなら、この学校の静せい寂じやくに、まるで世界にあかりちゃんと俺だけが残されたような陶とう酔すい感かんを覚えていたものだった。

　今日は、一人ひとりだ。

　ほんの数分前まで一緒に帰ることを楽しみにしていた自分が、まるで別人みたいに思えた。

「…………っ」

　帰ろうと思った。

　帰って寝ねて、起きて、それから……。後のことは後に考えよう。

　俺は靴くつ箱ばこを開いた。

　ぱたり、と、白い封ふう筒とうが落ちた。

「……なに、これ」

　レースの付いた洒落しやれた横長の封筒だった。薔ば薇らの模様の蠟ろうで封印してある、時代がかった手紙だ。

『招待状　会あい津づ　優ゆう介すけ　様』

　心当たりがなかった。

　裏を返すと、差出人のところに封蠟と同じ薔薇の模様があり、こう書いてあった。

『──総すべての恋こいに祝しゆく福ふくを　秘ひ密みつ結けつ社しや「純じゆん遊ゆう会かい」』




　　　　　◆




　我々は、久ひさ倉くら高こう校こう内の総ての自由恋れん愛あいを応おう援えんする結社です。ご興味がおありでしたら是ぜ非ひご参加ください。

　なお、本状に関しまして、興味の有無如いか何んに関かかわらず次の二つのうちどちらかをお選びください。それ以外の選せん択たく肢しを選ぶことは、結社がこれを全力でお奨め致しません。

　一、本状をすみやかに燃やし、本状と結社に関する全すべてを忘れる。

　二、本状を持参し、結社参加の意志を持って明日あした十六時に旧校舎二階に来る。





──総すべての恋こいに祝しゆく福ふくを　秘ひ密みつ結けつ社しや「純じゆん遊ゆう会かい」






　　　　　◆




　鞄かばんを放ほうり投げて、自室のベッドに突つっ伏ぷした。

　母かあさんがいなくて助かった。今は誰だれとも話したくないし、何も考えたくない。

「ああああああああああ……」

　一人ひとりで吠ほえたところであかりちゃんの第一志望が変わるわけもない。

　んなことは分かってる。

　何も考えたくないのに、どうしても引っかかることが一つ。

　このふざけた招待状。突っ込こみどころだらけの文面。

「……んだよ秘密結社って。いまどきガキのごっこ遊びにだって使われねぇよ」

　鞄の一番上に入っていた封ふう筒とうを、ゴミ箱へほいっと放る。分厚い上質紙を丁てい寧ねいに加工したその封筒は程ほどよい重みと硬かたさがあって、良く飛んだ。

「いたずらに決まってんだろ。タイムリーに人の傷口抉えぐりやがって」

　何が総ての恋に祝福だ！　校則と性別とに挟はばまれて告白すら不可能な俺おれの恋こいを祝福できるものならしてみやがれ！

「…………偶ぐう然ぜん、だよな」

　嫌いやがらせのようなタイミングが、少し気味が悪いといえば悪い。

　念のため燃やしておこうか。「お奨め致しません」に恐おそれをなしたわけではないが、燃やすだけなら簡かん単たんだし、それでこの嫌がらせを忘れられるなら悪くない。

　燃やすか。

　燃やさないメリットは？

　……ない。

　強しいて言えば、二酸化炭素を出さない地球に優やさしい選せん択たくです、ってぐらいだ。

「ライターは……、っと」

　キッチンにライターを取りに下りようとしたら、封筒の裏の文字が目に入った。

『──総ての恋に祝福を』

　久ひさ高こうの恋を応おう援えん……、校則に逆さからって？　他た人にんにバレないように？

　そんなこと、できるわけないだろ。そう思った。

「…………」

　思ったのに。

「……ま、燃やすのはいつでもできるか」

　俺はなんとなく封筒をそのまま鞄に突っ込んだ。




　　　　　◆




　一ひと晩ばん経たって、翌日の十六時。俺おれは旧校舎の二階廊ろう下かにいた。

　俺の手には、あのふざけた招待状があった。

　新校舎とは違ちがう、寂さびれた空気はひっそりと冷たく、静かだ。

　ここへ来た俺をあざ笑うやつも、「大成功！」の札を持ったどっきりの仕し掛かけ人も、見当たらない。

「……やれやれ、何が『お奨すすめ致いたしません』だ」

　廊下に向けて言ってみた。

　わざわざ脅おどしのように書かれているから、もう一つの選せん択たく肢しに従った。こんないたずらをするやつが誰だれなのか知りたくもあった。

　だが、結果はこれだ。つまらない。

「帰るか」

　俺は振ふり返り……、そこで息を吞のんだ。

　黒い三角の頭ず巾きんをかぶり、ろうそくを持った人たちが俺の退路を断つように並んでいた。

「ようこそ、純じゆん遊ゆう会かいへ」

「歓かん迎げいします」

「どうか我々の指示に従ってください」

「従ってください」

　まるで荒あれる夜の海のように、黒い布をすっぽりかぶった連中が俺の方へと近づいてくる。

「……！」
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　後ろを振り返ると、そちらからも黒い波はやって来ていた。こちらも手に手にろうそくを持って、俺を飲み込こまんと歩いて来る。

「招待状はお持ちですね」

　俺の手を取った黒頭巾の一人ひとりの声で、俺はようやっとあのふざけた招待状と今の状じよう況きようを頭の中でつなぐことができた。

　……招待状は、いたずらなんかじゃなかった。

　これが本物なのだとすれば、二つの選択肢は意味のないものなどではない。

　秘ひ密みつ結けつ社しやに、入るのか、入らないのか。その選択だ。

「……ち、違ちがうんだ！」

　状況を理解した次の瞬しゆん間かん、俺は見苦しく叫さけんでいた。

「少しの間、目め隠かくしをさせていただきます」

　黒頭巾の一人が黒い布を俺の顔に近づける。

「……待ってくれ！　俺おれは……」

　その布を手で制して、言葉を探さがす。

　招待状が本物で、恋こいを応おう援えんする秘ひ密みつ結けつ社しやなんて馬ば鹿かげたものが存在するとしても、俺は絶対にそこに入るわけにはいかない。

　不純異性交遊は校則で禁止されている。

　恋を応援するなんて、校則を破らせるも同然で……。

　それは、あかりちゃんに対する裏切りそのものだ。

「…………」

　秘密結社には入れない。そう言おうとした。

　だが、言えなかった。

　招待状を燃やさなかった俺は、その時点であかりちゃんを裏切っていたのだと、気付いてしまったから。

「従ってください」

　目め隠かくしの布が俺の目ま蓋ぶたに触ふれる。

「従ってください」

　手を差し伸のべられ、俺はどこかへと連れて行かれる。

「従ってください」

　真まっ暗くら闇やみの中、どこか、知らない場所へ……。




　　　　　◆




　目め隠かくしを外はずされて最初に見えたのは、白い三角頭ず巾きんで顔を覆おおった人間だった。男か女かすら分からない。

　俺おれをここに連れてきたのは全員黒頭巾だった。白い頭巾のこいつは何か特別なのだろうか。額ひたいに薔ば薇らの模様が刺し繡しゆうしてある。

　招待状の封ふう筒とうにあった薔薇だ。

　周りを見回すと、黄色いライトが眩まぶしかった。どうやらここはステージで、客席の方から俺と白頭巾に向けて光が当たっている。

　横を見ると、俺以外にもう一人ひとり、人がいた。

　真っ白な肌はだのその人は頭巾姿ではなかった。鮮あざやかな赤いドレスを着て、……死んでいた。

「うわあああ！」

　俺は慌あわててのけぞり、椅い子すから落ちた。

　これは、何だ！

　客席の方へ逃にげようと立ち上がると、暗い客席からどよめきが起こった。

　逆光で闇に沈しずんだそちらには、目を凝こらすと黒い頭巾がたくさん見えた。

　逃げ場は、ない。

「落ち着きたまえ」

　白頭巾は俺の肩かたを押おさえ、再び俺を座らせた。

「マネキンだ」

　頭巾で籠こもった声は、男の声とも女の声ともつかない囁ささやき声ごえだった。

　白頭巾の言葉にもう一度ドレスの女を見る。

「……マネ、キン」

　自分の勘かん違ちがいが馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えるほど、紛まぎれもないマネキンだった。

「何だ、何なんだこれ……。あんた、俺に何をする気だ」

　白頭巾は答えない。代わりに、革かわと金属で装飾された分厚い本を持って俺の前に立った。

　さながら魔ま道どう書しよだ。

　俺が白頭巾を見上げると、白頭巾は無言で一ページ目をめくる。そこには、こうあった。

『一、これより入社儀礼イニシエーシヨンを行う。

　我が言葉に従い、汝なんじの器うつわを示せ』

　俺が読むと、ページは次に移った。

『二、音読せよ。感情を込こめて、はっきりと』

　次のページにはそうとだけあり、誓ちかいの言葉があった。

　なるほど。入社儀礼イニシエーシヨンとはそういうことか。

　俺おれはこの異様な空間の意図を少しだけ理解し、少しだけ心を落ち着けた。この儀式に付き合わなければここから出してももらえないのだろう。

　俺は、そこに書いてある誓いの言葉とやらを読み上げた。

「…………」

　たいしたことはない。教科書の音読の気き恥はずかしさがあるだけだった。

　読んで、それから顔を上げると、白しろ頭ず巾きんは本を示すのと逆の手で何かを持ち上げた。

　真しん鍮ちゆうで出来た天てん秤びんだった。

　何の本で読んだのだったか、エジプトの死後の裁判を思い出した。

　片側には羽根を乗せ、もう片側には心しん臓ぞうを乗せるのだ。心臓が真実の羽根より重ければ、無限の苦しみを持って罪を雪すすがねばならない。

　白頭巾が天秤を掲かかげると、客席の黒頭巾の一人ひとりが叫さけんだ。

「ラヴ！」

　続いて、数人が同じく叫ぶ。

「ラヴ」「ラヴ」「……ラヴ」

　白頭巾が天秤を静かに下ろし、それから俺に向けて首を横に振ふった。

　……何だ？　何がいけないんだ？

　俺の心臓は、重かったのか？

　白頭巾は本のページの左下を指差す。

『十分なラヴコールが得られた　→　三　へ

　十分に得られなかった　　　　→　十四へ』

　白頭巾の手がページを一気にめくる。ページの頭に振ふられた番号は、十四。

　じわりと汗が滲にじんだ。嫌いやな汗だ。

『十四、残念。汝なんじの入社儀礼はここで終わってしまった。

　ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ

　（しかし、これとは違ちがう選せん択たくが汝にあれば、違う未来が開けたかもしれない。

　汝に立ち上がる勇気があるなら、もう一度一へ戻もどって再開しよう）』

「ゲームブックかっ!!」

　懐なつかしいよ！

　俺の緊きん張ちようを返せよ！

「……はぁ」

　本は二に戻っている。

『二、音読せよ。感情を込こめて、はっきりと』

　つまり、俺おれの音読には感情が足りなかったと、そういうことだろうか。

「……分かったよ」

　そういうつもりなら、付き合ってやる。

　与えられた仕事をこなすのは、これでも得意なつもりでいるんだ。

「私は、純じゆん遊ゆう会かいの秘ひ密みつを守る。

　私は、純遊会を楽しむ。

　私は、いかなる恋こいも応おう援えんする。

　私は、いかなる時も純遊会を裏切らない。

　私は、裏切り者への復ふく讐しゆうに容よう赦しやをしない」

　多少の余よ裕ゆうを取り戻もどして読むと、単純明快な誓ちかいの言葉だ。

　明快だからこそ、これが一番重要な決まりなのだろう。

「「ラヴ！」」

「「「ラヴ！」」」

「「ラヴ！」」

「「……ラヴ！」」

　白しろ頭ず巾きんの掲かかげた天てん秤びんに、今度はほとんど全員が声をそろえた。

　白頭巾が頷うなずいて、ページを進める。

　三は、男か女かを問うページだった。左下の指示に従って男を選び、四へ行く。

『四、これらの五枚のカードから、好きなものを一つ選び、掲げよ』

　四ページ目だけは本のページが厚く作ってあり、ページがくりぬかれる形で言葉が書かれた五枚のカードが入っていた。

　一枚目……、『君の腕うでの中に眠ねむらせておくれ』

「は？」

　……何ですと？

　俺は一いつ瞬しゆん自分を疑い、目を擦こすった。

　二枚目、『世界の果てまで共に歩こう』

　変わんねえ。

　五枚目まで見たが、どれもこれもこっ恥ぱずかしい台詞せりふばっかりだった。それらに共通するのは、どうやら告白の言葉だということ。

　一つ選べというのだ。

　嫌いやな想像がついてしまった。

　俺は、酷ひどい中でもまだマシな一つを選んだ。『毎日君の味み噌そ汁しるが飲みたい』

「…………」

　白頭巾が俺の選んだカードを掲げ客席に見せる。

「「おぉ……」」

　どよめきが答えた。

　俺おれは一つため息をついて、次のページを待った。嫌いやなことは早く終わらせてしまうに限る。苦い薬を嚙かんで味わう馬ば鹿かはいまい。

『五、残った四枚のカードから、次に好きなものを選び、掲かかげよ』

「まだやんのか……」

　少しだけ予想と違ちがう指示に、俺は仕方なく次にまともそうな『君の輝かがやきは私の希望の光だ』を掲げた。

「「おぉ……」」

『六、残った三枚のカードから、次に好きなものを選び、掲げよ』

　おいおい。どこまでやるんだよ。『世界の果てまで共に歩こう』を選せん択たく。

「「おぉ……」」

『七、残った二枚のカードから、次に好きなものを選び、掲げよ』

　もうねえよ。『君の腕うでの中に眠ねむらせておくれ』を選択。

「「おぉ……」」

　おぉ……、じゃねえっての。何だこれ。

　結局全部選ぶんじゃねぇか。無む駄だなことをさせやがって。

　白しろ頭ず巾きんが次のページをめくる。

『八、最後に残ったカードが汝なんじの入社宣言となる。人形を汝が最愛の者と見立て、そのカードの言葉を、愛を込こめて高らかに唱となえよ』

　……え？

　俺は、白頭巾に促うながされるまま立ち上がった。カードは手に一枚だけある。

　……え？

　やれと言われたことは、まあ予想の範はん疇ちゆうだった。

　俺はそのつもりでカードを選んだし、ある程度覚かく悟ごして苦い薬を丸まる吞のみする気でいた。

　……つまり、手元に残ったのは、一番選びたくない台詞せりふだ。

　全部を選んだわけじゃない。一番嫌なものだけ、手元に残させられたんだ。

「っ……」

　無駄なことなんかじゃない。

　最初から、この儀ぎ礼れいは、こうできているのだ。

　一番言いたくないのはどれかと聞かれて、素直に嫌なものを出すわけがない。だから、好きなものを選ばせて消去法を取る。

　おい、汚きたねえぞ！

　非難しようと横を見るが、白頭巾はもう自分の席も魔ま道どう書しよも持ち去って、客席の闇やみに消えていた。

　舞ぶ台たい上には俺おれとマネキン以外、何もいない。

　俺は、いつの間にか一人ひとりきりだった。

「…………を……い、している」

　台詞せりふを読んで呟つぶやいてみる。これ以上の声量は、無理だ。

「「…………」」

　客席は沈ちん黙もくし、ラヴ、の一言も聞こえなかった。

　さっきの誓ちかいの言葉と一いつ緒しよだ。あの天てん秤びんと「ラヴ」の言葉は、俺の演技を評価している。

　今のでは、ダメだったのだろう。それは分かった。

「もう、勘かん弁べんしてくれ……、こんなことをして何になるんだ」

　逃にげたかった。

　もう一度言うより死んだ方がマシだとすら思えた。

　手元に残った、あまりにもストレートで身が裂さけそうに恥はずかしい言葉を破り捨てたかった。

　招待状を燃やさなかったことを、今さら後こう悔かいした。

　どうして、燃やさなかったんだ。

　どうして……。

「…………女子大」

　そうだ。燃やさなかったんじゃない。燃やせなかったんだ。

　あかりちゃんが女子大に行くから……。

　不純異性交遊は校則で禁止されているから……。

　専制政治下で、自由も人権もなかった人々が、地下に集つどった。それが、中世にあった秘ひ密みつ結けつ社しやの始まり。

　だから俺は……、燃やせなかった。

　俺の不純な恋こいは、秘密結社でなければ成じよう就じゆしないのだから。

　俺は、不純と知りながら、この気持ちを燃やして灰にはできなかったのだ。

　大きく息を吸った。

　ドレスを着た無機質なマネキンの肌はだが、あかりちゃんのつやつやした肌に見えた。

　瞳ひとみのない無表情が、あかりちゃんの優やさしい微ほほ笑えみに見えた。

　俺はどうして自分が一人だけだと思ったのだろう、とすら感じられた。

　……俺は、あかりちゃんが好きだ。

　どうごまかしても、隠かくしても、それだけは変えられない俺の本当の気持ちだった。

「俺は……、貴女あなたを……」

　カードを掲かかげる。まるで彼女に宛あてたラヴレターのように。

　言葉は、少しだけカードとは違ちがった。カードでは、僕ぼくは君を、だった。

　だが、それで良かった。




「俺おれは貴女あなたを、世界で一番愛しているっ!!」




　これで良い。これで良いんだ。

　たとえ不純でも、たとえあかりちゃんの誇ほこりを汚けがしても、俺は俺の想おもいを灰にはできない。

「……ラヴ！」

　不意に、声が聞こえた。

　一気に現実に引き戻もどされる。

「ラヴ」

「ラヴ！」

　これは、秘ひ密みつ結けつ社しやの入社儀礼イニシエーシヨン。

「「ラヴ!!」」

「「「ラヴ」」」

「「ラヴ！」」

　さっきよりもずっと大きい、ラヴコール。そして、拍はく手しゆの波。

　フラッシュのように、一気に部屋の電気がついた。

　眩まぶしくて、一いつ瞬しゆん目を細めた。

　十人以上の黒い頭ず巾きんが、皆みな手を叩たたいていた。

　白頭巾がもう一度ステージに戻ってくる。その手には、黒い布があった。

「ようこそ。純じゆん遊ゆう会かいへ」

　白頭巾は黒い布を広げ、俺の頭にかぶせた。

　頭巾だった。

　しっかりとかぶると、目の位置に光が入る。呼吸も苦しくない。

　俺の目の前で拍手をしている人たちと、俺は同じ姿になった。




　俺は、秘密結社「純遊会」に加わった。
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　小学校の三年くらいのときだっただろうか。

　集団登下校の班というのがあって、同じ地域にいる児童が一年生から六年生まで一つの班にまとめられる。

　その班の中に、反へ吐どの出るほど嫌きらいな上級生がいた。粗そ野やで、乱暴で……、何より嫌いやだったのは、下級生を脅おどして楽しんでいたことだった。

　同級生にも馬ば鹿かにされるほど泣なき虫むしだった俺おれは、その上級生に殴なぐる振ふりをされて何度も怯おびえて泣いた。

　俺は怯えたくも泣きたくもないのに、それを強しいられてダセェダセェと馬鹿にされる。

　今でもそいつの顔を思い出すと心の底にどす黒い感情が湧わいてくる。それくらい悲ひ惨さんな体験だったが、当時の俺はやめてよの一言も言えなかった。

「やめてよ」

　それを、代わりに言ったやつがいた。

　俺より一つ年上の、その当時うちの隣となりの家に引っ越こして来たばかりの女子だった。名を、円えん城じようあかりといった。

　言葉を交わしたこともなかったし、名前を知ったのだって母かあさんに聞いたからだった。

「人が嫌がることをしたら、いつか自分にも返ってくるのよ？」

　彼女は俺とその上級生との間に割り込んで、そう言った。

　……なんて出しゃばりな女だ！

　そう、思った。

　助けなんて欲しくなかった。

　俺は毎日登下校で脅されて泣かされて、それでも親にも先生にも言わず耐たえ続けていたんだ。

　この苦行のような道のりをあいつが卒業するまで耐え切ってやる！　そう思うことが踏ふみにじられきった俺のプライドを守る最後の防ぼう衛えい線せんだったんだ！

　円城あかりは、その上級生に一言もなく突つき飛ばされ、よろけて転んだ。

　ざまあみろ！　余よ所そから来た癖くせにいきなりヒーロー気取りで出しゃばるからそういうことになる。

「……ぼ、暴力じゃ分からないよ。何か理由があってしてるのなら、ちゃんと言わなきゃ伝わらない」

　けど、円城あかりは立ち上がった。自分より年上で体格も違ちがう相手に。

　その上級生がその態度に感心するわけがなかった。

「ウゼェんだよ！　お前教師か!?　あ？」

　彼はいきり立って円城あかりを蹴けった。

　もうざまあみろとか思ってる余よ裕ゆうはなかった。

　まだ立ち上がって何か言おうとする円城あかりを、俺は必死に止めた。

「もう良いよ！　学校遅おくれるし！　行こう！」

　俺おれは、円えん城じようあかりのことを案じて止めたのではなかった。

　ただこれ以上あいつを怒おこらせたら、そのとばっちりが俺に来ることになる。それを防ぎたかっただけだった。




　その上級生の横暴は、次の日唐とう突とつに終わりを告げた。

「……ゴメンナサイ」

　一欠けらの気持ちも籠こもっていない謝しや罪ざいは、顔中青あざだらけのその上級生の口から発せられた。

「ほら、ちゃんと手ぇ付け馬ば鹿かが！」

　その上級生の父親が隣となりで、彼の頭を押おさえつけて土下座を強しいていた。

　……なんだよこの茶番。

　冗じよう談だんじゃない、こんなことで終わりにされてたまるか。

　そして、俺の収まらない怒いかりは隣となりで一いつ緒しよに謝罪を受けた円城あかりへと向く。

　上級生の親に密みつ告こくしたのは、円城あかりだった。

　円城あかりは俺の隣で、晴れやかでない顔をして困こん惑わくしながらその上級生を見つめていた。だが、そのときには俺はまだ彼女の表情に違い和わ感かんを見みい出だせなかった。

　俺にとってこいつは、チクり魔ま以外の何者でもなかった。

　チクり魔。親や先生への密告者。

　かなわないと思ったらすぐチクる。人に何とかしてもらう。

　円城あかりは弱虫だ。そう思った。

　俺は、円城あかりほど弱くはない。




　その日の午後、友達の家に遊びに行く途と中ちゆうの公園で、円城あかりが一人ひとりでベンチに座っているのを見かけた。

　彼女は、泣ないていた。

　おおかた、あの上級生に裏で何かされたか、クラスでチクり魔といじめられたかしたんだろうと思った俺は、慰なぐさめて腹いせしてやろうと思って隣に座った。

「何で泣いてるの？」

「……っ!?」

　円城あかりは俺を見て驚おどろいて、慌あわてて目を拭ぬぐった。

「俺で良ければ話聞くけど」

「あなたには分からない」

　……カチンと来た。

「言ってみなきゃ分からないだろ!?」

「…………」

　言い返したら黙だまったので、何か面おも白しろくなくなって立ち上がろうとした。

「……そうね」

　膝ひざに力を入れたところで、返事があった。

「上う手まく、行かなかったの」

「……何が？」

「話し合い」

「…………」

　彼女が何を言っているんだか、さっぱり分からなかった。

　けど、分からないよと言って始められた手前、分からないとは言いづらい。

「話し合いを持ちかけて叩たたかれて蹴けられるのなら、暴力が振ふるえない第三者の前で話をするのが良いと思ったの。だから中なか川がわくんのお母かあさんに一いつ生しよう懸けん命めい説明したんだけど……、中川くんのお母さんにもちゃんと話を聞いてもらえなかった」

　中川くんとは、その粗そ野やな上級生の名だ。

「あんな謝あやまり方……、暴力で解決してるのと何の変わりもないじゃない！」

　俺おれは、眉まゆをひそめた。

　何だこれ？

　何で、円えん城じようあかりの訴うつたえの中に俺がいない？　この事件の被ひ害がい者しやは、俺じゃないのか？

「理解し合って皆みなで考えれば世界は絶対に良くなる。みんなそれは知ってる」

　円城あかりは、涙なみだを流しながら続けた。

「少し主張をしてくれれば理解しようと努つとめられるの。少し聞いてくれれば私の考えを伝えられるの。……ほんのそれだけのことなのに、私にはまだまだ言葉が足りないのね」

「……あ」

　途と中ちゆうから、彼女の横顔を直視できなくなっていた。

　なんて……。

　なんて、大きいことを考えている人だろう。

　そんな人を俺は、人を助けてちょっと良い格好しようとしてる人だと思っていた。

　……俺は、小さい。

　それがすごく恥はずかしくて、惨みじめで……。

　だから、毒が出た。

「あなたには分からないとか言っちゃダメじゃんそれ」

　言ってから、感心した相手すらこき下ろそうとする自分が余よ計けいに惨めに思えた。

「……あなたの言うとおりね」

「え？」

　円えん城じようあかりの反応は、俺おれが想定していたものとは違ちがった。

　もっと……、もっとうろたえるかと思ったのに。

「それに関しては、私が間違ってた。あなたの主張が正しい」

　円城あかりが微ほほ笑えむ。

　自じ嘲ちようの笑みなのかと思ったが、それにしては随ずい分ぶんと明るかった。

「……ねぇ、もっと主張はないの？」

「はぁ!?」

　いや、明るいなんてものじゃなかった。

　さっきまで涙なみだしていたことを忘れるくらい、彼女の目は輝かがやいていた。

「私は話し合いを望んでいるの。あなたと……」

「…………」

　円城あかりは期待の眼まな差ざしで俺を見るが、俺は答えられなかった。

　主張はないの？　話し合いを望んでいる。そんなことを言われてすぐにじゃあこれですと出せるやつがどれほどいる？

「…………」

　俺は黙だまり、彼女の期待の顔だけが残る。

「…………」

　その顔も、時間と共にだんだんと沈しずんでいった。

「…………」

　罪悪感が湧わいてきた。

　声を掛かけたのは俺で、しかも腹いせのためだ。期待させるだけさせておいて、でも主張はしないなんて、そんなことはできなかった。

　だから、本当は言いたくないことを言う羽目になった。

「…………あいつには……言っても、無む駄だだよ」

　あの上級生のことだった。

「どういうこと？」

　円城あかりは、顔を険けわしくすることも鼻はなで笑うこともせず、俺の話を聞いてくれた。

「悪いと分かってやってるやつに、それは悪いことだって言っても意味ないよ」

「……他ほかに、どう言ったら伝わるの」

「分かんない」

　そんなこと、俺が知るはずがなかった。

「……そう」

　彼女は、少しだけ残念そうにそう言った。

「…………」

　俺おれは、少しだけ躊躇ためらった。

　言うのに死ぬほど勇気の要いる、情けない主張があった。

「悪いと知っててそれでもやるやつは、何かさ、良い悪いより他ほかの何かで動いてるんだよ」

「……どういうこと？」

「だからさ！」

　言おうとしたことを考えて、にじんでくる涙なみだを唇くちびるを嚙かんで耐たえる。

「ホントは、親や先生に言ったり友達に助けを求めたりするのが良いって分かってても、格好悪いってだけで我が慢まんしようと、する、ことが……あるん、だ」

　情けなさが、目に沁しみた。

　こみ上げてくる悔くやしさで、声が掠かすれた。

「お前に……は、分かんない、だろうけど、さ！　良い悪いとか……、やめて、とか、そんな、言葉に、ぜんぜん意味ない、とき、あるんだよ！」

　言い切って、円えん城じようあかりを睨にらみつけた。

「…………そっか、私、分かってなかった」

　不意に、俺の手が取られた。

「ごめんね！　私、全然分かってなかった！」

　円城あかりの目には、涙が浮うかんでいた。

「もうしない。ぜったいもうしないからね。……ごめんね、許してね」

「…………ぅっ、ああああ……」

　あとは、声を出すそばから泣なき声ごえになってしまった。

「ありがとう。優ゆう介すけくん」

　円城あかりが俺に笑い掛かける。

「あなたが私に教えてくれなかったら、私きっとまた誰だれかを傷つけていたと思う。……ありがとう」

　円城あかり……あかりちゃんの言葉は、悔しくなかった。

　全すべての汚お辱じよくと我慢とを、たった一度の対話で雪すすぎ流してもらった。そんな風に感じた。

　ありがとうの言葉は、本当は俺が言うべきだったのに、そのときの俺には言えなかった。

「ねぇ、優介くん。もっとお話聞かせて？」

　俺にできたのは、その言葉に何度も頷うなずくことだけだった。

　そのときから俺たちは、いろいろなことを話すようになった。

　そのときから俺は……あかりちゃんに、恋こいをしている。




　大きくなって、高校に入って、俺もあかりちゃんもあのときよりずっといろいろなことを知ったし、変わった。けれど、俺おれたちはあのときから気持ちの根っこは変わってない。

　俺が入る前の久ひさ倉くら高こう校こうはかなり荒あれていて、他ほかの学校の生徒まで関かかわった「合コン部事件」なんてのも起きていた。

　それが、あかりちゃんが生徒会長になってから学校風紀は目を見張るほど良くなった。

　あかりちゃんの掲かかげる高い理想を、夢見がちだと馬ば鹿かにする人もいる。だが俺は、あかりちゃんがお互たがいの理解と話し合いのために涙なみだを流せる人だと知っている。

　あかりちゃんは、きっと理想を実現する。




　　　　　◆




　昔のことを思い出しながら、俺は秘ひ密みつ結けつ社しやの会合に参加していた。

　入社儀礼イニシエーシヨンで愛を叫さけんだステージは、どうやら視し聴ちよう覚かく室しつのステージだったらしい。旧校舎の第二視聴覚室、今はもう授業で使われることはないはずだ。

　俺は混乱した頭のままで黒くろ頭ず巾きんをかぶせられ、他の参加者と一いつ緒しよに視聴覚室の席に座って目の前で繰くり広げられている議論を傍ぼう観かんしていた。

　ステージ上には人が二人ふたりいた。一人ひとりはさっき入社儀礼を取り仕切っていた白頭巾だ。彼は大きな旅行鞄かばんを携たずさえていて、そこからいろいろな物品を取り出す。どうやら、その物品には大きな意味があるらしい。

　もう一人は、俺や他の連中と変わらない黒頭巾だ。今はこちらが議論を仕切っていた。スクリーンに指示棒を向けて、真ま面じ目めな声で議論を行っている。この指示棒もさっき白頭巾が鞄から取り出したものだ。

「では、美容室の割引券を差し入れる、という結論で締しめ括くくらせていただきます」

　先ほどから、正面のスクリーンには二人の男女の顔が映されていた。何を真面目に議論しているかといえば、告白したいのに自分に自信が持てない男子生徒に、いかに自信をつけさせるかという……、良く言えば平和で微ほほ笑えましい、悪く言えばどうでも良い話題なのだ。

　指示棒をもらった黒頭巾……プレゼンターというらしいが、プレゼンターは議論をまとめると一礼した。

「私からの議題は以上です。他に議題はありませんか？」

　誰だれも手を上げないのを見て、プレゼンターは言った。

「なければ本日の会合は以上です。……では、宣言を」

　プレゼンターの言葉に呼応するように、全員が胸むねの前で指を組んだ。

「恋こいは尊とうといか！」

「「ラヴ!!」」

「恋は美しいか！」

「「ラヴ!!」」

「恋こいを応おう援えんしたいか！」

「「ラヴ!!」」

「──総すべての恋に祝しゆく福ふくを！」

「「──総ての恋に祝福を!!」」

「ここに、純じゆん遊ゆう会かい会合の閉会を宣言する！」




　秘ひ密みつ結けつ社しや「純遊会」とやらの今日きようの話し合いはこれで終わりのようだった。黒くろ頭ず巾きんたちは、一人ひとりまた一人と部屋を出て行く。

　この秘密結社がどんなところなのかは、今日の会合で少し見えた。

　黒い頭巾などかぶってふざけた外見をしている割に、話の中身は真しん剣けんそのものだった。恋を陰かげから応援しようという目的も、その手段も、ふざけてのことではない。

　……ふざけていないのなら、この連中は分かっていてなお、校則を破っている。

　自覚して、あかりちゃんに牙きばを剝むいている。

「よう、お疲つかれさん。やっぱり疲れたか？」

　隣となりから黒頭巾の一人に声を掛かけられた。さっきも積極的に話し合いに参加していたやつだ。声からして男だろうが、知ってる声じゃない。

「……まぁ、そうですね」

　相手が先せん輩ぱいの可能性を考えて一応敬けい語ごにする。

「よせよせ。お互たがい先輩後輩分かりっこねぇんだしさ、フランクに行こうさ」

　男はそう言ってから、んーと唸うなる。

「まー、俺おれはお前が何年生かは知ってっけどな」

　そうだろうな。俺はさっきまでステージ上に顔をさらしてたんだから。

「どうだ？　慣れていけそうか？」

「……無理だっつって帰れるなら、そうしたい」

　自分がうっかり飛び込こんだ場所がどんな場所か、徐じよ々じよに分かってきた。

　秘密結社なんて冗じよう談だんめかしちゃいるが、これは校内での非公認団体による教室の不法占せん拠きよそのものだ。かつての合コン部と本質的には何も変わっちゃいない。

　純遊会は、生徒会の敵だ。あかりちゃんはきっと許しはしない。

　そういえばあの合コン部事件も、違い法ほうな団体にそれを取り締しまるべき生徒会の人間が関かかわっていたことが大きな問題になった。

　確か……、先代生徒会の副会長だ。今も三年生としてこの高校に在ざい籍せきする女子生徒、村むら崎さき月つく夜よ。久ひさ高こうきっての問題児。

　今の俺は、まさしくあの村崎先せん輩ぱいと同じ立場にある。

「ははっ！　弱気になるなって！　俺おれたちは宿敵生徒会に愛の素す晴ばらしさを認めさせるラヴ・エージェント！　だぜ？」

　ばしばしと背中を叩たたかれた。

「……お前らは、やっぱり生徒会に敵対しようとしてるんだな？」

　俺の言葉にそいつは慌あわてて、自分の横よこっ面つらを自分でひっぱたいた。

「おおっとぉ、生徒会が宿敵ってのはナシだ。すまん、忘れてくれ。同じ秘ひ密みつ結けつ社しやの仲間なんだ。仲良くしようぜ」

　そいつは逃にげるように去った。

　俺も帰ろう。

　会合は、自由参加だという。今日きよう帰って二度と来なければ、俺の裏切りは最小限で済むだろう。

　それでも一度裏切ってしまった罪は消えないだろうが……。

　会員は、お互たがいの秘密を守るため一人ひとりずつ間かん隔かくを空あけて出て行く。

　前の人から二十秒空けて、俺も遮しや光こうカーテンの外へ出ようとした。

　そこで、肩かたを摑つかまれた。

「え？」

　振ふり向くと、白い頭ず巾きんがあった。

　全員が真っ黒な中で、彼だけが白い頭巾をかぶっている。彼が特別な立場にいる人間だということはそれだけでも分かる。

「あの、何か？」

　俺の問い掛かけに彼は答えない。

「…………」

　長い沈ちん黙もく。

　その間にも人は減へり、とうとう俺と彼、そしてもう一人ひとり、別の黒頭巾だけが残った。

「うん、もう良いだろう。うさね、カーテンを開けてくれ」

　白頭巾が喋しやべった。

　意外なことに、女の声だった。

「はーい」

　うさね、と呼び掛けられたもう一人の黒頭巾は、窓まどまでとてとてと走り、カーテンを開ける。

　幼い声だった。歩き方も、小学生っぽい。

　カーテンが開かれると、真まっ赤かな夕日が第二視し聴ちよう覚かく室しつに差した。

　暗い中では幻げん想そう的てきだったこの空間は、日に照らされると傷ばかり目立つ酷ひどく薄うす汚よごれた廃はい教きよう室しつだった。

　魔ま法ほうが切れたみたいだ。

　あれほど恐おそろしく思えた頭ず巾きんも、陽ひの中では偽にせ物もののように薄っぺらく馬ば鹿からしいものに思えた。

「さて、会あい津づ優ゆう介すけくん。残ってもらったのは他ほかでもない」

　俺おれの両肩かたに手を乗せて、白頭巾が言う。

「君を我が秘ひ密みつ結けつ社しやの幹部に抜ばつ擢てきしたい。幹部になってくれ」

「……え」

　一いつ瞬しゆん思考が追いつかず、彼女の言葉を頭で何度もリピートする。

「はぁ!?」

　だが、何度繰くり返しても理解できなかった。

「うん。良い返事だ」

　白頭巾にそれ以上説明する意志はなさそうだった。

　俺の両肩から手を放すと、適当な机に腰こしを下ろし、足を組む。

　秘密結社の代表なんて肩書きには似合わない軽やかさだった。

「もちろん今すぐに決めろなんて言わないさ。時間をあげるからゆっくり考えてくれ」

　考える時間が欲しいと思っていた俺は、ほっとした。

　白頭巾は袖そでから腕うでを出して時計を確認する。

「十秒で良いな？」

「……はぃ!?」

　白頭巾は自分の頭の上に手をやる。

「十秒後、私が頭巾を脱ぬぐまでに決めてくれ。快かい諾だくしてくれるなら何をする必要もない」

「ちょ、ちょちょちょ！」

「だがもし幹部の話を断るなら、『お前のような誰だれにでも股またを開くクソビッチの下でなど働けるか！』と言ってくれ。曖あい昧まいな返答は困る」

「待て！　待てーぃ！」

　畳たたみ掛かけられて頭が大混乱に陥おちいる。

「じゅーう、きゅーう……」

　カ、カウント始まってる！

「はーち、なーな……」

「ま、待ってください！　お願いします！」

「その返答は曖昧だな。ろーく……」

「とりあえずお断りします！　幹部にはなりません！」

「曖昧だな。ちゃんと言ってくれないと。ごーぉ……」

「くっ……」

　初対面の相手にそんなビッチだの何だの口くち汚ぎたないことが言えるかっ！

　しかし、言わねば……。

　言わねば、幹部にされてしまう！

「よんさんにーいちゼロッ！」

「……最後はえぇ!!」

　彼女が頭から頭ず巾きんを取る。白い布が俺おれの視界全体をぱっと舞まった。

「ふぅ！」

　頭巾の下からは、真まっ赤かな髪かみが流れるように現れた。

　校則違い反はんの、赤い髪。

　挑ちよう発はつするような、鋭えい利りな瞳ひとみ。

　……かつて、合コン部を作って他た校こうから多くの生徒を呼び、酒まで持ち込こんで久ひさ高こうで合コンをやっていた問題児。それが元で生徒会を追い出された、去年の生徒会副会長。

　村むら崎さき月つく夜よ、その人だった。

「……あ、ぁ」

　あまりのことに、俺は発する言葉が見つからなかった。

「快かい諾だく感かん謝しやするよ、会あい津づ優ゆう介すけくん」

　だが、村崎先せん輩ぱいは俺が何も話さないことを良いことにぐいぐい話を進める。

「いや待って！」

「待ったさ。しっかり十秒」

「最後のあれは何ですかっ！　カウント早すぎ！」

「カウント数と秒数が合がつ致ちしていると言った覚えはない。今ので合計十秒だよ」

　村崎先輩の綺き麗れいな手が俺の頭に触ふれ、俺の頭巾を取り去った。

「ようこそ、純じゆん遊ゆう会かい幹部会へ」

　握あく手しゆの手が差し伸のべられる。

　どうして、どうして俺がこんな目に遭あう？

　あの招待状さえ燃やしていれば、俺はこんな人に関かかわらずに済んだのに。

　そう思ってから、ふと気が付いた。

「……同じ手だ」

「？」

　村崎先輩が俺と自分の手を見比べる。

「招待状のときもそうでした。燃やすなんて積極的な選せん択たく肢しは取りにくい。入社儀礼イニシエーシヨンも、より楽な方へと向かう心理を逆さか手てに取っていましたよね。全部貴方あなたの企たくらみでしたか。村崎先輩」

　やり口が汚い。

「……驚おどろいたな。普ふ通つうは自分がその手に掛かかっているときには気付けないものだぞ」

　村崎先輩は俺を見て楽しそうに笑う。

「うさね。彼は一発で私の目もく論ろ見みを看かん破ぱしてしまったよ。我々は逸いつ材ざいを手に入れたようだ」

　うわ、悪びれもしねぇよこの先せん輩ぱい。

「ちょ、ちょっと……」

　村むら崎さき先輩は一つ頷うなずいて黒くろ頭ず巾きんを手招きする。

「今後、幹部として同どう僚りようになる人間だ。紹介しよう」

　ダメだ、すでに幹部になるのが確定事じ項こうになっているっぽい。

「うさね。頭巾を外はずして挨あい拶さつを」

「はい……」

　頭巾の下から現れたのは、やはり小さな女の子だった。髪かみをサイドテールに結ゆわえ、制服にやや丈たけのあってないカーディガンを着ている。外見からしても、小学生だ。

　……いや、いやいや。制服着てるし、久ひさ高こう生せい、なんだよな？

「宇う佐さ美み琴こと音ねと申します。一年生です」

「久高って飛び級制度ありましたっけ？」

　つい疑問が口をついて出た。

　宇佐美と名乗った彼女が泣なき顔がおになった。

「失礼なことを聞くな。生まれ持っての特とく徴ちように対する心無い言葉は暴力になると心得えたまえ」

「わ、す、すみません。つい」

　村崎先輩に怒おこられた。

「あるに決まっているだろう。飛び級制度なくうさねが入学してしまったら年ねん齢れい詐さ称しようになってしまう」

　だよね。

　年齢詐称で高校入れるわけないし、飛び級に決まって……。

　……え？

「なりませんからっ！　っていうか日本の高校に飛び級ないですから！　ちゃんと十五年生きてます！」

　宇佐美が手をぶんぶん振ふって抗こう議ぎする。

「通つう称しよううさねだ。覚えておきたまえ」

　しかし、村崎先輩には効かなかった。

　うさみことね、縮ちぢめてうさね、か。まあ覚えやすい。

「主食はキャベツ。餌えさやりと小屋の掃そう除じは欠かさないこと。それと一匹で飼ってると孤こ独どくのストレスで死んでしまうから適度にかまってやること」

「先輩っ！　先輩の言葉が一番心無いんですけどっ！」

　言葉による抗こう議ぎでは無理だと気付いたのか、うさねは村崎先輩をゆさゆさと揺ゆする。

「失礼な。こんなに動物を思い遣やる心にあふれた言葉なのに」

「にんげん！　私人間！」

「そうかそうかよしよし」

　村むら崎さき先せん輩ぱいに頭を撫なでられて不服そうな顔をしながらも一応は落ち着くうさね。

　……いや、うさね？　動物扱いされてるのは変わってないぞ？

「私の紹介は……要いらないな？　まだ名乗ってないが名は知られていたしな」

「ええ。円えん城じよう生徒会長が散々手を焼いてましたから、良く知ってます。元合コン部代表の村崎月つく夜よ先輩」

「手間が省はぶけて何よりだ。会あい津づ優ゆう介すけくん」

　俺おれの嫌いや味みはさらりと受け流された。

「会津くん、優介くん。……いずれにせよ長いな。これから共にやっていく上で、長い呼び名は不都合だ」

　あまりにも次々に状じよう況きようが進むので、俺は口を出す暇ひまがない。

　そもそも考えている余よ裕ゆうがない。

　これから共にやっていく？　待て待て。どんどん辞退しにくくなって……。

「よし、ひとみにしよう」

「何でそんなフェミニンな名前ですかっ？」

「ＡＶ女じよ優ゆうっぽくて嫌いやか？」

「そこまでは言ってねぇ！」

　もう、そう言われるとそう感じるじゃねぇか！　っていうか全国のひとみさんに謝あやまれよ。

「新たな仲間に意に沿そわない名を付けるのも心苦しいな。では少し考えて……」

「あー！　もう良いですよひとみで！」

　抗あらがうのも問い返すのも全すべてが面めん倒どうになった。

「何で……俺なんですか？」

　若じやつ干かん疲つかれて、俺の口からそんな問いが出た。

「うん。それに対する明確な答えはあるが……君の納得は得られないと分かっている」

「それでも教えてください」

　村崎先輩は笑った。

「ひとみが加われば楽しいことが起こると直感した！」

　理性的なようでいてとんでもねぇなこの人。

「納得できません」

「私の言った通りだろう」

「あ……」

　本当だ。

「今日きよう入ってすぐに幹部というのが不安だというのなら、私が保証しよう。君の資質は問題ない。仕事も、君が生徒会でやっているよりはるかに簡単な仕事ばかりだ」

「でも！　俺おれは生徒会の人間ですよ!?　この団体には関かかわれません。まして幹部なんて、言語道断です！」

　不安とか、そういう問題じゃない。俺たちは敵同士だ。

「なら、逆に問おう」

　突とつ然ぜん、村むら崎さき先せん輩ぱいが真ま面じ目めな声を出した。

「君はどうして招待状を燃やさなかった。生徒会の人間なのだろう」

「それは……燃やすなんて積極的な選せん択たく肢しを作るから……」

「それでも迷いがなければ普ふ通つう燃やすだろう」

「……っ！」

　一つの反論もできなかった。

　いかに汚きたない手だろうと、俺の中の矛む盾じゆんが俺をこの生徒会の敵の中に導いたのは間ま違ちがいない。

「招待状を出したのは、私なんです」

　躊躇ためらいがちに口を挟はさんだのは、うさねだった。

「たまたま、その……、本当にたまたまなんですけど、渡わたり廊ろう下かで会あい津づ先輩がキスしてる恋こい人びとのことを見み逃のがしてあげてたの、見ちゃって」

　思い出す。

　昨日きのう、たしかあかりちゃんから大学のことを聞く前だ。

　もう、はるか昔のことのように感じるが、確かにそんなことをした記き憶おくがあった。

「見られてたのか……」

　生徒会役員として、あってはならない失態だ。

「校則を守らせる生徒会の人なのに、ちゃんと人の心を思い遣やってくれるんだ、って思いました。だから……」

　だから昨日、俺の靴くつ箱ばこに招待状が入っていた。

「すみません！　迷めい惑わくだったら、今日きようのことは忘れてください」

　うさねはそう言って、少しだけほっとした顔をした。さっきからずっと言おうかどうしようか迷っていたのかもしれない。

　とてもありがたい言葉だった。

　忘れて良いなら、忘れたいと思った。

「…………俺は」

　やめよう。やめてきっぱりと忘れよう。

　そうすれば、ようやくあの招待状を焼き捨てたのと同じ、平へい穏おんな日々を取り戻もどせる。

　あかりちゃんとも今まで通り仲良くできるだろう。

「…………」

　そして、あと一年弱であかりちゃんは女子大に行き、俺は取り残される。

「……村むら崎さき先せん輩ぱい。この団体、幹部の意向は反映されるんですか？」

　村崎先輩が、にやりと笑った。悪い笑みだ。

「もちろんだとも。掟おきてに逆さからわないものならどんな意向にだって従おう」

　そうか。それを聞いて安心した。

　俺おれは一つだけ息を吸って、言った。

「幹部になっても良い。しかし条件があります」

「ほう？」

「不純異性交遊禁止の校則を改定するために、この純じゆん遊ゆう会かいの力を貸してもらえませんか！」

「……!!」

　うさねが息を吞のんで口を覆おおった。

「ひとつ訂てい正せいしよう。純遊会の力を君に貸す、というのは無理だ。なぜなら……」

　村崎先輩は、楽しそうに笑っていた。

「すでに、君の力だからだ」




　　　　　◆




　純遊会の幹部になってから、一ひと晩ばん経たった。

　六時限目の英語。俺の目は教科書をなぞっていたが、頭は秘ひ密みつ結けつ社しやのことを考えていた。

　俺はあかりちゃんを今現在も裏切り続けている。

　打ち明けてしまおうか、とも、思っている。

「このto doは後に何か略されてるわけだ。to be, or not to beと一いつ緒しよだな。シェークスピアは良いぞ。読めお前ら」

　懺ざん悔げしてしまうべきか。否いなか。……それが問題だ。

「先生、少々よろしいでしょうか」

　俺の二つ後ろの席で突とつ然ぜん手が挙がった。

「何だ稲いな沢ざわ」

　先生が彼の名を呼ぶ。

　だが、俺には先生の言葉を待つまでもなく、振ふり向くまでもなく、挙手をしたのが稲沢徹とおるであることが分かった。その声と喋しやべり方から。そして授業中ですら必要があれば止めて発言するその態度から。

　稲沢が立ち上がると全員の視線が集中した。アイロンの効いた学生服を詰つめ襟えりのフックまで留とめ、櫛くしを入れて整えた髪かみをオールバックにして、古風な丸眼鏡めがねをかけていた。

　誓ちかって言える。俺は稲沢が挙手した時点で、稲沢の発言を予測していた。

　ああまたか、ってなもんだ。

「松まつ山やま。携けい帯たい電話をしまえ。今は授業中だ」

　その稲いな沢ざわが指を差したのは廊ろう下か側の席で足を組んでいた女子生徒だった。途中まで打ち込まれたメールから顔を上げた彼女は、露ろ骨こつに迷めい惑わくそうに稲沢を睨にらむ。

「ちっ……はーいはい」

　稲沢に向けられていたクラスの注意が散ってゆく。ああ、いつものことか。また稲沢のお説教か。そんな雰ふん囲い気きをかもし出しながら。

　実際、松山が注意されるのはこれが初めてではない。

「あ、ああ。そうだな。さて授業を続けるが」

「先生！」

　騒さわぎは終わりかと思ったが、稲沢はまだ続けた。

「貴方あなたは松山の携帯電話に気付きながら見て見ぬ振ふりをしました。教育者として褒ほめられた態度ではありません。お改めください」

　これは、予想外だ。

　人が気付かぬ不正まで正して見せる。その一いつ貫かんした態度は、あかりちゃんの力になろうと決意しながら揺ゆらぎ、裏切っている俺には直視できないくらいに眩まぶしかった。

　稲沢徹とおる、剣けん道どう部ぶの部長で本人も段持ち。人に強しいる正義をまず自分で体現してみせる有言実行の人。口うるさいので煙けむたがられてはいるが、本人の行いに非の打ちどころがないせいで、誰だれも文句を言えない。

　……決して友達になりたくはないが、格好良い。こういう人間こそが学校風紀を守るのだろう。

　稲沢は新しく作られる風紀委員会の委員長になることが決まっている。委員会の委員長を指名するのは生徒会長の仕事だ。風紀委員会の委員長もあかりちゃんが指名することになる。

　稲沢を風紀委員長に推すい薦せんしたのは、俺だ。稲沢以上に風紀委員長が似合いそうなやつを俺は知らない。

　俺は他ほかの生徒ほど稲沢のことが嫌きらいじゃなかった。

　……円えん城じよう生徒会長を支持するって言ってたしな。




　授業が終わって、その稲沢は生徒会室の応接用のソファーに腰こし掛かけている。

「風紀委員長を預からせていただきます稲沢徹と申します」

「生徒会長の円城です」

「本日のインタビュアーをつとめさせていただきます報道部の藤ふじ本もと沙さ織おりです。よろしくお願いします」

　対面にはあかりちゃんがいた。あかりちゃんを見ると、後ろめたさで心がちくりと痛いたむ。

　二人ふたりの間にいるのは、よく生徒会関係で取材に来る報道部の藤本部長だった。

　生徒会室の応接セットはよくこういう取材に使われる。今日きようのこの取材も、近いうちに学校新聞の紙面を飾ることになるのだろう。風紀委員会の新設は、久ひさ高こうで今一番ホットな話題だ。

　俺おれは取材には直接参加せず、自分の机に向かって書類仕事をしつつ耳を傾かたむけている。副会長の仕事は裏方だ。

「早速ですが、今回風紀委員長として稲いな沢ざわさんを指名された理由を聞かせていただいてもよろしいですか？」

　肩かたの上で切り揃そろえられた藤ふじ本もと先せん輩ぱいの髪かみが揺ゆれる。柔にゆう和わな表情だが、目は澄すんで、鋭するどかった。腕うでに青いＰＲＥＳＳの文字の入った腕わん章しようをつけて堂々と質問する姿はキャリアウーマンを思わせる。

「はい。氏は常つね日ひ頃ごろから学校風紀の改かい善ぜんと維い持じに注力していらっしゃると生徒会内で推すい薦せんの声がありました。委員会がなくとも自らの意志で行動できる人こそふさわしいと考えて、指名させていただきました」

　あかりちゃんがそれに、負けず劣おとらず堂々と答える。

　それから、あかりちゃんがそっと俺に微ほほ笑えんだ。

「では、稲沢さんはこの指名をどう受け止めていらっしゃいますか？」

　藤本部長が稲沢に問いを振ふる。

「実に光栄に感じています。円えん城じよう会長の理念には以前より感心しておりました。指名してくださったこと、恐きよう悦えつの至いたりです」

「…………」

　へぇ。

　何か、ちょっと意外だな。

　ああいうやつだから、「当然の指名でしょう」くらい言うかと思った。

「では、風紀委員会の運営方針について、いくつかお聞きいたします。風紀委員会の今年度の……」

「はい。まずは体制を確立することです。ご存知の通り……」

　藤本部長の質問に稲沢がはきはきと答える。

　それがどことなく嬉うれしげに見えた。

　……うん。

　なんて言うんだろうな。

　別に俺の手て柄がらじゃないんだ。稲沢は人に言う以上に自分を厳しく律りつしているし、それがようやく正当に評価されたってだけなんだが……。

　俺の一ひと押おしで、こいつは日の当たる場所に出たんだ、っていう、達成感って言うのかなんて言うのか、嬉しい気持ちがある。

「ありがとうございました。以上で質問は終了となります」

　藤本部長が一礼して立ち上がる。

「最後に、お二人ふたりが握あく手しゆをしている場面を一枚撮とらせていただいてもよろしいですか？」

「はい。……稲いな沢ざわくん、共に良い久ひさ倉くら高こう校こうを作っていきましょう」

　あかりちゃんと稲沢も立ち上がり、あかりちゃんが稲沢に手を差し伸のべる。

　生徒会はこうして新たな仲間を迎むかえて、また久ひさ高こうを良くするために頑がん張ばっていくのだ。

　本当にそう思える、心こころ温あたたまる握手……だったはずだ。稲沢が手を伸ばせば。

「…………」

　しかし、その手は伸びなかった。

「……会長。一つだけ、お聞かせ願えますか」

　稲沢があかりちゃんに向けた目は、鋭するどかった。

「三年生の村むら崎さき月つく夜よが一年前に起こした『合コン部事件』を思い出していただきたい」

「……っ！」

　どきっとした。

　だが、別に純じゆん遊ゆう会かいのことが話題に出たわけではない。大だい丈じよう夫ぶだ。

「村崎月夜は当時、あれだけの事件の首しゆ謀ぼう者しやでありながら何の罰ばつも受けずに終わりました。このことをどうご覧らんになられますか」

　自分で「支持する」と言ったあかりちゃんを正面に見て、稲沢が苛か烈れつな目で質問をぶつけた。

　……合コン部事件。

　一年経たってもまだその名を聞く。

　久倉高校の風紀が乱れていた一時期を象しよう徴ちようするような事件だったから、忘れることはできない。

　合コン部の代表は、当時の生徒会副会長、村崎月夜だった。

　彼女は、不信任を言い渡わたされて体育館で生徒全員の前に立ったときでさえ、堂々と言い放った。

　──アルコールが持ち込まれていたことは監かん督とく不行き届きだった。

　──しかし男女の出会いを斡あつ旋せんすることが何の罪になる！　恋こいは二は十た歳ちになってから、などという法令はなかったと思うが？

　不純異性交遊は校則で禁止されている！　と野次を飛ばした誰だれかには、君の携けい帯たいを見てみたまえと返答した。そいつが携帯を取り出したのを確認して、村崎先せん輩ぱいは頷うなずいた。

　──携帯電話の持ち込みは校則で禁止されているよ。もはや誰も守れないくらい古くなって劣れつ化かした校則でね。

　バイト禁止、携帯禁止、制服の改造禁止、登下校時の飲食禁止、果てに、不純異性交遊禁止。そのときの校則は、確かに古かった。だが、のちにあかりちゃんが生徒会長になり、校則を一新しても「不純異性交遊の禁止」だけが残り続けたのは、合コン部事件がトラウマのように皆みなの心に刻きざまれていたからだろう。

「……稲沢さん？　その、とりあえず形式だけでも握手を……」

　インタビューを取り仕切る藤ふじ本もと部長が稲いな沢ざわを促うながす。

　しかし、稲沢は手を出そうとはしなかった。

「藤本報道部長。貴方あなたは信しん頼らい関係を形式で良いとお考えか！　どうかお考え直しください。貴方は形式などというものに惑まどわされず本質を見み抜ぬける方です！」

「…………ぁ」

　藤本部長は、はっとして口を押おさえた。

「……あっちゃー」

　代わりに俺おれがデスクで頭を抱かかえた。

「……仰おつしやる、通りですね。私が間ま違ちがっておりました」

　ああ……、藤本部長が稲沢の正義にあてられてしまわれた。

　これで稲沢を止められる人間がいなくなった。

「それでこそ藤本報道部長です」

　稲沢。満足げに頷うなずいてるし。

　すげぇ上から目線だし。

「さて、円えん城じよう生徒会長。お答えをいただけますか」

　稲沢の目があかりちゃんに向けられる。

　目を閉じて考えていたあかりちゃんは、ようやく目を開けて稲沢を見つめた。

「私は……」

　あかりちゃんの言葉に迷いはなかった。

「校則に処しよ罰ばつは不要だと考えます。校則違い反はんには、言葉で伝えて分かってもらえば良いのです」

　毅き然ぜんと言い放たれた強い意志を感じさせる言葉。

　校則には罰則を設もうけない。

　これは、あかりちゃんが生徒会長になってより変わらぬ信条だった。

「罰が嫌いやだから校則に従う。そんな生徒ばかりの高校にしたくはありません。罰則のない校則を作ることに、生徒のほぼ全員が賛成しています」

　あかりちゃんが稲沢に向けて微ほほ笑えんだ。

「そして何より、久ひさ倉くら憲章が定める目標があります」

　久倉憲章。

　あかりちゃんが定めた、久ひさ高こう生せいが目指す人間としての在あり方だ。

「自じ律りつ、自治、自由……」

　稲沢がすぐに久倉憲章の原則を並べる。その三つこそが久高と久高生の目標である。

　あかりちゃんがこれを定めた理由は、校則を見直すためだ。この校則は久倉憲章に沿っているか、沿っていないならどう改定すれば良いか、久高生はこの半年間、そうやって校則を変え、守ってきた。

　そして、その甲か斐いあって久ひさ高こうの風紀は半年で見み違ちがえるように改かい善ぜんした。

「自らを律りつして、自らを治めてゆく。その先に、真の自由がある。……なるほど、見習うべき素す晴ばらしい人間像です」

　稲いな沢ざわは二度三度頷うなずいた。円えん城じよう会長を支持する。以前そう稲沢が言っていた。その言葉に噓うそはないのだろう。

　だが、稲沢は言ってから悲しそうに首を振ふった。

「しかしそういった自己研けん鑽さんを行わない、いわばすでに努力を放ほう棄きした人間もいます。言葉で注意して村むら崎さき月つく夜よが校則を守るようになるとお思いですか？　些いささか甘あまい考えに思えますが」

　稲沢から浴びせられる冷たい言葉にも、あかりちゃんは笑みを崩くずさなかった。

「それでも信じたい。それが私の意見です。……それを村崎さんが否定するのなら、それは村崎さんの意見です。話し合って理解し合えば、きっと解決の糸口は見つかるでしょう」

　稲沢は、少しだけ目を細めた。

「ならば、罰ばつ則そくを設もうけるべきであるというのも意見ではありませんか」

　不ふ愉ゆ快かいそうというよりは、不可解そうな顔に見えた。

「もちろんです！」

　あかりちゃんが嬉うれしそうに頷いた。

「尊そん重ちようすべき大切な『異なる意見』です。稲沢くん。私たちの正義は違っていて、けれどそれはとても大切な違いです。……話し合いを続けていきましょう？」

「…………」

　しばらくあかりちゃんの瞳ひとみをじっと見ていた稲沢は、放心したように大きく息をついた。

　それから、口の端はしを少しだけ上げて笑った。

「円城生徒会長。今後ともよろしくお願いいたします」

　稲沢が、差し伸のべられたあかりちゃんの手を両手で取った。大切なものを受け取るような、優やさしく穏おだやかな握あく手しゆだった。




　　　　　◆




　仕事を続けながら、俺おれは改めてあかりちゃんのすごさに思いを馳はせていた。

　あかりちゃんは、喋しやべって喉のどが渇かわいたからと飲み物を買いに行っている。

　あかりちゃんから村崎先せん輩ぱいの話を聞いたことは何度かあった。けど、よく考えれば今まであかりちゃんが村崎先輩を責めたことはなかった。

　村崎先輩はあの合コン部事件を起こしたとき、生徒会副会長だった。あかりちゃんは当時も生徒会にいて、書記をやっていた。同じ志を持って学校を治めていこうとする仲間にあんな裏切りを受けたら、普ふ通つうはもっと苛いら立だち怒おこるものだろうと思う。

　俺おれはその思い込こみのせいで、あかりちゃんに村むら崎さき先せん輩ぱいのことを尋たずねたことがない。嫌きらいなものをわざわざ突つき付ける必要なんてないとすら思っていた。

　……だが、さっきの取材は。

　さっきのあれは意地になってるとか怒いかりを隠かくしているという風には見えなかった。

「……正義、か」

　俺は、好きだ好きだと言いながらあかりちゃんの説とく正義をあまり信じていなかったのかもしれない。

　──私たちの正義は違ちがっていて、けれどそれはとても大切な違いです。……話し合いを続けていきましょう？

　あかりちゃんはそう言った。

「秘ひ密みつ結けつ社しやのこと、言ってみる価値はある……か」

　そうだ。何も敵と味方って区別することはないんだ。少なくともあかりちゃんはそういう人じゃない。

　少しだけ、ほんの少しだけ希望が湧わいてきた。

「たっだいまー！」

　ドアを勢い良く開けて、あかりちゃんが帰ってきた。スポーツドリンクのペットボトルを片手に、満面の笑みだ。

　なんだろ、めちゃめちゃ嬉うれしそうだ。

「お帰りなさい、どうしたんですか？」

「あはは、いえね、実はお気に入りが学校内の自じ販はん機きになくてですね。泣なく泣く向こうのファミストまで行ったらこんなに遅おそくなっちゃったんですよ」

　皆みなの前ではお互たがい敬けい語ご。

　それは良いんだが、遅くなって嬉しそうってのが意味分からない。

「ん？　それは？」

　あかりちゃんが握にぎるペットボトルには、口のところに袋ふくろが付いていて、何か入ってる。

　オマケ、だろう。コンビニでたまにやってるキャンペーンだ。

「え？　あ、これ？」

　あかりちゃんが取って見せてくれる。

「…………」

　……超ちよう人じんライダーボトルキャップシリーズ。……ほぉう。

　自販機に？　お気に入りがなかった、だっけ？

　俺はあかりちゃんがスポーツドリンクなんか買って飲んでるの見たことないよ？

　袋の中でポーズをとる二頭身の超人ライダーフレアをしげしげ眺ながめ、あかりちゃんは言う。

「こんなの付いてくるんですね。気付きませんでした」

　……ほぉう。気付きませんでしたと来ましたか。

　気付かない物を買いにわざわざ外のコンビニまで？　それはそれは。

　仕事をしていた会計の高たか科しな先せん輩ぱいが顔を上げる。

「あ、ライダーじゃん。フレア？　俺おれけっこう好きなんだ。見して見して」

「……あ」

　あかりちゃんの顔がぱっと明るくなり、それから困こん惑わくに暮くれる。

　同好の士を見つけた喜びと、自分も好きだと言い出せない辛つらさ、と分ぶん析せきしたね。

「要いらないなら、これちょうだい」

　うわぁ、この人最悪のタイミングで最悪のおねだりしやがった！

「っ!!」

　あかりちゃんがこの世の終わりみたいな顔をした。

「……………………どうぞ」

　何だあの悲ひ壮そう感かんの臨りん界かい突とつ破ぱ！　ちょ、悲しみで人が死ぬ勢いだ！

「待って高科先輩」

「ん？」

「俺も……」

　ええい、ままよっ！

「俺もフレア大好きっす！　それ俺も欲しいっす！」

「お、じゃあじゃんけんしようか。じゃーんけーん……」

　いつでも冷れい静せい沈ちん着ちやくながら雰ふん囲い気きを読んでくれない高科先輩が、腕うでを構える。

　くっ！

　二分の一でしか俺はあかりちゃんを救えないのかっ！

「ま、待ってっ！」

　あかりちゃんが叫さけぶ。

「欲しい人たくさんいるならやめましょう。こ、ここに、飾っておきますよ。ど、どうです、か？」

　声が震ふるえていた。

「うん、それが良いな。会あい津づもそれで良いか？」

「……そうしましょっか」

　ボトルキャップを勝ち取って返すことはできなかったが、高科先輩に持って行かれるのだけは阻そ止しした。

「……ふぅ」

　嫌いやな汗かいたぜ。




　　　　　◆




「あの、優ゆう介すけくん」

　印刷室に行く用事に、あかりちゃんがついてきた。

「さっきはありがとう。あの人、守ってくれて」

「あの人？」

　しばらく考えてから、ああ、と思い当たる。ボトルキャップをあの人とか呼んでるよこの人。

「このご恩は何かの形で返させてもらうから」

「そう？　じゃ、そのうち」

「うん」

　このご恩をいくつ溜ためたらキスに届くだろうか。俺おれの頭には二十五個の枠わくが並んだスタンプカードがイメージされている。

　北側に面した印刷室は涼すずしいというか、冷たい。寄りかかった背中からコンクリートの冷たさが伝わってくる。

　……言うなら、今、だろうか。

「あの……、私、何か優介くんを傷つけるようなこと……言った？」

「へ？　あ、いえ、違ちがうんですその……」

　迷いが顔に出てたかと慌あわてて、勢いで敬けい語ごになった。

「昨日きのう、進路の話の途と中ちゆうでいきなりいなくなったから、けっこう心配したんだよ」

「あ……」

　うわ。

　俺はなんてことを忘れていやがった……。

　あれからいろいろあったから、つい頭から抜ぬけていた。女子大のこと。

「な、なんでもない！　ごめ、ただちょっとあのときは……」

　あかりちゃんは怪け訝げんそうな顔で俺を覗のぞき、口を尖とがらせた。

　──ちゃんと分かってもらえるように人に言わなきゃ。誤解されるのは基本的には言った側の責任よ？

　前に、そんなお説教をされたのを思い出した。今のこの顔と同じ顔で言われたっけ。

　苦言を呈ていされるのを覚かく悟ごして待つ。

「…………うん、なんでもないなら、良かった」

　あかりちゃんは少しだけ悲しそうに、ため息をついて言った。

　なんだか知らないけど、助かった……。

「あかりちゃん。……そういえば、聞きたいことあるんだけど」

「うん。何でも聞いて。さっきの取材のこと？」

「まあね」

　ちょっとこの空気で言うのもあれかと思ったが、きっとここで言わなきゃ、俺おれは二度とあかりちゃんに明かせない。

　そんな気がした。

「……本当に、村むら崎さき先せん輩ぱいのことを違ちがう意見の人として尊そん重ちようしてる？」

「…………」

　あかりちゃんは、沈ちん黙もくした。

　考えているというより、俺の真意を量はかろうとするみたいだった。

「うん、だって、あかりちゃんは一いつ緒しよに生徒会やってたんでしょ？　裏切られた、みたいなもんじゃん」

「……尊重してるのは、本当よ。こういう判断に自分の感情は持ち込こんじゃいけないと思ってる」

　あかりちゃんはそう言って、少しだけため息をついた。

「私の感情を言うなら……、あのね、呆あきれないで聞いて欲しいんだけど」

　あかりちゃんに不安げに見つめられて、呆れたりなんかする俺であるものか。

「私が村崎さんに対して一つだけ裏切られたと感じたことはあるの」

「…………」

　一つだけ？

「話し合いを放ほう棄きしたこと」

　印刷室の白い壁かべを見つめながらあかりちゃんが言ったその言葉は、ちくりと俺の胸むねを刺さした。

　なんでもない、と俺が言ったときに見せた、悲しそうな顔と同じ顔がそこにあった。

「私ね、話をして分かり合えないことなんてないと思ってる。お互たがいが冷静になって本音を言い合えれば、絶対に理解し合える」

　あかりちゃんは俺の顔を見て、慌あわてて言い添そえる。

「もちろん、話し合った上でうまく解決できないで敵味方に分かれてしまうことはあると思うの！　でも、それならそれで、相手の気持ちはちゃんと理解して、正々堂々と戦えると思う」

　我知らず、俺は笑みを浮うかべていた。

　その意見、すごくあかりちゃんらしいじゃないか。

　あかりちゃんは、きっと俺の意見も尊重してくれるに違いない。そう思えた。

　……言おう！

　俺が秘ひ密みつ結けつ社しやに所属していること。不純異性交遊禁止の校則を撤てつ廃ぱいさせようとしていることを！

「あかりちゃん、俺……」

　言いかけて、何から言えば良いか分からなくなった。

　ごまかすようにプリントの束を整える。あかりちゃんに背を向ける。

「えーっと……そういえば、校内に秘ひ密みつ結けつ社しやがあるって噂うわさ、聞いたことある？」

「っ！　初耳ね！」

　そう、だよなぁ。

　恋れん愛あいを応おう援えんする秘密結社で、俺おれはそこの幹部だ。……頭の中で言うべきことを整理すると、ちょうど手元のプリントの束が揃そろう。

　俺は息を吸って振ふり向く。

　……振り向くと、あかりちゃんがヒーローみたいな表情で不敵に笑っていた。

　あかりちゃんの指が、制服に不似合いな男物のごついベルトを滑すべって、腰こしの脇わきでぎゅっと拳こぶしを作る。首に巻かれた真まっ赤かなスカーフがなびいた。

「秘密結社！　そんなものが校内にあって良いわけがない！　ここは現実。ライダーは来てくれない。……ならば！　私たち生徒会が鉄てつ槌ついを下す他ほかない！　そうでしょう優ゆう介すけくん!?」

「…………」

　え？　あれ？

　俺、啞あ然ぜん。

　全然俺の思っていたリアクションと違ちがうんだけど……。

「秘密結社とはいえ、現実には怪かい人じんや戦せん闘とう員いんどころか、暴力自体が不可能よね。しかしそれはこちらも法的措そ置ちを取れないことを意味する。……頭脳戦になるわね！　まずは相手の情報を探さぐることからかな。風紀委員会が動けるようになっていたのが不幸中の幸いかしら？」

　すげぇ冷静な分ぶん析せきをしているようでいて、まるで冷静でない！

　お互たがいの理解と意見の尊そん重ちようどこ行った!?

　何だこれ、何が起こった!?　話し合いを！　は、話せば分かる！

　……何がいけなかった!?　秘密結社はダメ？　秘密結社ダメゼッタイ!?

「うわ、そうか……」

　超ちよう人じんライダーといえば世界征せい服ふくを企たくらむ悪の秘密結社。

　……忘れていた。あかりちゃんがライダー系の話になると目の色が変わること。

　見てみろよこの目！　この瞳ひとみ！　瞳どう孔こうめっちゃ開いてるじゃねぇか！

「表立っては動けないわね。対策を練ねりましょう。とりあえずは生徒会に対策班ができていること、私と優介くん二人ふたりの秘密で良いかしら？」

　とりあえず、この人のヒーロー願望に火を点つけてしまったらしい俺は、相談どころじゃなくなった。

　……すまん。あかりちゃん。

　俺、そこの幹部なんだわ。
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　純じゆん遊ゆう会かいの会合より一時間ほど前。

　宇う佐さ美み琴こと音ね、もとい、うさねと共に、俺おれは第二視し聴ちよう覚かく室しつで会合の準備をしていた。

　各座席に、ろうそくを並べてゆく。本物ではない、ろうそく型の電でん灯とうだ。

「足りなくなったらそっちの箱開けてください」

「あ、うん」

　補充用の箱には、仏ぶつ壇だんメーカーのロゴが入っている。……ああ、お葬そう式しきとか用なんだ、これ。

　うさねはうさねで、別の仕事をしている。

「それは何してるの？」

「機き密みつ保ほ持じです」

　うさねは、ピンク色の封ふう筒とうを手回しシュレッダーで細切れにしていた。封に貼はられたハートのシールが、透とう明めいな容器の中に無残な細切れとなって出てくる。

「……機密保持か」

　何とも言えない気持ちになるなぁ。

「まだ皆みなさん来るまで時間がありますし、ひと休みしましょうか」

　うさねが笑う。

　うさねはこの仕事をずっと一人ひとりでやっていたのか。

　それは大変だろうな。

　なんか妙みように間の抜ぬけた仕事だけど、大変なのに変わりはない。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　疲つかれました？」

　大変だろうに俺のことまで気き遣づかってくれて。

　……良い子だ。

　純遊会のために働くのはまだ迷いがあるが、うさねは助けてあげたいと思う。

「大丈夫。早く仕事覚えるよ」

「え、いえ！　ひとみ先せん輩ぱい、覚えるの早いですし、教えてて楽しいから全然無理しないで良いですよ！」

　……ホント良い子だなぁ。

　ていうか、ひとみ先輩って誰だれかと思った。うさねも使うのか、その名前。

　まあ、俺もうさねって使ってるけど。

「うさねはさ……」

　こんな良い子なら、村むら崎さき先輩のそばじゃなくてもどこでも仲良く楽しくやっていけるだろうに、と思った。

「村崎先輩に、何か弱みでも握にぎられてるの？」

「ええっ!?」

　背筋を正して目を丸くするうさね。

　何かこういう仕草する小動物いたよな。プレーリードッグだっけ？

「……脅きよう迫はくされて従ってる、みたいに見えます？」

「いや、まあ……」

　それ以外にこの子がこんなところにいる理由って思いつかない。

「どっちかって言うと、村むら崎さき先せん輩ぱいが私に協力してくれてる、みたいな感じです」

「え？」

　すでに君の力だ、と言ってくれた村崎先輩の表情を思い出す。

「うさねも、純じゆん遊ゆう会かいの力を使って何かしようとしてるの？」

「それは……」

　うさねがしばらく逡しゆん巡じゆんするように視線を彷徨さまよわせる。

「……その、ないしょ」

「そか、内ない緒しよか」

　なんか、この子がないしょって言うの、なごむ……。




　十六時を待って、秘ひ密みつ結けつ社しや純遊会の会合はスタートする。

　開会の宣言は、いつも決まっている。




「恋こいは尊とうといか！」

「「ラヴ!!」」

「恋は美しいか！」

「「ラヴ!!」」

「恋を応おう援えんしたいか！」

「「ラヴ!!」」

「──総すべての恋に祝しゆく福ふくを！」

「「──総ての恋に祝福を!!」」

「ここに、純遊会会合の開会を宣言する！」




　今日きようは、俺おれも指を組んで参加できた。……ラヴ。

　会合の前に、ある黒くろ頭ず巾きんの指示で一人ひとりの新入会員を迎むかえた。釣つりのリールを持っていたその黒頭巾の役目は、リクルーターという。リールも、村崎先輩の旅行鞄かばんから出てきたものだ。

　新たに加わるのは知らない顔の女子生徒だった。気の弱そうな子で、マネキン相手に「私の全すべてを貴方あなたにあげる！」と言った彼女は、焦あせりと羞しゆう恥ちで顔を真まっ赤かにしながら涙なみだしていた。

　ああ、これは自分のときを思い出してなかなか苦にがい気持ちになるなぁ。

　指示棒を持っていたのは、この前とは別の会員だった。声からして女子生徒だ。今日は彼女がプレゼンターとなるのだろう。

「本日は、この二人ふたりのことについて皆みなさんの意見を聞かせていただこうと思います」

「あ！」

　スクリーンに映った二人の顔を見て、俺おれは声を上げてしまった。

　この間エアロギャラリーでキスをしていた二人だ。

　……名前も、呼び合っていたな。忘れたけど。

「二人は、彦ひこ根ね潤じゆん一いち郎ろう。織お田だ暁あけ美みといいます。付き合ってひと月のカップルです」

　そうだそうだ。あけみ、じゅんくんとか呼び合ってたわ。

「二人には問題があるんです。まずこれを見てください」

　次のスライドには、久ひさ倉くら市しこすもす商店街の地域観光マップが映された。

「織田の父はこすもす商店街の商店会会長です。彦根の父はこちらの大型スーパーのオーナーでして、商売上もプライベートでも二人の仲は険けん悪あくなんです」

「ロミジュリみたいだね」

　誰だれかから茶々が入った。

　ロミオとジュリエットって親同士の仲が悪いとかそういうレベルだっけか？

　プレゼンターは身み振ぶりを交えて真しん剣けんに語る。

「二人は、家の近くでは満足にデートもできません。久倉憲章がなければそれでも学校で手をつなぐくらいのことはできました。しかし、その道も途と絶だえています。このカップルが二人っきりの時間を持つにはどうしたら良いのでしょう」

　何か、聞き捨てならない言葉を聞いた。

　別の誰だれかがため息をついた。

「あー、やっぱり久倉憲章か。……あれを何とかしないとどうにもならないよね」

　それだ。久倉憲章。

　どうしてあかりちゃんの作った久倉憲章が否定されなければならない！

「待ってくれ！　問題なのは不純異性交遊禁止の校則で、久倉憲章じゃない！」

　俺は、我が慢まんできずに反論してしまった。

　会場内の黒くろ頭ず巾きん全員がこちらを見た。

　言ってから、しまった、と思った。

　宿敵生徒会。そんなことを自然に言ってしまえるくらい、ここでの生徒会の立場は低い。生徒会を擁よう護ごしようものなら裏切り者呼ばわりされてもおかしくないだろう。

　天てん秤びんを持った黒頭巾がそっと立ち上がる。ジャッジメントと呼ばれる役目を負った、揉もめ事ごとを仲ちゆう裁さいする役だ。

「あ……。そう、ね。ごめん。あなたの言うとおり問題なのは校則よ。久倉憲章を悪く言ったことは謝あやまる」

　さっきの黒くろ頭ず巾きんが頭を下げた。

　……あれ？

「すみません。私も配はい慮りよが足りませんでした。訂てい正せいします」

　プレゼンターが非を認めると、ジャッジメントは緊きん張ちようを解ほぐすように深呼吸してから席に着いた。

　何だろう。

　責められると思ったのに。

「…………」

　決まりもしっかりしてないし、ぐだぐだなのに、みんな優やさしい。

　俺おれが抱いだいていた秘ひ密みつ結けつ社しやに対するイメージとは、なんか違ちがった。

　悪くない雰ふん囲い気きだ。

「一いつ緒しよのバイトしたら良いんじゃない？」

　誰かがさっそく意見を出す。

「パパはバイトは……じゃなくて、織お田だの父はバイトを許してはくれません」

　こいつ。織田本人か！

　皆みなの中に忍しのび笑いが広がる。

　ていうか、こいつ自分たちのことをプレゼンしてるのか？

　……そういうの、アリなんだな。

　じゃあ俺も、あかりちゃんのことを……。

　いやいや！　アホか！　不純異性交遊禁止を徹てつ底ていさせてる本人だぞ!?　それこそ大笑いで誰だれも取り合わないに違いない。

「友達の家に泊とまる、って言って二人ふたりで外がい泊はくしちゃったら？」

「ちょ！」

「うわぁ、エッチー！」

　新たな意見に、他の茶々が重なる。

　こういうとき、ストレートにエッチって言えるのは女の子なんだよなぁ。

「……っ、そ、そういうのは……まだ早いですけど……」

　プレゼンターの織田が恥はずかしそうに言葉を詰つまらせる。

「織田の父は、外泊を認めないほどではないんですが、その……必ず向こうの家の人と連れん絡らくを取るので」

　けっこう、過保護なんだな。

　まあ女の子の家なんてそんなもんか。あかりちゃんのとこも厳しそうだもんなぁ。

　でも、そのアイディアは使えるな。

「そっか、じゃあダメだね」

　提てい案あんした生徒は引き下がる。

　……ん？

　いや、ダメじゃないだろ。ちょっと応用すれば使えるだろそのアイディア！

「他ほかに、何か案はないですか？」

　誰だれも言わない。

　まさか、気付いてないのか？　俺おれ以外？

　……俺が、言うべきなのか。

「…………」

　一いつ瞬しゆんためらった。けど、言うことにした。

「誰かが、他の誰かの家に織お田だを名乗って泊とまれば良いんじゃないかな」

　プレゼンターの織田は、俺の言葉にきょとんとしていた。

「どういうこと？」

　提てい案あんした生徒も、首をかしげる。

「たとえば、あなたが、そうだな……この人、仮に佐さ藤とうさんとしよう。佐藤さんの家に泊まりに行く。織田ですって名乗ってね」

　提案した彼女が頷うなずく。

「で、織田さんは自分のお父さんに佐藤さんの家に泊まるって言って、佐藤さんの連れん絡らく先さきを教える。何が起こる？」

　彼女を含ふくめ、皆みなが俺の話を聞く態勢だった。

「……織田さんのお父さんが電話して、こう言うわけだ。『織田と申します。佐藤さん、うちの娘むすめがお世話になります』って」

「……そう、か、そうなるわね」

　提案した彼女が、感かん嘆たんの声を出す。

「確かに行けるわ」

「「おおおお!!」」

　第二視し聴ちよう覚かく室しつを歓かん声せいが満たす。

　俺に向けての歓声だ。

　大したことを言ったわけではない。大げさだ、と思った。

　……でも、嬉うれしかった。

「うち、誰か泊まりに来ても平気よ」

「あ、私外がい泊はくできる」

　方針が決まった途と端たん、協力者が立て続けに現れる。

　突然、俺の背中がばしばしと叩たたかれた。

「やるじゃん！」

「あ……、この間の」

　顔は見えなくても、その声と仕草はこの結社で俺おれに最初に声を掛かけてくれたやつのものだと分かった。

「彦ひこ根ねの方は、アリバイトリック要いらないのか？」

　そいつはプレゼンターに向けて問う。

「彦根の方もやってくれると助かるな」

　答えは、別の方から来た。

　……おいおい。彦根もここにいるのかよ！

「じゃあ、俺は外がい泊はくは可能だぜ！」

　そいつが手を上げる。

　……なんか、良いな、と思ってしまった。

「うちは、人が泊とまりに来るのは大だい丈じよう夫ぶだ」

　だからつい、俺もそう言って手を上げてしまった。

　何か、協力したかったのだ。

「皆みなさん！　ありがとうございますっ!!」

　織お田だが感かん極きわまった声で何度も何度もお辞じ儀ぎをして、この日の会合は終わりとなった。




　　　　　◆




　週末の土曜日。

　お店おすすめのコーヒーを一口飲みながらテーブルの下で携けい帯たいのメールを開いて、俺は吹ふき出しそうになった。

　吹き出さなくて良かった。対面に座るえらく可か愛わいい格好のあかりちゃんをコーヒーまみれにするところだった。

「どうしたの!?」

　俺の顔を見て首をかしげるあかりちゃんに、俺は手を振ふって答える。

「ごめん、何でもない。友達が馬ば鹿かなメール送ってきただけ」

　適当な噓うそだ。メール差出人の村むら崎さき先せん輩ぱいは多分友達って感じじゃないし、文面は馬鹿にできるような内容じゃなかった。




　差出　村崎先輩

　件名　なし

　本文　生徒会長円えん城じようあかりが純じゆん遊ゆう会かいに対して探さぐりを入れている。今のところ組織性は無。もし聞かれたら逆に探りを入れる理由を尋たずねろ。




　俺おれは、あかりちゃんを見ながらそっとメールを閉じた。

「返信しなくて良いの？」

「良いよ。後でする」

　あかりちゃんは頷うなずいて、これまでの話の続きを話す。

「何人かに聞いてみたんだけど、誰だれも秘ひ密みつ結けつ社しやのことを知らないのね。それで、一回優ゆう介すけくんがどこからその話を聞いてきたのか整理したいなって思って」

「……そう、だねぇ」

　休日を利用した、生徒会内非公式秘密結社対策班、第一回会議。

　始まって十分で追い詰つめられる俺。

　あかりちゃんから電話が掛かかってきたときは有頂天だった。

　ちょっとお話しない？　って言われて、デートだ！　と思った。

　場所はあかりちゃんの馴な染じみのコーヒー屋さん。あかりちゃんのお父さんの知り合いの人のお店らしい。豆を売ってるところだから、そんなにおっさんおばさんばっかりでがやがやってこともないし、良いお店。

　……その時点で気付くべきだったよ。自分のお父さんの知り合いの店でデートする女の子など存在し得ない！

　髪かみをばっちり整えて現れた俺を笑ってくれ。俺も若かったんだ。今より十分ほど。

　でも、あっさりしたレイヤードの服で登場したあかりちゃんはやけに綺き麗れいで可か愛わいく見えて、本当にデートしている気分には浸ひたれている。

　可か憐れんだ。

　……いつもどおり、赤いスカーフとごついベルトは固定装備だけどな。似合ってるけど、それがライダーリスペクトなんだってことを知ってると何とも言えない気持ちになる。

　いつかこの人がジーンズジャケットとライダーパンツのスタイルになりそうで俺は怖こわいよ。

「で、なんて言ってたの？」

　目を輝かがやかせるあかりちゃんを前に、俺はため息をつく。さて、どうごまかしたものか。

「あのね。ここまでちゃんと対策しようとしてくれるとこ悪いんだけど、そいつさ……」

　言いながら考える。出て来い！　咄とつ嗟さの噓うそ！

「作り話の多いやつでね。この間ちゃんと聞こうと思ったら『俺そんなこと言ったっけ？』って言いやがって」

　……この線だ！

　燃え上がっているあかりちゃんをがっかりさせるのはとても申し訳わけないが、俺としては痛いたくもない腹を探さぐられる……んじゃなくて、爆ばく弾だんが埋うまっていることを知ってる腹を探られるのは勘かん弁べんして欲しい。

　それに、ここで秘ひ密みつ結けつ社しや話を終わらせれば、じゃあ帰ろう、とはならないだろ。

　デートもできて、なお美お味いしいじゃない！

「だから、秘密結社ってのはやつの作り話で間ま違ちがいなさそうだ」

　あかりちゃんの顔がみるみる曇くもってゆく。

　あぁ、そんな悲しそうな顔をして……ない!?

　この顔は……真しん剣けんに何かを考えている顔！

「記き憶おくを消された……」

　ちょ！

「そうね。秘密結社の情報を外部に洩もらそうとすれば、追っ手が掛かかるのは当然よね。殺されなかっただけ、良かったと考えるべきか……」

　何を真剣に考えているんだお前はっ!!

　戻もどって来い！　そこはテレビの中だ！

「呆あきれてるけど、相手が秘密結社なら警けい戒かいしてしすぎることはないよ！　何があるか分からないんだから！」

　あかりちゃんはこの日、テレビの中から出てきてくれなかった。

　そして、俺おれはいもしない作り話の得意な友人に事実関係を確認するという使命を預かった。

　これからの方策をほとんど一人ひとりで考え、組み立てたあかりちゃんは最後に、真ま面じ目めな顔で俺に質問した。

「対策班特務作戦一号、で良いかしら。作戦名」

　俺は疲れ果てて、頷うなずいた。

「……良いね」

　俺の秘密結社話をごまかして終わらせよう特務作戦一号は、ものの見事に失敗した。




　　　　　◆




　生徒会室で仕事をしていると、不意に携けい帯たいが震ふるえた。

　純じゆん遊ゆう会かいの会員からのメーリングリストだった。

　風紀委員と将しよう棋ぎ部ぶが部室の前で揉もめている、という内容だ。

　純遊会の面々は新設された風紀委員会を警けい戒かいしている。風紀委員に動きがあるとすぐに情報が飛び交う。

　俺は携帯をしまって席を立った。

「急用ができました。ちょっと外はずします」

　あかりちゃんが何か言いたげだったが、言葉を待たずに生徒会室を出た。




　将しよう棋ぎ部ぶの部室は一階。普ふ段だん賑にぎやかな場所ではないが放課後の今は部活動中の生徒が資材を取りに来たり、部室内で会合をしていたりと、人通りはそこそこある。

　その一角に人だかりができていた。

「やましいことがないのなら中を見せて疑いを晴らすべきだ。違ちがうか」

　人だかりの中心からした声は、稲いな沢ざわだった。

「何でンなことしなきゃなんねぇんだよ！　何もねえっつってんだろうが！」

「ならば我々が見ても問題あるまい」

「我々だぁ？　気取ってんじゃねえぞ？　お前の命令に従う筋合いがねえっつってんだ。わかれよ！」

　ああ、本当だ。揉もめに揉めている。

　事情が分からず背伸びして覗のぞくと、金きん髪ぱつに身体からだ中チェーンだらけの男子生徒が将棋部部室のドアを背に守るように立ち、その周りを稲沢含め風紀委員がずらりと取り囲んでいた。

　彼が部員なんだろうか。将棋をしそうには思えない。もっと、バイクに乗ったり火か炎えん放射器を構えたり……。

　いやいや、外見から判断しすぎだ。実は攻こう撃げき的てきな棋風の振ふり飛び車しや使いかもしれないじゃないか。

「冷蔵庫とかストーブとか持ち込こんで溜たまり場にしてるって通報があったんだって。電気泥どろ棒ぼうだろ」

「将棋部ってアレでしょ？　部長が苛いじめられて、嫌いやって言えないで良いように使われてるんでしょ？」

「この前校門に止めてあったバイク、あいつらのだってさ」

「うっわ、サイアクだな」

　あちらこちらで囁ささやかれる噂うわさで、事情は大体分かった。

　俺おれの印象完全に合ってたじゃねぇか。バイク乗ってるし。

　ちょっとは外見での判断を裏切って欲しかった。

「確かに、我々に踏ふみ込む権限はない。だが、それと貴君の曲がった行いが許されることとは関係ない！　生徒手帳は持ち歩いているか」

「はぁ？　寝ねぼけてんのか？」

「久ひさ倉くら憲章は暗唱しているか」

「るせえんだよ、手て前めえらは自分たちだけで良い子ちゃんごっこしてろ。俺らに迷めい惑わく掛かけんじゃねえ」

「貴君は自分の胸むねのうちに正義を問い掛けたことはあるか」

「はっ！　正義!?　今お前正義っつったか!?　ぎゃははははは！　超ちよう人じんライダーごっこかよ」

「…………」

　稲いな沢ざわの背中に、静かな怒いかりが立ち上るのが見えるような気がした。

「踏ふみ込こんじゃえばいいんじゃないの？」

「やれ！　やっちまえ！」

「今まで風紀がいなかったからああいうのがはびこったんだろ？」

「いるだけで怖こわかったもんねー。風紀の人たちがんばれー」

「だよな。迷めい惑わくなやつらだったもんな」

　騒さわぎを見守っていた人たちがにわかに騒がしくなる。

　胸むな騒さわぎがした。

　たしかにあの部員は社会のクズの一種なのかもしれない。欲求のままに生き、皆みなに迷惑を振ふり撒まいている、ここにいないほうが全体の益になる人間だろう。

　それは分かるし、それでも人は生きている！　皆仲良し！　なんてことを思う人情も、さほど持ち合わせていないつもりだった。

　だが……。

　何か、気持ち悪い。

　これは何だ？　なぜみんな、踏み込めと言うんだ？

　踏み込んだらダメだろう！

　どんな理由があったとしても、彼らの自由を無視して踏み込んだら、それは暴力と同じだ。

　そんなの、あかりちゃんは絶対に望まない！

「……風紀委員会は生徒の総意を受けて、生徒会の代理として職務を遂すい行こうする機関だ。貴君の言うとおり、踏み込む権限はない」

「え？」

　稲沢は、それだけ言って部員に背を向けた。

「え、なんだよそれ」

「なんで!?　何であれほっとくの？」

「おい、風紀委員、そこは頑がん張ばれよ！」

　生徒たちは口々に不満を言う。だが、委員長の稲沢に続いて風紀委員たちは皆背を向け、人だかりを割って出てくる。

「…………」

　俺おれは、それを感心と共に見送った。

　正しさにうるさいやつだと思っていた。

　だが、今、俺は稲沢を心の底から格好良いと思っている。

「…………」

　稲沢は、真まっ直すぐ前を見み据すえたまま、涙なみだを流していた。

「私は生徒会にこのことを知らせてから行く。皆は戻っていてくれ」

「「はい！」」

　稲いな沢ざわは委員たちにそう言うと、階段を上り始める。

　俺おれは、一人ひとりで上っていく稲沢の背中に続いた。

「稲沢。見てたよ」

「会あい津づか……」

　階段を上がりながら声を掛かけると、稲沢はこちらを見ずに言った。

　涙なみだを見てはいけない気がして、隣となりには行けなかった。一歩後ろを歩く。

[image: ]

「……何もできなかった」

「ああ」

「悔くやしいな。……正しい道がそこにあるのに、その道を歩けない」

「いや、お前は正しかったよ」

　誰だれもが、踏ふみ込こむことを期待していた。

　自分の信念に従って他た人にんの期待に背そむくことをするってのは、勇気の要いることだ。

「違ちがうんだ。会津……、違うんだよ」

　稲沢は、胸むねに手を置いて首を振ふった。

「私は、あの場では踏み込むのが正しいと知っていた」

「いや、しかし」

「決まりは守った！　私は規き範はんに誠せい実じつな風紀委員ではあっただろう。誰だれも私を責めはしない」

「…………」

「しかし、しかしだ。会あい津づ。曲がった行いは、許されてはならないのだ」

　それは強固な主張でありながら、同時に触さわれば砕くだけてしまいそうな、繊せん細さいな心情の吐と露ろに聞こえた。

「列に割り込こむ人間を見て、ゴミを道に放ほうり投げる人間を見て、駅前の路上に駐ちゆう輪りんする人間を見て、君はどう思う？　ずるいとは思わないか？」

「……そりゃ、思うさ」

「そうなのだよ。ずるいとはすなわち、羨うらやましいということだ。正しい者が曲がった者を羨むのだよ」

　羨ましい、か。

　確かに、ずるいことをできる人間は、欲求には素直なんだろうな。

　稲いな沢ざわは、大きく息を吸って、万感の想おもいと共に告げた。

「曲がった行いを一つ許せば、正しい者の心が一つ、それを見て曲がるのだ」

　踊り場に止まった稲沢は、西日を背にしてこちらを振ふり返った。

　逆光を受けた頰ほおの涙なみだが白く輝かがやいた。

「私は正しい者が曲がっていく様を見るのが、身を裂さかれるほど苦しいのだ」

「…………」

　俺は、何も言えなかった。

「会津。私は今日きよう、生徒会長に風紀委員会の権限強化を上申する。賛成してくれるか」

　風紀委員があの将しよう棋ぎ部ぶの部室に立ち入る権限を得るということはつまり、部活動に対して介かい入にゆうする権利を得るということだ。

「すまん、稲沢」

　それは、できない。

　あかりちゃんが風紀委員に望むのは、生徒を暴力で脅おどすような行こう為いじゃないんだ。

　もっと、規範を体現し、校則を破ってしまった生徒の相談に乗り、導いてやるような、そういう役目を求めているんだ。

　あかりちゃんを支持するお前になら、分かるだろう？

「……本当にすまん」

　分かり合えてもなお、対立しなければならないこともある。

　あかりちゃんはそう言った。

　だとすれば、あかりちゃんと稲沢の間にあるこの溝みぞこそ、まさしくそれなのだろう。

「ふっ、君らしい答えだ」

　稲沢は、疲つかれたように笑った。




　風紀委員会の権限強化は、生徒会役員決議で否決された。

　稲いな沢ざわは何も言わず、涙なみだも見せず、感情の見えない真まっ直すぐな目であかりちゃんを見つめ、一礼して出て行った。




　　　　　◆




　三日ほどして、純じゆん遊ゆう会かいの偽ぎ装そうお泊とまり作戦が開始された。

　俺おれはいつもの家路を、初対面のやつと一いつ緒しよに歩いている。

「いいか、俺は彦ひこ根ね潤じゆん一いち郎ろうだ。覚えておけ？　彦根潤一郎だからな？」

　そいつは楽しそうにそう繰くり返す。

「何度も確認しなくても間ま違ちがえないよ」

　彦根を名乗るのは作戦上のもので、こいつの本名は香か取とりという。俺が純遊会に入って最初に声を掛かけてきた黒くろ頭ず巾きんだ。

　顔を合わせるのは初めてだが、緊きん張ちようや気負いはない。

　五ご分ぶ刈がりで目つきの鋭するどい顔立ちはチンピラに見えなくもないが、終始笑っているので怖こわさより親しみが勝る。

　思えばあれだけ親しく喋しやべったのに顔を知らないってのも、珍めずらしいな。

「それより、俺と彦根の関係ぐらいは考えておいた方が良いな」

「無二の親友！」

　香取が親指をびっと立てて言う。

「何でうちの親が息子むすこの親友知らねえんだよ！」

「永遠のライバル！」

「何で泊まりに来るんだよ！」

「ダブルスの相方！」

「俺の部活は何だよ！」

「無二の親友！」

「さっきダメ出したろ！」

　いちいち指を立てて見せる香取は、ひとしきり言うといかにもだるそうな顔をして俺を見た。

「文句ばっかり言うならお前考えろよ」

「……選せん択たく授業で隣となりの席だった」

「地味！」

「…………良いんだよ地味なくらいで」

　こいつ、作戦の成否より格好良さ求めてやがる。

　家の前の角を曲がり、門に手を掛かける。

　会あい津づとある表札をしげしげ眺ながめてから、香か取とりが家を見上げた。

「ここか！　さすがにうちよりでけえな！　さてはお前、お坊ぼつちゃんだな!?」

「そんなでもないと思うけどな……」

　俺が何となく隣となりを見み遣やる。

　隣には、うちの四倍か五倍の敷しき地ちに車三台分のガレージを備えた家が建っている。

　表札は「円えん城じよう」。そして立て看板に「市議会議員円城剛たけし事務所」とある。

「オイ！　対比物がおかしいだろ！　労働者階級の家庭で比べろよ」

　ごもっとも。

　俺はドアを開けて香取を迎むかえ入れる。

「ただいまー」

「お邪じや魔まっしゃーっす」

『殺し合いならまっぴらだ。だが喧けん嘩かなら買ってやる。文句があるならかかって来い！』

『うおおおおおおおおおおおおぉー！』

「？」

　うちのリビングから、暑苦しい青年の叫さけび声が聞こえた。

『どかあああああん!!』

　続いて、爆ばく発はつ音おん。

　俺は別に驚おどろかなかった。

　いつものように母かあさんが超ちよう人じんライダーのＤＶＤを観みてるだけだ。

　だが、初めて来る人は驚くだろうなあ。

　そう思って隣の香取を見る。

「……フレアの劇げき場じよう版ばんだ！」

　驚きどころかこの男、今の台詞せりふでシリーズまで当てやがった……。

「ただいま」

　リビングのドアを開けると、ソファに座っていた人物がこちらを見た。

「優ゆう介すけくんフレアの劇場版見た!?　もっ、すっご……かっこいいよ！　燃えるよ！」

　母さんじゃなかった。

　立ち上がって、いつか生徒会室で見せてくれた超人ライダーフレアの変身時の決めポーズで立つ、白のラフなセーター姿の女の子。

　興こう奮ふんした猫ねこみたいに真ん丸の目を輝かがやかせるあかりちゃん。

　空手に少し似た、びしっと決めたままのポーズで、あかりちゃんの目線が俺から横へ逸それる。

　俺の隣に立つ、香取へ。

「…………ぁっ」

　あかりちゃんの顔が真まっ赤かに染そまった。表情も、姿勢も固定のまま、あかりちゃん硬こう直ちよく。

「あ、おかえり」

　台所から母かあさんがカップを持って現れた。

「コーヒー入れる前に帰ってきてよ。タイミング悪い」

「無茶言うな」

「そっちの彼は？　お友達？」

「えっと、選せん択たく授業で……」

「コーヒー飲める人？　ちょっと分け前が少ないけど……、薄うすいエスプレッソだと思って飲んで。はい」

　母さんが自分のために入れたのだろうカップをそのまま香か取とりに渡わたす。

「あ、ども」

　こういう適当な人なのだ。うちの母は。

　選択授業で隣となり、の説明、スルー。こうまでザルだと作戦の甲か斐いがないなぁ。……いやまぁ、楽で良いんだけどさ。

「良いところだからちょっと待って、あと五分で終わるから」

　母さんはそう言ってテレビに向き直る。

「フレアは平成ライダーで一番の名作っすよね！」

　香取は、テレビに視線を移す。

「あら、ガイオーよりこっち？」

「俺は断然フレアっす！」

「話は良いんだけど演技がねぇ……」

「……やっぱ、そこっすよね」

　香取、一いつ瞬しゆんでうちの母さんと仲良くなりやがった。

　テレビでは、ボロボロの主人公が相方と拳こぶしを合わせた絵をバックにスタッフロールが流れていた。

「生徒会長……さん、ですよね？」

「…………すみません。生徒会長なんてやってます」

　あかりちゃんは自分の失態に燃え尽つきて小さくなっていた。ソファーの背で顔を半分隠かくしたまま浅い息で薄い声を出す。

「フレア劇げき場じよう版ばんの熱さはヤバいっすもんね！　フレアがエクセス殴なぐって『お前はもう復ふく讐しゆう鬼きじゃない！』って言うシーンなんか……もう！」

　香取がぎゅっと拳を握にぎって、歓かん喜きに打ち震ふるえるように伸のびをする。

　あかりちゃんが一瞬迷ってから、ぎゅっと拳を握った。

「い、良いですよね！　あと私は、ぼろぼろにやられたはずのフレアが、子供を助けちゃって困こん惑わくするナイトメアに、けろっと『お前いいやつじゃん』って言うのが、……すごく良くて」

　あ、開き直った。

「ですよねですよね！　その後のナイトメアの登場があれですもんね！」

「あー、あの殺た陣てのアクターの動きはすごかったわ。ナイトメアの中の人。テレビ版のときネットで叩たたかれまくってた人と同じ人なのよあれ。劇場版制作までの一年で成長したのね」

　香か取とりとあかりちゃんの会話に、うちの母かあさんも加わる。

　……何か、疎そ外がい感かん。

　うーん、俺おれもライダー嫌きらいなわけじゃないんだけど、子供向け番組にそこまで入れ込こむほど好きでもないんだよなあ。

　大人が熱中できるくらい良くできた番組だとは思うんだけど。

「あ、すみません私……お客さんがあると知らずにお邪じや魔ましてしまって。もう出ますから。あの、隣となりの円えん城じようと申します。ご存知でしょうけど、改めて」

　あかりちゃんの挨あい拶さつに、香取は首を振ふる。

「いえいえお気き遣づかいなく！　お邪魔してるのは俺なんで！」

　それから、右手を二度学ランで擦こすると、握あく手しゆの手を出した。

「香取です。よろしく！」

「あ、はい」

　あかりちゃんがその手を握にぎる。

　俺は手を振り上げ、香取の頭に手刀を落とした。

「いでっ！　何をする！」

「お前は彦ひこ根ねだ！　大おお馬ば鹿か者もの！」

　こいつ、任務を忘れていやがった。




　そんなトラブルもあったが、本命は織お田ださんの方だというのもあったし、うちの母さんがああいう細かいことを気にしない人間だというのもあって、作戦自体は何の問題もなく済んだ。

　母さんが彦根の家に電話して、しばらく話し込んで笑っていた。ちょっとハラハラしたが、疑われた様子はなかった。……ライダーの話が出ていたら、やばかったかもしれない。

　あかりちゃんが帰ってから、俺と香取は俺の部屋で過ごしていた。

「あー、くそー、生徒会長めちゃくちゃ可か愛わいいな！」

　香取は、俺の部屋の床ゆかに寝ねころんで携けい帯たいを開きながらそう叫さけんだ。

　その叫びには、全面的に同意する。

「いーなーちくしょ！　学校ではあんなに完かん璧ぺきで、その上かなりの美人で、でもライダー好き……。あの反応、可愛かったなあ！　え、ちょくちょく来るの？」

「母さんがああいう人だから、たまに超ちよう人じんライダー観みに来ることもある。たまにな」

　人が何かに熱中してる姿は、微ほほ笑えましい。あかりちゃんがライダー観みてる光景は嫌きらいじゃない。あかりちゃんにライダーを勧すすめた母かあさんは正しい。

　……けど、あかりちゃんがそのことを学校の誰だれにも知られたくないと思っているのは紛まぎれもなく確かなことだ。俺おれの失態で香か取とりにこの事実が洩もれてしまったのは、痛つう恨こん事じと言わざるを得ない。くそ、香取め！

「……俺、次の会合でプレゼンターに立候補しようかな」

「え？」

　香取は、呟つぶやくとメールを打ち始めた。

　プレゼンターに立候補する。

　つまり、恋れん愛あい相談をする、ということだ。

　誰だれとの？

　それは、あかりちゃんとの、ということか？

「止やめといたら」

「あ？」

　寝ね転ころがって携けい帯たいを叩たたいていた香取が頭だけこちらへ向ける。

「茨いばらの道だ」

「……高たか嶺ねの花ってか？」

　香取があざ笑うように口の端はしをつり上げた。

「まあそうだよな。隣となり、市議会議員だっけ？　議員令れい嬢じようで？　しかも生徒会長。そりゃ俺とは釣つり合わねえ」

「…………」

　そういうことではない。

「でもな、だから止めろってんだったら、お前に純じゆん遊ゆう会かいにいる資格はないよ。会あい津づ。誓ちかいを忘れたか？　あらゆる恋こいを応おう援えんする、ってな」

「そうじゃない！　相手が悪いって言ってるんだ。香取こそ忘れたのか。相手は不純異性交遊禁止の校則を守らせようとする生徒会の長なんだぞ」

「まあ、一ひと筋すじ縄なわじゃ行かないよな」

　香取はまた携帯に向かう。

　書いているのは、プレゼンターの立候補。どうやら本気らしい。

「なあ、会津。恋ってのは足し算引き算じゃねえんだ。勝算があるからゴー？　リスクとリターン？　メリットとデメリット？　そんなもんは最初から捨てちまえ。いつだって問題は……ここだけだ」

　香取が親指で自分の胸むねを指し、横目で俺を見た。

「…………」

　なあ、香か取とり。

　そんな風に言えるのは、お前があかりちゃんのことを、今日きよう会ってちょっと良いなと思っただけだからだよ。

　俺おれは、あかりちゃんに嫌きらわれたくないんだ。

　あかりちゃんに嫌われたら、きっと自分を八つ裂ざきにして日に本ほん海かい溝こうに沈しずめてしまいたくなるんだ。

　そんな俺には、もう勝算とリスクを考える他ほかに、手立てがないんだよ。
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「恋こいは尊とうといか！」

「「ラヴ!!」」

「恋は美しいか！」

「「ラヴ!!」」

「恋を応おう援えんしたいか！」

「「ラヴ!!」」

「──総すべての恋に祝しゆく福ふくを！」

「「──総ての恋に祝福を!!」」

「ここに、純じゆん遊ゆう会かい会合の開会を宣言する！」

　純遊会の会合が始まる。

「はい、プレゼンターを務めさせていただきます」

　指示棒を持ってスクリーンの前に立った黒くろ頭ず巾きんは、香か取とりの声だった。

「まずは、これをご覧らんください。香取という生徒は、この生徒に恋をしました」

　スクリーンに表示された顔を見て、全員が息を吞のむ。

　当たり前だ。そこに映っていたのは、生徒会長たる円えん城じようあかりちゃんなのだから。

「皆みなさん皆さん。皆さんの言いたいことは分かるつもりです。単身で本丸に切り込むつもりか。馬ば鹿かなのか。と。……ですが、これだけは言っておきましょう」

　香取は会場を見回して、それから息をついて、叫さけんだ。

「恋こいとは突とつ撃げきです！」

　馬鹿だ。

　こいつは、すごい馬鹿だ。

　誰だれかが失笑するだろうと思って見回したが、誰も笑わなかった。

　馬鹿馬鹿しすぎて、啞あ然ぜんとしたのだろう。そうに違ちがいない。

　俺が言わずとも、誰かが言うだろう。「おいおい、そんなことできるわけがないだろう」と。

　一人ひとりが手を上げる。

「告白はしたの？　二人ふたりはどのくらい親しいの？」

　……あれ？

　ま、まあそうか。まずは状じよう況きよう判断。それは確かに冷静だ。

「ほとんど初対面で、告白もまだです。当然ながら香取は円城生徒会長を知っているが、会長は香取のことを彦ひこ根ねだと思っている始末！」

「ぶふっ！」

　事情を察したらしい一人が吹ふいた。本物の彦根かもしれない。

　いやまぁ、吹かざるを得ないよこれは。

　本人が大おお真ま面じ目めだから余計に面おも白しろい。

「だが、香か取とりは諦あきらめない。何とかして会長に思いを告げ、デートに誘さそいたい。そう思っている」

　さて、ここで失笑……。

「頑がん張ばれ！」

「負けるなよ！」

　かと思いきや、拍はく手しゆと激げき励れいの歓かん待たいムード。

　……あれ？

　一人ひとりが手を上げる。

　それに引き続いて、いろいろな意見が出た。

「会長だって、高校の外での恋れん愛あいに口を出すつもりはないと思うの。何とか校外で会って、思いを伝えればそれでいいんじゃないかな？」

「いや、いきなり告白されても困るし……、もうちょっと親しん密みつになってから」

「親しくもない人間をデートに連れ出すには考えが要いるだろ」

「まずは何なに気げない会話を重ねるところから」

　何でだ？　何で皆みなこんなに乗り気なんだ？

　そして、さらに一人が手を上げて言う。

「その初対面のときに盛り上がった話とか、そういうのはないんですか？」

　香取が、逆転の得意な弁護士みたいなポーズで発言者を指差した。

「そう、それですよ！　素す晴ばらしい……」

　香取がスライドを次へ移すと、スクリーンには超ちよう人じんライダーのヒーローショー公式ページが映し出された。

「かの円えん城じようあかり嬢じようは、香取と同じく無類のライダー好きと判明しています。そこで、初デートにこの……」

　頭に血が上った。

　暗いはずの部屋が妙みように緑に染そまった。

　その瞬しゆん間かん、俺おれは明確に真実を理解した。

　香取は馬ば鹿かだ。排はい除じよすべき、論破するべき馬鹿だ。

　今すぐ誰だれかが、こいつの思い上がった戯たわ言ごとを止めなければならない。誰も言わないのなら、俺が言わねば！

　机を叩たたいて立ち上がる。ドンという音に皆がこちらを振ふり向いた。香取も何も言えずに俺を見る。

「いい加減にしろ！　自分がどれだけ馬鹿なことをやってるのか分かってるのか！」

　香取は、俺の突とつ然ぜんの発言に固まった。

　良い気味だ。まるで自分が責められることなど考えていなかったみたいな棒立ちだ。

「香取！　お前が会長のことをまるで考えていないのは明々白々だ！」

　言葉は、まるで十五年間毎日言い続けたみたいにすらすら出てきた。

　俺おれの中の正義の怒いかりがそうさせる。ただ思いのまま、目の前の馬ば鹿かがいかに馬鹿であるか思い知らせれば良い。

「そんな思い上がった考えで良い気になってプレゼンを続ける気なら俺が思い知らせてやる！　お前は少しばかり分かった気になっているだけで、あかりちゃんのことを一つも分かっていない。ライダーを観みている姿が可か愛わいかった？　当たり前だろう。完かん璧ぺきと思っていた人間の弱い面が見えたんだから！」

　会場の全すべての人間が俺を見ていた。

　怒りは極点を通り越こえると全能感と愉ゆ悦えつに変わる。

「良いか？　お前のその感情は恋こいじゃない。欲だ。欲望だ！　全てが完璧な人間の弱点を見つけた。そこから切り込こめば労せずしてあかりちゃんの存在が自分の物になる。そう思っているんだろう。どうだ！　違ちがうか？　違うなら言ってみろ！　お前は彼女のどこに惚ほれたのか！　言えるものか。お前はあかりちゃんを知りもしないんだか──」

　だから、俺がそこで言葉を詰つまらせたのは、言うべきことがなかったからではない。一いつ瞬しゆんで俺の前に来た村むら崎さき先せん輩ぱいが俺の口に腕うでをねじ込んだからだ。

　白い頭ず巾きんの奥おくの目は、燃え盛さかる俺の正義の怒りですら一瞬に凍とう結けつさせるほど冷たかった。

「話はあとで聞いてやる。出て行け。頭を冷やして来い」

　俺はそのまま情けなくも引きずられ、村崎先輩にドアの外へ押おし出された。頭巾も取られて戻もどることもできなくされた上で。

　まるで、戦おうと先せん陣じんを切ったら真後ろの味方から刺さされたような気分だった。

「え？」

　俺が状じよう況きようを把は握あくしたときには、すでに薄うす暗ぐらい廊ろう下かに一人ひとりで呆ぼう然ぜんとしていた。
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　会合に戻るわけにもいかず、かといって帰る気にもなれなかった俺は、旧校舎の奥、ロッカーが墓石のように立つデッドスペースに座り込んでいた。

　さしずめここは、学校の備品の墓場だ。俺のような人間がいるに相応ふさわしい哀あい愁しゆうと埃ほこりだけが積み重なる場所だ。

「あ、ここにいましたか」

　ロッカーの墓標の陰かげから、サイドテールが跳はねた。

　うさねだった。

「……なんだよ。負け犬を笑いに来たか？」

　俺の気分は、孤こ独どくな墓守だった。ここはウサギが迷い込んで良い場所じゃない。

　うさねは、慌あわてて笑みを引っ込こめた。

「…………そんな、こと、ないです」

　怯おびえた声でそう言う。

「むぐ……」

　……やっちまった。

　自分の惨みじめさに浸ひたってサイテーな発言をした自覚が巡めぐり、顔がかーっと熱くなった。

「……気になってふけて来ちゃったんですけど、一人ひとりの方が良かったです、よね？　すみません。戻もどりますね」

「あ、待って、ごめん。いきなりごめん」

　正直、そこまで腰こしの低い対応をされると思わなかった。

　俺おれに怒おこるか呆あきれるかしてどっか行くかと思ったのに。

「隣となり、良いですか？」

「ど、どうぞどうぞ。汚きたないところですが」

　汚いのは俺のせいじゃないが、俺も焦あせりと恥はずかしさでわけ分からなくなっている。

　うさねは少しだけ寂さびしそうに笑って、それからひざを抱かかえて俺のすぐ隣に座った。

　座ると子供みたいに小さかった。

　腕うでが触ふれると小動物みたいに温あたたかかった。

「少し……、分かる気がします」

「え？」

　うさねは、そっと首を上げて、横目で俺を見る。

「先せん輩ぱいの気持ち」

「……ええ？　俺、自分で分かんねぇのに」

　あれから冷静になってみて、間ま違ちがっているのが自分だというのは分かった。香か取とりは悪くない。

　悪いのはただ、理り不ふ尽じんに突つっかかった俺だ。

　……だが、しかし、どうしてそんな理不尽にぶち切れたのやら。そこが自分で皆かい目もく分からない。

「くすっ」

　うさねは自分の腕に顔を埋うずめた。

　顔が見えなくても俺のわき腹に触れるうさねの肩かたが震ふるえて、笑っているのが分かった。

「……んだよ。そんなに笑うなよ。馬ば鹿かなことで切れた自覚はあるんだ。……あー、もう！　香取にも謝あやまんなきゃ駄だ目めだよなあ」

　そればっかりは本当に気が重い。

「もう、これに怒って絶交とかしてくれないかな。謝る手間が省けて良い……」

　俺が独ひとり言ごとを言っている最中も、うさねは笑い続けていた。

「……うさね？」

「駄だ目め……、ごめ、なさ……、ぐすっ」

　違ちがった。

　うさねの肩かたの震ふるえは、笑いじゃなかった。

　泣ないている。

「お、おい。どうしたんだ？」

「やだ……、ごめんなさい……、今、止めます、からっ、ぐすっ……。う、うああああん」

　止まってないぞ。

　むしろ決けつ壊かいしてる。

　そう泣かれると、俺おれはあわあわする他ほかに手立てがない。俺だけじゃないと思う。世の高校生はおそらくほとんど涙なみだに対して無防備だ。

「……っ!?」

　うさねが身体からだをこちらに傾かたむけ、俺に体重を預けた。

　びっくりして背筋を伸のばしてしまった。

「すみません。ごめんなさい。……っく、様子、見に来たのに、こんな……、これじゃどっちが慰なぐさめてるんだか」

「うあ、う、うん。まあ、その、良いよ。泣きたいとき、あっ、あるもんな。泣けば良いよ」

　あわあわした挙あげ句く、この返答だよ。

　何このテンプレート感。何この一いつ般ぱん論ろん。しかも酷ひどい嚙かみ方。

　せめてもうちょっと気の利きいたこと言えよ。

「う、うああああああああああああん。あああああん……」

　悪化した。

　俺に寄りかかる体重の比率が大きくなった。

　え、何これ。失敗？　成功？　俺良いこと言った？　それとも不ま味ずかった？

　俺は寄り添そううさねをどうすることもできず、ただ彼女が泣き止やむのを待つ羽目になった。

　何か考え事をしていたはずだったのに、全すべてはうさねの声に吹ふき飛ばされ、ただうさねが何で泣いているのかだけしか気にならなくなっていた。

「ごめんなさい、少し……、落ち着きました。恥はずかしいとこ見せちゃった」

「まあ、俺も思いっきり皆みなの前で恥ずかしかったからな」

「あはは、おあいこで良いですか」

「ああ」

「…………やっぱ先せん輩ぱいは優やさしいなあ」

　褒ほめられた。

　褒められたんだが、そう言いながらうさねの目にはまた涙が溜たまっていく。

　と、とりあえず俺おれのせいで泣ないてるわけじゃないっぽい？　か？

　ほっと一安心だ。

「なんか、いろいろ分かっちゃったんですよ」

「え？」

「……先せん輩ぱいのこと」

「俺？」

「はい」

　うさねは、涙なみだの溜たまった目で少しだけ微ほほ笑えんで、両手をひざの前で組む。

「一人ひとりの人をずっと想おもい続けて、でも、想いを告げられないんです」

　背筋が震ふるえた。

「……う、鋭するどいね」

「その人、生徒会長でしょう？　当たりました？」

「…………うん」

　驚おどろいた。

　誰だれにも言っていない。親や友達にすら。

　村むら崎さき先せん輩ぱいにも、言えなかった、言わなかったことだ。

「失しつ恋れん、したんです」

「え!?　まだしてないよ！」

　ぽつりと言ったうさねの言葉は聞き流せなかった。

　俺の想いは、そりゃ校則と女子大に挟はばまれて袋ふくろ小こう路じかもしれないが、まだ諦あきらめたわけじゃない。

「違ちがいますよ。先輩。私の方です」

「え？」

　うさねがあごを上げて、上うわ目め遣づかいで俺を見る。潤うるんだ目で寂さびしそうに笑ううさねは妙みように艶つやめいていた。こんな表情をする子だったのか、といまさら驚かされる。

「私も、ずっと一人の人を見て来たんです。この高校に入ったのも、あの結社を作ってもらったのもそのためでした」

「そっか……、うさねも俺と一いつ緒しよか」

「だけどその人、好きな人がいました。つい最近、分かったんですけどね」

「そっか」

　それで、そんなに泣いていたのか。

　だから俺の気持ちが分かっちゃったわけか。

　うさねも、誰にだか知らないが俺と同じような想いを抱いだいていたってことだ。

「だけど、その人もまだ付き合ってるってわけじゃないんだろ？　だったら……」

　だったら、まだチャンスはある。

　……もし、あかりちゃんに好きな人がいたって。

　…………いたら。

　いたら、俺おれはきっと。

「駄だ目めか。怖こわいよな」

　うさねの気持ちは、痛いたいほど分かった。

「無理に告白して嫌きらわれるより、二人ふたりの仲を応おう援えんしたくなっちゃうか」

「う、うぅ……、ぐすっ、うあああああああああん」

　うさねがまた泣なき出した。

　想像するだに痛い話だった。

　俺は、もううさねが泣いてもあわあわしなかった。涙なみだの理由は分かったのだ。

　うさねは俺の、一つの未来だった。

「そっか。うさねはその道を選ぶのか……。うん、俺も多分、そうなったら一いつ緒しよの道を選ぶと思う」

「ううう……、せんぱいぃ……、うああああっ、けほ、けほっ」

　俺はうさねの背中をとんとん叩たたいた。

「いいさ。泣けば良いさ。泣いて、その人とは何事もなかったように今までどおりの付き合いをすれば良いさ。それでも結構幸せだもんな。俺も知ってるんだ、その気持ちは」

　泣き続けるうさねの小さい背中を抱だいたまま、俺はロッカーの墓場でぼんやり天井を見つめていた。

　まるでうさねが俺のために泣いてくれているような、不思議な一体感に包まれていた。

　気持ち良かった。

　こんなに自分勝手な気持ちを共有してくれる人間がいるとは思わなかった。

　こんな気持ちを抱いだいているのは自分しかいないと思っていた。

「……ああ、そっか」

　なんだか、唐とう突とつに分かってしまった。

　俺が香か取とりに苛いら立だった理由。

　それはあまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かしくて自分勝手で、でも、俺の気持ちだった。

「なんだかさあ、恋こいなんて、不純で身勝手なもんだね」

「ふふっ。なんか、面おも白しろそうな話ですね」

　泣き止やんだうさねが、俺に寄りかかったまま言った。

　俺の手も、うさねの肩かたに乗ったままだった。

「んー、いや、さっきの話さ。俺はただ香取が、会長のライダー好きを皆みなにバラしたのが気に入らなかっただけなんだよね。せっかく俺しか知らなかった萌もえポイントをバラすんじゃねえ、って。……すごい身勝手だよね」

「あはは、ホントですね」

　うさねが笑ってくれるのが、嬉うれしかった。

「ライダー好きのあかりちゃんは可か愛わいいけど、だから好きになったわけじゃない。突とつ然ぜん横からしゃしゃり出てきて、ライダー好きなんて付け込こみやすいところで好きになったやつに勝手されるのが嫌いやだった」

「分かります分かります！　美お味いしいとこ取られちゃう気がするんですよね」

　うさねが顔を上げて俺おれを見る。

　涙なみだはまだ乾いてなかったけれど、笑顔はちゃんと笑顔だった。

「私も勝手なんですよ。聞いちゃいますか？」

「ああ、言っちゃえ言っちゃえ」

　うさねの手が、肩かたに置いた俺の手に重ねられた。

「……ずっと、こうしてたいです」

「え？」

　想定外の言葉で、びっくりした。

　けれど、それほど不思議でもなかった。

「なんだ、そんなんで良いならいつまででもどうぞ」

「…………」

　うさねは黙だまったまま、少しだけ俺の手を強く握にぎった。

「なんか、俺も不思議な気持ちだ。言わないで頑がん張ばらなきゃいけなかったこと、自覚したら泣なきたくなること、いろいろなことが分かって、なのにちっとも辛つらくないんだよな」

　気持ちを分かってくれる人間がいることの頼たのもしさみたいなものを感じている。

　きっと、うさねもそう思ってくれているだろうことも伝わってくる。

「なんか、悪くないよな」

「ふふっ」

　俺が呟つぶやいた言葉に、うさねが笑った。

　うさねの肩にあった手がどけられて、うさねが跳はねるみたいに立ち上がる。

「あーっ！　駄だ目めですね私は。ずるくなり切れません。耐たえられないや。あははっ！」

　脇わきにあった温あたたかいものがなくなって、寒いような心細いような感覚が代わりに流れ込んできた。

　うさねはへこんだり扉とびらが外はずれたりしているロッカーを背にして、大きく息を吸う。

「会あい津づ先せん輩ぱい。私……」

　うさねはしばらく言い淀よどんで、指を組み替かえたり天井を見たりした。

「す……」

「す？」

「す…………、す……、すっ！」
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「す、何？」

　まるで注射を我が慢まんするみたいな悲ひ痛つうな息をついて、うさねはうなだれた。

　それから顔を起こして笑う。

「じゃんけんしましょうよ」

「え？　何、何があるの？」

「負けたら言います。勝ったら黙だまってます。じゃーんけーん……」

　わけが分からずとも日本人の性さがで、その掛かけ声ごえを掛けられると出してしまう。

　俺おれは、パー。

　うさねは、チョキ。

「……あ、勝っちゃった」

　うさねは悲しそうにそう言って、諦あきらめたようにため息をついた。

「おーい、何なのこれ。何の儀ぎ式しき？」

「ちょっとした乙おと女め儀式です。気にしませんように」

「……無茶言うなよ。何を言う気だったんだよ。気になるよ」

「それより先せん輩ぱい。甘あまいもの食べに行きませんか？　駅前のクレープ屋さんとか。付き合ってもらっちゃったから、おごりますよ？」

　それっきり、変な態度のうさねは消え去った。

「おごりはいいよ。って言うか、副会長が買い食いしてたら不ま味ずいって」

「あははっ、だから、秘ひ密みつでですよ。私と先せん輩ぱい、二人ふたりだけの秘密です。失しつ恋れん記念ってことで、お願いしますよ！」

「…………」

　校則違い反はん、ではない。そんな校則はない。でも、あかりちゃんならやめようと言うと思う。

「ま、いまさら買い食いくらい良いか」

　自分を律りつすることのできる俺おれなら、最初から純じゆん遊ゆう会かいなどに入ってはいなかった。

「バレなきゃ良いんですよ！　バレなきゃ」

　なんだかうさねは、化けの皮が剝はがれたみたいに奔ほん放ぽうだった。
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　うさねとクレープ屋に入ったところで、携けい帯たいが震ふるえた。

　あかりちゃんからの電話だった。

『まだ学校にいますか？』

　第一声が敬けい語ごだった。とくれば、高校の用事だろう。

「もう出てしまいました。何かありましたか？」

　あかりちゃんは、大したことではないのですが、と前置きして続けた。

『稲いな沢ざわくんから全校生徒投票の要求がありました。署名も集めた、正式なものです』

「え？　何の投票ですか？」

　俺の顔を見ていたうさねが、表情を硬かたくする。

『生徒会で一度否決した、「校則違反者に対する罰ばつ則そく」と、「風紀委員会の校内強制執しつ行こう権けんの付与」です。これが通れば、風紀委員会が校則違反の生徒を連行できるようになります』

「そんな馬ば鹿かな！」

　驚おどろきが口をついて出た。

『全校生徒投票は、生徒の三分の二が賛成しないと通らないものですから、これでいきなり風紀委員会が校則違反者を捕つかまえて回るようなことにはならないとは思うのですが……』

　あかりちゃんの戸と惑まどいは分かる。対話を続けようと言って握あく手しゆをした稲沢のその行こう為いは、いわば生徒会に対する宣戦布告だ。

　決して筋の通らないことをするやつじゃない。

　……稲沢。何があった？

『とにかく、稲沢くんに生徒会と風紀委員会との話し合いを持ち掛かけてみます。こういうことこそ、よく相談して決めないといけませんし』

「そうですね。俺の方も他ほかの筋から事情を探さぐってみます」

　電話を切って、心配そうにするうさねに搔かい摘つまんで説明した。

「風紀委員長の稲いな沢ざわが、校則違い反はん者しやを問答無用で取り締しまれる法案を全校投票に掛かけたよ」

「……それって、いけないことなんですか？」

　うさねは、おそるおそる聞く。

　無理もない質問だ。稲沢は正しい。決して間ま違ちがっているわけじゃない。

「あかりちゃ……、生徒会長の意見と違うことなんだ。それを会長に相談なしに投票に掛けようとしている」

　校則に罰ばつ則そくを望まないあかりちゃんと、違反者を排はい除じよしたい稲沢の、どうしようもない意見の違い。うさねに分からなかったように、この違いは全校生徒のほとんどには分からないだろう。

「やり方が、乱暴なんですね」

「うん、少しね」

　乱暴というのは、言い得ていると思った。

　乱暴で、筋を外はずしていて、稲沢らしくない。

「ひょっとしてそのお話、報道部が重要なポジションにいます？」

「……え？」

　次の質問は、意外な方向から来た。

　投票ってのは当然、票の取り合いだ。そこにはマスコミの力が大きく関係する。

　うさねの着眼点は、外れているようで案外俺おれよりいい線行っている気もした。

「もちろん、重要だけど……、なんで？」

「…………えっと」

　うさねは鞄かばんを開けて、慌あわてて中を見せないように隠かくした。

「あの、先せん輩ぱいって、人の趣しゆ味みで引いたりします？」

「いんや、大だい丈じよう夫ぶ。何を見ても引かない自信がある」

　答えはすぐに出た。

　同時に、あかりちゃんが最初にライダーにはまったときのことをちょっと思い出した。

　……俺は、何にもはまれない人だった。ゲームとかファッションとか、面おも白しろいのはまぁ、分かる。分かるんだけど、俺はそういう楽しい趣味のどれ一つ取っても、一日中やってることができなかった。

　俺は、総すべての趣味と趣味人を尊そん敬けいする。ライダーは好きでもないが、ライダーにどっぷりはまっているあかりちゃんは、尊敬している。

「……あの、嫌いやだったら即そく言ってください。即全すべて焼しよう却きやく処分して道具も全て破は壊かいしますから！」

「……なんか、そこまで言われると構えるんだけど」

　うさねの剣けん幕まくは、ちょっと怖こわかった。

　うさねは、そこまで予防線を張っておきながら本当に勇気を振ふり絞しぼるようにして手帳から一枚の写真を抜ぬき出した。

「これ、隠かくし撮どりなんですけど」

　……隠し撮り、ね。

　そう言われなければただのピンナップに見えたものを、わざわざ罪の告白をして出してくるのは、俺おれには好感が持てた。

「あれ？　これ……」

「わかりますっ!?」

　写っているのは、稲いな沢ざわと、報道部の部長をやっている藤ふじ本もと先せん輩ぱいだった。二人ふたりとも私服で、背後はどこかの喫きつ茶さ店てんのチェーン店だ。

　悲ひ痛つうな顔で考え事をしているように見える稲沢とは対照的に、藤本先輩は見たことのない楽しげな笑顔で写っていた。服もフェミニンな感じで、およそ生徒会室に取材に現れる凛りんとしたキャリアウーマン藤本先輩と同じ人物とは思えない。

「デートですよね？　デートですよねこれ!?　あの真ま面じ目めなデスクがこんな……うふふ、見たことない顔して男の人と……はぁ、はぁ」

「そ、そうね」

　引かないと言った手前、無難な返事しかできなかった。

「写真があるっていうのは言わないで、デスクに喫茶店にいませんでしたか？　って聞いたらはぐらかされたんですよ。じゃあ、デートじゃなくって、スパイとかが色いろ仕じ掛かけで政府の偉えらい人とかに迫せまる感じのですかね……、うふふ、デスクが……こんな秘ひ密みつ」

「デスク？」

　藤本先輩のことだとは思ったが、引っかかった。

「あ、うちの藤本部長のことです」

「うち？」

　俺が二度首をかしげると、うさねははっとして自分のおでこを叩たたいた。ぺしっ。良い音がした。

「すみません。言ってませんでした。私、これなんです」

　うさねが鞄かばんの中を見せる。そこには、ＰＲＥＳＳの文字の入った青い腕わん章しようが入っていた。

「報道部、だったのか」

「……そうなんです。すみません、黙だまってて」

「あ、いや、俺も聞かなかったし」

　そっか。そりゃ自分のとこの部長が珍めずらしいやつと一いつ緒しよにいたら、気になるよな。

　……いや、まあ、趣しゆ味みを兼かねているのは見てて良く分かるけど、それにしてもな。

「そういうわけで、稲沢さんがどういう人なのか、ちょっと気になってたんです」

　藤本部長は、うさねの言うとおり真面目な人だ。稲沢も、色いろ恋こいにうつつを抜かす姿が露つゆとも想像できない。

「マスコミによる投票の誘ゆう導どうか」

　俺おれが呟つぶやくと、うさねが真しん剣けんな顔で頷うなずいた。

「それも色いろ仕じ掛かけで」

「稲いな沢ざわに限ってそれはない」

「……えぇー」

　うさねが不満そうな顔をした。

　投票に関して生徒の意見を誘導する必要があるのは、稲沢の側だ。やつに色仕掛けをする意志はないだろうし、そんなスキルもない。そもそも思いつきすらしないだろう。

　うさねは、少し考えてから、おずおずと発言した。

「これは、稲沢先せん輩ぱいのことを調べてて剣けん道どう部ぶの知り合いに聞いた話なんですけど……」

　うさねが、語りだす。




　いつもなら剣道部の練習で騒さわがしい剣道場は、静かだった。

　剣道部は三年生の引退こそまだだが、運営は二年生がやっている。稲沢は部長として練習を取りまとめていた。

　稲沢の運営は練習こそ平均的な高校の部活レベルだったが、礼れい儀ぎや練習態度に関しては顧こ問もん以上に厳しかった。そして、それに反発し、従わない部員もいた。

　三年生の岡おか野のもその一人ひとりだった。そして、彼は稲沢よりずっと剣道が強かった。

「俺言わなかったっけ？　弱いやつに口を出す資格はないって」

　稲沢が再三言っても聞かない岡野は、だるそうに床にべたりと腰こしを下ろす。

「ですから、こうしてお手合わせをお願いしたのです」

　それを真正面に見る稲沢は、微び動どうだにしない正座で相対する。

　練習の時間であり、彼らは二人ふたりとも胴どう着ぎをつけている。彼らをぐるりと囲んで見守る部員たちも胴着姿だ。

「……めんどくせぇ」

　岡野はだるそうに立ち上がると、竹刀しないを取った。

　稲沢も真まっ直すぐに立ち上がり、竹刀を左手に携たずさえる。

　稲沢が一礼すると、岡野も一礼した。……瞬しゆん間かん、岡野のまとう空気が変わる。

「あーぁ、大人おとなげねぇ……。本気出しちゃって」

　岡野の同級生が苦笑する。

「はじめ」

　立会い人の号令で、竹刀を構え、二人は面めん越ごしに睨にらみ合う。

「はぁあああああああああああああああああ!!」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　二人ふたりの気合が声となる。

　その次の一息で、稲いな沢ざわが踏ふみ込こんだ。

　二人の試合はもちろんこれが初めてではない。これまで稲沢が岡おか野のを注意するたび、何度も行われてきた。そのことごとくを岡野が取っている。

　稲沢の打ち込みは、とてつもなく素早く、とてつもなく正しい型で、とてつもなく真まっ直すぐだった。それだけで、たいていの相手を退けた。

　だが岡野には通じなかった。軽々と読まれ受けられ、岡野のまとわりつくようなフェイントに振ふり回されて判定で負ける。それが稲沢が勝てない理由だった。

　た、たーん！　と竹刀しないの音がした。

「っ!!」

　息を吞のんだのは、岡野だった。それも、打ち込まれた後に。

　正しく振り下ろされるはずだった竹刀は、直前で軌き道どうを変えた。手首だけでひねるような、全まつたく正しくないフェイントだった。

　岡野どころか、誰だれもが読み切れない太た刀ち筋すじだった。

「お……まえ」

　稲沢の竹刀は、したたかに岡野の面を打ち、軽やかに跳はねていた。

「勝負あり！」

　立会い人の声が、静まり返った剣けん道どう場じように響ひびいた。

　稲沢は、二歩下がって膝ひざをつく。蹲そん踞きよの姿勢で一礼した。

　岡野は、動けなかった。

　予想していなかったから反応できなかった、というのならまだ救いがあった。だが、稲沢の常軌を逸いつした速度で振り下ろされる邪じや道どうの打ち込みは、岡野の全すべての能力を凌りよう駕がしていた。

「……ぐっ」

　岡野は、その場で崩くずれ落ちるように座った。

「岡野先せん輩ぱい」

　稲沢が声を掛かける。岡野は返答できずに、ただ面めん越ごしに稲沢を見み遣やるばかりだった。

　弱いやつに口を出す資格はない。その言葉がわが身に跳ね返ってくる瞬しゆん間かんだった。

　だが、稲沢からは岡野の練習態度を責めるどんな言葉も出てこなかった。

　代わりに稲沢は、もう一度深く一礼した。

「大切なことを教えていただきました」




「稲沢が、邪道な剣を……？」

　我知らず、声が出ていた。

　稲沢は、何を感じたのだろう。

　嫌いやな予感がした。

　邪じや道どうのフェイントを使って見せた稲いな沢ざわには、敵がいなかったのだ。

「それ、藤ふじ本もと先せん輩ぱいと会ってるその写真よりも前の話だろ」

「あ、……はい。ちょうど前日ですね」

「前日……」

　──大切なことを教えていただきました。

　稲沢がそう言った次の日、藤本先輩に会う。そして、その直後にこの生徒会に喧けん嘩かを売るような全校生徒投票。

「……その岡おか野のって人、とんでもなく余計なことを稲沢に教えてくれやがったかもしれない」

　何も起こらなければ良い。取り越こし苦労であってくれれば。

　今の俺おれには、それを祈いのることしかできない。




　　　　　◆




　生徒会の仕事がない、オフの日。

　俺は珍めずらしく村むら崎さき先輩に呼び出しを受けていた。場所は、旧校舎屋上。

　……どこだよ。

　どうやって行けば良いんだよ。

　さ迷った挙あげ句く、ようやく見つけた階段はロープが張ってあって立ち入り禁止にされていた。

「……どんどん不良になっちゃうなぁ」

　俺はため息をつきながら、ロープを越える。

　軋きしむドアを開けると、五月の暑い陽ひが差した。

「っ……。あっちぃ」

　屋上って、何でか地面より暑い気がする。太陽に近いとか非科学的なことを思いたくはないが、不思議だ。

　日が当たって白く輝かがやく屋上に、村崎先輩の影かげがあった。

「あ、せんぱ……」

　声を掛かけようとして止まる。先輩は、電話中だった。

「……素す敵てきだね。ふふ、けれどくすぐったい。私を困らせないでくれ。……うん。もちろん、私もだ」

　誰だれと話しているんだろう。ずいぶん親しげだ。

「……ええ？　言うのは無理だよ。恥はずかしいじゃないか。……うん、仕方ないな。……私も、……す、好きだよ」

　何だこれ！

　村むら崎さき先せん輩ぱいがめちゃめちゃ優やさしい声で好きだ言ってますけど!?

　誰だれ!?　ニセモノ!?

　電話を当てる耳を変えるために、村崎先輩がこちらを向いた。

　眩まぶしそうにうっとり目を細めて笑う村崎先輩がいた。

　誰!?　こんなの村崎先輩じゃない！

「……むぐっ!!　ひと……み、いや、すまない！　来客だ、後で掛かけ直す！」

　慌あわてて電話を切る村崎先輩は、真まっ赤かな顔をしていた。

「……待ち合わせよりずいぶんと早いじゃないか」

「何か、すみません」

　見てはいけないシーンを見てしまった。

　先輩はやりづらそうに頰ほおを搔かきながら目を逸そらすが、やりづらさではこちらもタメを張っている。

「ガラにもないことだとは、まあ自覚している。何とでも思ってくれれば良いよ」

「いやその、良いんじゃないですか？　純情っぽくて」

　言ってから、何のフォローにもなってないなぁと思った。

「あ、ほら、先輩もっとたくさんの人と関係持って、みたいなのかと思ってましたし」

　言い添そえて、それも全然フォローになってないと思った。

「あ、いえ、そういう噂うわさが……」

　このあたりで、これ以上何を言ってもフォローにはならないと気付いた。

「……すみません」

「ははは、良いよ良いよ」

　先輩は、ひらひらと手を振ふった。

「たくさんの人と付き合ってるのは事実だしな」

「そうなんですか……っておい！」

　さっきの純情そうな反応は何!?　詐さ欺ぎ!?　詐欺なの!?

「何人と付き合ってるんです？」

「……何人だろうな」

　把は握あくしてないのかっ！

「ミキヤス、ジョウ、カンジ、ホノカ、シオン、ケンタロウ、ハク、マイヅル、サチ、今のがユウキ……ああ、十人ちょうどだ」

　……おそろしや。

「っていうか、明らかに女の子の名前混ざってるじゃないっすか。え、そっち系の方ですか？」

　なんて言うんだっけ？　バイ？

「うん、告白されると無下にできなくてな。私で良いと言ってくれるなら嬉うれしいことじゃないか、と思ってしまう系の人間だ」

　村むら崎さき先せん輩ぱいは、頰ほおを搔かく。

「今のユウキを含ふくめ皆みなに、私はこういう付き合いをしているっていうのは事前に説明するから、筋は通しているつもりなんだけどな」

「いや、でも……、ちょっとそりゃ不純っていうか……、安売りっていうか……」

　言い掛かけてから、この人には何を言っても無意味かもしれないと思い始めた。

　何せ、合コン部の代表だぞ？

「身体からだ目当てのやつは分かるさ。そういうのは相手にしていない。……これでもプラトニックが信条でね」

　村崎先輩は、少しだけ遠くを眺ながめる。

「陰かげでビッチと呼ばれてることも知ってるよ。でもさ、ひとみ。好きって感情はさ、本当に、どうしようもないんだ。この間の君の大演説一つ見ても分かるようにな」

「大演説？」

　村崎先輩が、こっちを向いて笑った。

「思い上がった考えで良い気になってプレゼンを続ける気なら俺おれが思い知らせてやる！　だったかな」

「……ぐはぁっ！　か、勘かん弁べんしてくださいっ！」

　俺は、恥はずかしさで死にそうになった。

　喉のど元もとを押おさえて制止を乞こう。

　先輩はまた笑って、頷うなずいた。

「そういう反応が出るか。ひとみは立ち直りが早いな。うん、さすがだ」

　先輩は一つ伸のびをする。

「さて、少し話をしようか」

「あの……、俺は何で呼ばれたんですか？」

「うん、その用件がこれから始まるんだが、どうやら少し早かったようだからね」

　先輩は、どこから取り出したのか双そう眼がん鏡きようを目に当て、新校舎の方を見る。

「始まるまで、雑談デートをしようじゃないか」

「……雑談、ですか？」

　と、言われてもなぁ。何を話したものやら。

「まずは、この間の会合の話だ。君がいなくなった後のことをまだ聞いていないだろう？」

「……あんまり思い出したくないですね。そもそも俺、次の会合でどんな顔して入ったら良いのか」

　せっかくの話し合いをめちゃくちゃにしてしまった。

「ああ、そう気にするな。恋こいの話だからな、ハッスルして引っ搔き回してくれるやつは、過去に何人もいた」

「……マジっすか」

　良くやって来れたな、あの団体。

「そうだな、まず香か取とりくんは会員の手引きで校内でデートの招待チケットを渡わたすことになった」

　相談はちゃんとまとまっていたのか。

　俺おれのせいでめちゃくちゃにならなくて良かったという気持ちと、香取は着実にあかりちゃんに近寄っているという落らく胆たんとが胸きよう中ちゆうにマーブル模様を作りやがる。

「その日時と場所は、今日きようこれから、教材室。……ちょうど、あのあたりの窓まどだ」

「へっ!?」

　今日？

　それってつまり、ここからそれを覗のぞけるってことか？

「……まさか、俺を呼んだのは」

「気になるだろう？」

　先せん輩ぱいは、俺に双眼鏡を渡して寄よ越こす。

　なんて悪あく趣しゆ味みな先輩だ！

　俺は村むら崎さき先輩に目いっぱい苦にがい顔をして見せた。

「気になります」

「素す晴ばらしく顔と合ってないコメントだが、気持ちは分かる」

　先輩は、くすくす笑って柵さくに背を預けた。

「用意していた雑談はそれで最後だ。君の方には何か話題はないか？　私はコミュ障なんだ」

　噓うそつけ！　十人と付き合えるコミュニケーション障害があるかっ！

「……どうして、合コン部なんて作ろうと思ったんですか？」

　俺が問うと、先輩は意外そうな顔をしてこっちを見てから、笑った。

「円えん城じようくんと同じ事を聞くんだな」

「いえ……、だって、当然の疑問じゃないですか」

　副会長をやっていた村崎先輩は優ゆう秀しゆうだったと聞く。それなのに……、なんでわざわざそんな変な部を。

　……あれ？

　これ、俺全然人のこと責められないな。

「じゃあ、円城くんにしたのと同じ答えを返そうか」

　村崎先輩は、まじまじと俺を見つめて、言った。

「言えない。理由はあるが、言えない」

　あかりちゃんは、これが裏切りといえば裏切りだと言っていたっけか。

　それから先輩は一つため息をつく。

「雑談というのは、こんなに構えずに話せるもののことじゃないか？」

「……すみません」

　確かに、ちょっと重かったか。

　っていうか俺おれ、コミュ障を自じ称しようする人にコミュニケーションをダメ出しされてる。

「じゃあ、なんでひとみなんですか。俺の名前」

　これなら、多少は軽いだろう。俺も、けっこうどうでも良いし。

　先せん輩ぱいは、一つ深く頷うなずくと、俺を真まっ直すぐ見る。

「理由は二つある。一つは、君が驚おどろくほど本質を見み抜ぬくのが早いことだ」

「……え、そうすか？」

　褒ほめられた。

　褒められるのは悪い気はしないが、この人に褒められると後がありそうで怖こわい。

「信念を持ってことに当たれば当たるほど、本質は見抜けなくなるものだ」

　信念という言葉であかりちゃんを思い出す。

　なるほど。確かにあかりちゃんはたまにアホな見落としをやる。

　それで俺が本質を……ん？

「……って、それじゃ俺が信念ないってことになるじゃないですか！」

「あるのか？」

　そりゃ俺にだって……。

「……ないですね」

「ないだろうな。君には信念がない。なかなかいない稀け有うな人材だよ」

　あれぇ？

　俺って一体……あっ！

　あるぞ、信念。

「俺、でもひと……」

「一つだけあるとすれば恋こいだろう。君は恋に関してのみ酷ひどく疎うとい」

　……りだけ信念を持って尊そん敬けいしている人がいます。

「何か言い掛かけた？」

　村むら崎さき先輩が俺の顔を見る。

「なんでもないでございます」

　何だよ。

　見抜かれてるみたいで面おも白しろくないなぁ。

「…………」

　ふと、俺の本質を見抜く先輩も、信念のない人なのかもな、と思った。

「もう一つの理由は、会あい津づを英語で読んだ」

「へ？」

　先せん輩ぱいはにっこり笑う。

「ＥＹＥＳになるだろ？」

　会あい津づ、アイズ、ひとみ……。うわぁ、ダジャレだ！

「先輩、結局ダジャレが理由ですよね？　さっきの本質云うん々ぬんは今思いついたでしょ」

「すごいな。やはり君の目は本質を見み抜ぬく」

　先輩は悪びれない。決していかなる時も。




　携けい帯たいの時計を確認した先輩が、双そう眼がん鏡きようを構える。

「さすが生徒会長。時間ぴったりだ。真ま面じ目めでよろしい」

「見せてください！」

　俺おれがせがむと、村むら崎さき先輩は双眼鏡を貸してくれた。

　覗のぞき込こむと、そこに拡大された教室が見える。教材室だったか。棚たなにダンボールばかり並んだ狭せまい部屋だ。

「……っ」

　そこに、背を向けている香か取とりと、その香取と笑って話をするあかりちゃんが見えた。

　……もう結構だ。

　さっさと双眼鏡から目を背そむけたかった。しかし、気持ちに反して俺の目はずっと楽しそうなあかりちゃんの顔と、何を言っているのか見て取れない唇くちびるとを注視していた。

「……どんな手ですか」

「ん？」

「香取があんな風に親しげに話ができるのは、純じゆん遊ゆう会かいが策さく略りやくを巡めぐらせたからでしょう！　何をやったんですか？」

　双眼鏡の中で、あかりちゃんの表情がパッと変わった。

　何を話しているのだろう。

　あかりちゃんは、驚おどろきの表情で香取に詰つめ寄る。その顔には、楽しさが見て取れた。

　……きっと俺にしか見抜けない、あかりちゃんの分かりにくい楽しい顔。

　あかりちゃんが香取に一つお辞じ儀ぎして、部屋を出て行く。それまで俺は、何もできないまま見たくない光景を見続けた。

「どんな手で香取を応おう援えんしたんですか」

　香取だけが残った教材室を双眼鏡越ごしに見ながら言うと、村崎先輩は困ったような声で答えた。

「……ただ、親しくもない女性に贈おくり物をするコツを相談していただけだよ」

「そんなわけがないでしょう！　あかりちゃんのあの表情が、そんな簡かん単たんに引き出せるものですかっ！」

　村むら崎さき先せん輩ぱいはため息をつく。

「落ち着け、ひとみ。焦あせるようなことは何一つない。冷静になれば……」

　俺おれは冷静だ！

　そう言ってやろうと村崎先輩を睨にらむと、村崎先輩は悲しそうな顔で首を振ふった。

「いや、すまない。私には何も言う資格がない」

「え？」

　嫌いやに弱気な村崎先輩が気になって、言葉の接つぎ穂ほを失った。

「……俺は」

　言い掛かけたところで携けい帯たいが震ふるえた。

　サブディスプレイにあかりちゃんの名前があった。

「話してみたら良い。あまり人を疑ってやるなよ」

　村崎先輩の態度は気になったが、それよりあかりちゃんだった。

「もしもし」

『優ゆう介すけくん！　まだ校内にいる!?』

　ちらりと村崎先輩を見る。先輩は、何かを見通したように微ほほ笑えんでいた。

　それから周りを見る。ただ夏になりかけた陽ひが降ってくる忘れられた旧校舎の屋上。ここを校内と言って良いんだろうか。

「いるよ」

『じゃ、どこかで合流しよう！　聞いて欲しいことがあるの！』

　あかりちゃん、俺、その話聞きたくないよ。

『秘ひ密みつ結けつ社しやのこと、知ってる人いた！』

　……だから。

　…………え？

　今、なんつった!?

『この間の彦ひこ根ねくんだか香か取とりくんだか、恋こいを応おう援えんする秘密結社でしょ？　って言ってた！　……本当にあったんだよ！　優介くんの言ってた秘密結社！』

「へ、へぇ……」

　あの野や郎ろう！　香取っ！

　あいつ、あろうことか点数稼かせぎに純じゆん遊ゆう会かいを売りやがった！

「……へぇ、優介くんの言ってた秘密結社ってのは何のことだろうなぁ」

　後ろからとてつもなく冷たい声がして、俺は慌あわてて携帯を切った。

　すでに何の意味もなかったけど。

「…………」

　そっと振ふり返る。

　村むら崎さき先せん輩ぱいは、不自然に優やさしい笑みを浮うかべて俺おれを見ていた。

「す、すみませんでしたっ!!」

　俺は、屋上に両手両膝ひざをついて謝あやまる以外に何もできなかった。

　初夏の太陽が当たる屋上のコンクリートは、焼きそばができそうなくらいに熱かった。

「悪いと知っていてやったのか。どうしてそういうことができるのかな？」

　伏ふせていて顔は分からなかったが、先輩の声は言葉とは裏腹に楽しそうに弾はずんでいた。

「も、申し訳わけございません!!」

「いや、謝って欲しいわけじゃないよ。どうしてそういうことができるの？　って聞いてるんだ」

「……それは、その……」

　俺が顔を上げると、先輩は俺のそばに屈かがみ込こんで、両手で頰ほお杖づえをついて微ほほ笑えんでいた。

「生徒会の回し者なの？」

「ち、違ちがいます！」

「……それを信じろって？」

　村崎先輩は、くすっと笑った。

「信じられないなぁ。……ここで平気で、これから結社の奴ど隷れいとなって結社のために尽つくします、ご主人様。って言えるくらいの人じゃなきゃ、到とう底てい信じられないよ。ひとみ」

「う、く……」

　嫌いやな汗が伝った。

　逃にげ出したかった。……しかし、言わずにこの場を去るなんて、できやしない。

「こ、これから……結社の奴隷となって結社のために尽くします」

　言い切った。

　しかし、先輩は小首をかしげた。

「ごしゅじんさま、は？」

　この人……ドＳだ！

「……ご、ごしゅじん、さまっ！」

　俺はそう言って、べたりと屋上に潰つぶれた。




　　　　　◆




　週が明けて、全校生徒投票の日がやってきた。放課後、生徒の時間を少しだけもらって、投票を行う。決めるべきことは、『校則違い反はん者しやに対する罰ばつ則そく』と、『風紀委員会の校内強制執しつ行こう権けんの付与』に対する賛成と反対だ。

　まさか通るはずのない強引な法案だが、気は抜ぬけない。

「おはよ」

　俺おれはクラスの友人に挨あい拶さつして席に着く。そこに、本日発行の学校新聞『さくらぞの』が置かれていた。

　稲いな沢ざわが報道部の藤ふじ本もと先せん輩ぱいと組んで何かするとしたらここだ。俺はどんな情報操作も見み逃のがすまいと目を走らせ……。

「何だ、これ……」

　そして、驚きよう愕がくすることとなった。

　新聞の見出しは、今日きようの全校生徒投票のことなんかじゃない。




『久ひさ高こう生せい、中学生を恐きよう喝かつ』

　○○日土曜日、将しよう棋ぎ部ぶ所属の二年生が、コンビニエンスストアに買い物に来た中学生を恐喝し、現金を脅おどし取った。目もく撃げきした他ほかの生徒が学校へ通報し、事件が発覚した。現在先生方による事実確認が行われている。今のところ生徒は恐喝行こう為いがあったことを認めているとのことだが、動機などの説明はない。

　この生徒はこれまで、学校設備の私的使用や認められていない交通手段による登校など数々の校則違い反はんがあったことが判明している。風紀委員会による口頭の注意は行われていたが、事件を未然に防ぐことは叶かなわなかった。今後、生徒による自治を進めてゆくにあたって、管理体制の甘あまさは課題となる。




　何だ！　何だこれは！

　何でこんなタイミングで事件を起こしてくれた！

「すごいよねー。将棋部ってあれでしょ？　この間、風紀とやり合って結局うまいこと逃にげた」

　別のクラスメートが談笑のネタにして笑っている。

　できたばかりの風紀委員が将棋部の部室を私物化する連中に歯が立たなかったという噂うわさは、もう結構広まっていた。

「あれ？　稲沢それ手どうした？」

　登校してきた稲沢に、別のクラスメートが声を掛かける。

　稲沢の左手は、包帯に巻かれていた。

「将棋部を私物化する下らん連中に絡からまれただけだ。大したことはない」

　そう言い放つ稲沢の口調は今までと全然変わらない調子だったが、眼光はまるで別人だった。

　諦あきらめが、浮うかんでいた。

「稲沢……、将棋部に、何をした……」

「私が彼らに？　……何もしていないよ。何もできなかった、と言うべきかもしれないが」

　俺がそう問うと、稲沢は俺を見て笑う。力のない、崩くずれるような笑みだった。

「部室に踏ふみ込こめもしない風紀では意味がない。そう思って、個人として訪ねた。生徒会長に倣ならって対話を試みたのだが」

　稲いな沢ざわが、包帯の巻かれた左手を見せる。手が腫はれているのが包帯の上からでも分かった。

「結果はこのざまだ。あのとき、決まりを犯おかす勇気を持って風紀委員として踏ふみ込こんでいたら、三人の中学生に嫌いやな思いをさせずに済んだかと思うと、心しん痛つう甚はなはだしい」

　クラスメートの一人ひとりが、稲沢の肩かたをなだめるように叩たたいた。

「お前は頑がん張ばってるよ。あんまり気にすんな」

　彼以外のクラスメートも、声を掛かけたりはしなかったが稲沢に同情的な視線を向けていた。

　少し前まで、稲沢を遠巻きにして敬けい遠えんしていたやつらだ。

　虫が良いやつらめ、と思ってはいけないだろうか。




　その日の放課後に、全校投票があった。

　体育館の壇だん上じようで、稲沢が言う。

「今回の事件は、我々風紀委員と、生徒会役員との責任であるという自覚を持たねばなりません！　我々風紀委員は、もっと早くこの法案を提てい出しゆつしなければならなかった！」

　そして、怪け我がをした左手を掲かかげ、祈いのるように目を閉じた。

「確かに円えん城じよう会長のおっしゃる話し合いと相そう互ご理解は崇すう高こうな方法ではありましょう。しかし！　久ひさ倉くら高こう校こうの生徒としての誇ほこりある話し合いを、暴力をもってねじ伏ふせようとする者もまた、存在する！」

　稲沢の目は、同じ壇上にいるあかりちゃんへと向けられる。

「崇高な手段を汚けがした、誇りなき彼らもまた久倉高校の生徒である事実を、認めるべき局面にあるのではありませんか！　円城会長！」

　あかりちゃんは、戸と惑まどうように口を開く。

「…………私は」

　全校生徒の視線があかりちゃんに集中する。

　どれほどの緊きん張ちようが今あの細い肩に掛かっているだろうか。

「……それでも、久ひさ高こう生せいとしての誇りを汚すのは常に、話し合いを拒きよ否ひする者に対して罰ばつ則そくという鞭むちを振ふりかざし、決まりを守らせようとする側であると思っています」

　勢いに乗った稲沢の声とは対照的な、静かな声だった。

　生徒会役員として、壇の後ろからあかりちゃんの姿を見ていた俺には、あかりちゃんの膝ひざが震ふるえているのがはっきりと見て取れた。

「罰則がなければ守れない校則に、意味があるとは思えません。皆みなさん一人一人が自分の意志で校則を守ることに意味があるのです」

　だがそれでも、あかりちゃんは言うのだ。自分の思いを。考えを。

「生徒が実際に感じていることは、投票によって明らかになるでしょう」

　稲いな沢ざわは、あかりちゃんの言葉を否定も肯こう定ていもせず、ただそう言った。




　　　　　◆




　生徒会室で全校投票の結果を待つ。

　会話のない時間はひたすらに長かった。時計を見上げるたび、あまりに動かない時間に見み間ま違ちがいを疑った。

「…………」

　あかりちゃんは、笑いながらてきぱきと仕事をこなしていた。

　本当に何も気にしていないかのように。

「失礼します。選挙管理委員会です」

　開票を行っていた生徒が、生徒会室に入ってきた。

「『校則違い反はん者しやに対する罰ばつ則そく』は、賛成六六一で可決。『風紀委員会の校内強制執しつ行こう権けんの付与』は、賛成六二三で可決。以上です」

　久ひさ高こうの全校生徒数は千人弱だ。稲沢率いる風紀委員会は三分の二以上の支持を得た。

「…………」

　あかりちゃんの手が、ライダーのフィギュアをぎゅっと握にぎった。

「お疲つかれさまでした。報告ありがとうございます」

　それでもあかりちゃんは、笑って答える。

　それから思い出したように言った。

「ごめんなさい。ちょっと外はずします。すぐ戻もどりますから」

　俺おれや他ほかの人の返答も待たずに、あかりちゃんはドアの向こうに消える。

　微ほほ笑えみを浮うかべたまま、ライダーのフィギュアを握ったまま。

「…………」

　あの笑い方……、何か……、不自然だ。

　追うべきだ。

　考える前に、身体からだが動いた。




　生徒会室は、部室棟とうの一番上にある。

　あかりちゃんは俺が開けたドアの音に、長い階段の途と中ちゆうで振ふり返った。

「……っ！」

　その顔は、涙なみだに濡ぬれていた。

　あかりちゃんが慌あわてて顔を伏ふせ、そのまま走って逃にげようとする。

「待って！」

　階段を二段飛ばしで駆かけ下りる。

「待ってあかりちゃん！」

　あかりちゃんの背中はすぐに見えた。だが、あかりちゃんは俺おれを待つどころかスピードを上げて走る。

「あかりちゃん！」

「こないでっ！」

　あかりちゃんの発した声は、酷ひどく涙なみだ声ごえだった。

「一人ひとりにしてよっ！」

「……っ」

　一いつ瞬しゆん、俺の足が止まり掛かける。

　あかりちゃんが、女子大を受けると言った日のことがオーバーラップした。

　あの日俺は……、馬ば鹿かみたいな自分を見せたくなくて走って逃にげた。一人で逃げて……、今もまだ、逃げ道を探さがして走り回っている。一人で。

　苦しい。苦しい道だ。

「断るっ！」

「……えぇ!?」

　俺はもう一度足に力を込こめた。

　一人の道は、どこにもつながってなかった。

　秘ひ密みつ結けつ社しやのことをあかりちゃんにも明かせず、やめることもできず、本当に何も考えず突つっ走る香か取とりには先を越こされ……。

　中ちゆう途と半はん端ぱで、何一つ上う手まくいかない道だった。

「俺は、あかりちゃんを一人にしないから！」

「……どうしてこういうときだけ言うこと聞いてくれないのっ!?」

　あかりちゃんが、一瞬振ふり向いた。

　あかりちゃんの足がもつれ、上半身がかくっと落ちる。

「危ないっ！」

「……きゃあっ！」

　あかりちゃんが足を滑すべらせたのが見て分かった。けれど俺とあかりちゃんとの間には本当に絶望的なまでの距きよ離りがあった。

　助けようと伸のばした手は、空を切る。

　あかりちゃんが、階段の踊おどり場ばに倒たおれる。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　駆け寄る。

　あかりちゃんは、起き上がらない。

「どこか打った!?　捻ひねった!?」

　そっと覗のぞき込こむ。屈かがみ込んだあかりちゃんの膝ひざが、白く擦すれていた。

　怪け我がで立てないのでは、なさそうだった。

　床ゆかに突ついた手にぱたぱたと透とう明めいな水すい滴てきが落ちた。

「……ううっ」

　あかりちゃんが、泣ないている。

「違ちがう、からっ……、ぐすっ」

「あかりちゃん？」

　俺おれが顔を見ようとすると、あかりちゃんは手で隠かくした。

「投票で負けたから、とか……じゃないから！」

「…………」

「転んで痛いたいとか、そういうことで泣くような弱い人間じゃないからっ！」

　まだ痛むだろうに、あかりちゃんは俺を押おしのけて立ち上がろうとする。

「優ゆう介すけくんが心配してるようなことじゃないから。……ぐすっ。私は、一人ひとりで大だい丈じよう夫ぶだから！」

「……あかりちゃん」

　あかりちゃんの言葉は、地味に心に堪こたえた。

　俺は、あかりちゃんが辛つらいときに力になれない。

　それはずっと俺が恐おそれていたことで、感じていたことだった。

「私は、弱くない……」

　うさねに言ったみたいに、辛いときは泣いて良いと言ってあげたかった。

　……でも、無理だ。

　涙を堪こらえてそう呟つぶやくあかりちゃんに、泣いても良いなんて言えるか？

「あかりちゃん……」

　俺は、何も言えなくなった。

　何も言えなくなって……。

「甘あまいもの、食べに行かない？」

　……出てきた言葉が、これだった。

「…………え」

　そしてあかりちゃんから返ってきた返事は、絶句だった。

　俺の馬ば鹿か野や郎ろう！

　言うに事欠いて、甘いものだ!?

　どれだけ空気の読めない男に成り下がる気だ！

　何か、何か取り繕つくろえ！

「や、駅前にあるクレープ屋さん教えてもらってさ」

　違ちがう！　それ違う！　消去法なら最初に消すべき選せん択たく肢し！

「……あの、元気出るじゃん？　甘あまいもの食べるとさ」

　うわぁあああ！　これダメだ！　貴方あなたには今元気がありませんって宣告してるのと一いつ緒しよだ！

　取り繕つくろおうとすればするほど、ダメになる。

　俺おれは何でここぞというときにこうなんだ！

「あかりちゃんが……」

　唐とう突とつに、あかりちゃんが前に言ってたことが蘇よみがえる。

　──堂々としてるようで本音は隠かくすよね？

　……そうだ。落ち込こんでる場合じゃない。

　堂々としろ。堂々と、頼たよっても良いかもとあかりちゃんが思えるくらいしっかり立ってろ。

　今辛つらいのは、俺じゃない！

「あかりちゃんが一人ひとりで大だい丈じょう夫ぶなのはさ……、知ってるんだ」

　言うと、情けない。

　情けないけど、取り繕うよりマシだ。

「すごく苦しそうなときも、一人で乗り越こえて……、そういうことができる強い人だって、知ってる」

　あかりちゃんは、顔を覆おおったまま話を聞いてくれた。

　俺が堂々と言う、情けない本音を。

「でも、大丈夫かどうかと、苦しいかどうかって、多分全然違う」

「……っ！」

「何に苦しんでるかは分からなくても、苦しんでることは分かるんだよ！　ずっと見てるんだから。……だから」

　あかりちゃんが少し顔を上げた。

　今の俺ではきっと力にはなれない。

　だから……。

「だから甘いものの力を借りよう！」

　堂々と！　言い切った！

　……言い切ってから、恥はずかしさがわっと押おし寄せてきた。

　うぅ、顔が熱く……。

「ぷっ……」

　あかりちゃんが、泣なき顔がおのまま吹ふき出した。

　……良し！

　あかりちゃんが笑えるなら、俺の恥ずかしさなんかどうでも良い！

「何も言わなくて良いからさ、甘いものだけ、付き合ってよ」

　ちゃんと笑えたかどうか、自信がなかった。

　あかりちゃんが、俯うつむく。

「……く、うぅ、う、わあああああああああああああああっ……」

　階段の踊おどり場ばで、大声を上げて泣なき始めた。

　あかりちゃんの小さな頭が、俺おれの胸むねに落ちる。やわらかい匂においがした。
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　頭をそっと撫なでると、さらさらの髪かみが手に流れてくすぐったかった。

「わああああああああああ、ん、くっ……、うわあああああああああん！」

　堰せきが切れた。

　そこまで溢あふれるほどの涙なみだを、あかりちゃんはどこかに溜ため込こんでいた。

「……うわあああああああああああああああああああああああっ！」

　聞いたことのないあかりちゃんの声を聞きながら、思う。

　あかりちゃんは違ちがうと言ったが、きっかけを与えたのは、稲いな沢ざわだ。

　稲沢があかりちゃんを泣かせた。

「わあああああああん！　ぐすっ……、わああああああああああ！」

　この涙がどこから来たのかは分からない。

　だが、稲沢を風紀委員長に推すい薦せんした俺に責任の一いつ端たんがないわけがない！

　……稲沢。別にお前に恨うらみはないんだけどさ、俺、責任取らなきゃならない。

　生徒会に喧けん嘩か売った報むくい、受けてもらうからな！

「私……、私っ！　うわぁああああっ……、私、悪い人だ！　自分のしてること、正しいって……」

　あかりちゃんが、嗚お咽えつの中にぽつりと独どく白はくを混ぜる。

　……悪い人、か。

「ぐすっ、正しいって、疑って、なかったの……」

　俺おれは、あかりちゃんの背中をとんとんと叩たたくだけしかできなかった。

　あかりちゃんは、自分の手に握にぎられた超ちよう人じんライダーフレアを見る。

「……ヒーローになりたかった」

　ああ……。

「うち、お父さんが厳しくてね。超人ライダーみたいな乱暴な子供番組は観みちゃいけないってずっと見せてもらえなかったの」

「……日曜、毎週うちにいるもんな」

　市議会議員のお父さんには、何度となく会ったことがある。にこにこしていて、とても厳しそうには見えないけれど、そうなのだろう。

「うん……。でも、初めて観たときから、なんで観ちゃいけないか分かってた」

　細く細く、言葉が続く。

　罪の懺ざん悔げだ。

「ヒーローになるには、敵が要いるの。悪の組織をキックでやっつけないと、ヒーローとして認めてもらえないの。今の日本には、平和な社会には、悪い人がいないのよ」

「でも……、あるじゃん！　犯罪とかさ」

　あかりちゃんは首を振ふる。

「エクセスって分かる？　超人ライダーフレアに出てきた」

「ああ……、変身して、法で裁さばけない悪人を殺してたやつだろ？」

　確か……両親を殺した殺人犯が、証しよう拠こ不十分で不ふ起き訴そになって……親の仇かたきを追うために敵に協力してた。

　あかりちゃんがやけに真しん剣けんに見てたから、なんとなく覚えてる。

「エクセスは……犯罪者なの。犯罪が悪なら、エクセスは悪。ヒーローじゃない」

　言って、あかりちゃんは吐と息いきを洩もらす。泣なき笑いみたいな息だった。

「あはは……、エクセス大好きだったなぁ。だから、フレアに『お前は悪だ』って言われたとき、本当に悔くやしかった」

「そっか……」

　そんなことを考えながらあかりちゃんがライダーを観てたなんて、知らなかった。

「でも、そのときのフレア、格好良かったなぁ。エクセスがフレアに負けて『殺せ』って言ったとき、フレアが言った台詞せりふ覚えてる？」

「……いや、ごめん。覚えてない」

「『そんな罰ばつするみたいなことできるかよ』って。『悪いってことは知ってるんだろ？　じゃあ直せ。自分で直せ』『罰が怖こわくて正しく振ふる舞まうやつなんて、逆に信じられないじゃん』って。……私ね、これしかないっ！　て思ったんだ」

　あかりちゃんが肩かた越ごしに俺おれを見て、自じ嘲ちようの笑みを浮うかべる。

「この日本に悪がいないなら、誰だれかが誰かを罰しようとするのを全部止めてやる！　それができるのがヒーローだ、って」

　罰則のない校則を作る。

　あかりちゃんは、自分の「これしかない！」をしっかり実現した。

「馬ば鹿かみたいって思うでしょ？　高校生にもなってヒーローとか」

「思わないよ」

　思わない。

　俺は、そうやって何かに憧あこがれたり、何かを目指せる人が眩まぶしくて仕方ない。

　小学生だったあの日から、俺は隣となりで大きな理想を目指し続けたあかりちゃんに憧れ続けているんだ。

「……優ゆう介すけくんはいつもそう言ってくれる。優やさしいよね」

「…………」

　その言葉は、嬉うれしくなかった。

　優しいんじゃないんだ。

　本音なんだ。

　信じては……もらえないのか。

「あかりちゃんが生徒会長になって、久ひさ高こうは良くなったよ！　本人がどんなつもりだろうと、それで周りが助かるなら良いんじゃないか!?」

「それは、優介くんが自然に周りのために優しくできるからでしょう!?　私には純じゆん粋すいな気持ちで人のために仕事なんてできない！　自じ滅めつして凹へこむ馬鹿な人を純粋な気持ちで励はげましに行けない！　私は優介くんみたいに純粋じゃない！」

　あかりちゃんは、泣なくみたいに叫さけんだ。

「ヒーローになりたいなんていう不純な動機で生徒会長やってたの！　それで無関係の中学生を巻き込んで、稲いな沢ざわくんに怪け我がまでさせて……、私は、私のやり方が誰だれかを傷つけるなんてこと思いつきもしなかった！　私、悪い人なのよ！」

「…………っ！」

　違ちがう！

　叫び出したかった。

　違ちがうんだ！　違うんだあかりちゃん！

　俺おれは……一度もみんなのために優やさしくしてなんかいない！

　一度も本音じゃなくあかりちゃんを励はげましたりなんかしてない！

「……ごめん、せっかく、私を心配しに来てくれたのに、私……八つ当たりしてる。本当、どうしようもない」

「わ…………」

　悪い人なんかじゃない！

　そう言いたかった。

　……でも、ダメだ。

　何を言っても、俺の言葉は届かない。

　俺は、俺の本音……一番大切なことを、あかりちゃんに伝えられないでいるのだから。

「す…………」

　好きです。

　貴方あなたのやることに間違いはない。一つもない。ずっと貴方だけを見ていた俺が保証する。

　そう、言ってしまえば……。

　不純異性交遊は、校則で禁止されている。
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　純じゆん遊ゆう会かいのメールで、俺おれは風紀委員がすでに動き始めていることを知った。

　純遊会に所属しているひと組の恋こい人びと、彦ひこ根ねと織お田だが、手をつないでいるところを風紀委員に見つかり、連行された。

　俺はまだ、不純異性交遊禁止の校則を改定させる糸口すら見つけていない。

　権力を持った風紀委員会が成立して、二日経たった放課後。

　一度、稲いな沢ざわと話をしなければならないと思った。

　授業が終わると忙いそがしそうに出て行く稲沢を追って、教室を出た。

「おい！　稲沢！　ちょっと話がある」

「移動中に済む話なら応じよう。それ以上長くなりそうなら、申し訳わけないが日を改めてもらいたい」

　俺に背を向けたまま、稲沢は答えた。

「……なあ、手をつないだだけで連行ってのは、やりすぎだろう」

「そうは思わない」

　稲沢は歩みを緩ゆるめない。

「不純異性交遊は禁止と校則に明記してある。手をつなぐという行こう為いには『少しくらいなら良いだろう』という悪事に対する甘あまえた意図が存在する」

「…………」

　とりつくしまなし。

　稲沢はやっと横目で俺を見た。

「話は以上か？」

「……以上なわけないだろう」

　だが、俺は引くわけにはいかない。

　お互いの理解のため、話し合いを続ける。

　それは、あかりちゃんが信じた、道を違たがえた者に対する唯ゆい一いつの方法だ。

「では、後日にしてもらおう。風紀委員としての職務が優ゆう先せんする」

　稲沢が開いたのは社会科教室のドア。その中には、手に竹刀しないを持った一団が整列して待ち受けていた。

「お、おい！　稲沢」

　稲沢はもう俺を無視して、彼らの前へと向かっていた。

　稲沢の手にも、竹刀が握にぎられている。

「これより校内巡じゆん回かいを開始する！　宣せん誓せい！」

　稲沢がそう言って、手を胸むねに当てる。ちょうど、手刀を水平にするように。

　すると、そこにいた全員が同じ姿勢で胸に手を当て、踵かかとを揃そろえた。

「「久ひさ倉くら憲章の下に!!」」

　綺き麗れいに揃そろえられた姿勢。乱れのない制服。無機的に整っていて、まるで全体で一つの生き物みたい。

　……訓練された軍隊だ。

　一いつ瞬しゆん、そんな錯さつ覚かくをした。




　風紀委員たちが出て行くのをぼんやり見送って、俺おれはその場に座り込こんだ。

　稲いな沢ざわは、一人ひとりで戦うことを決めたのだろう。

　話し合いに応じるつもりがないのは、なんとなく分かった。そもそも、話し合いをするつもりがあれば、あんな強行採決は行わなかっただろう。

　俺には、今の稲沢を止める術すべが思いつかない。




　　　　　◆




　どれほどそうしていただろうか。

　俺は、廊ろう下かに立ったままぼんやりとしていた。

　何もかもが、上う手まく行かない。

「…………はぁ」

　今ですら、何か方策を考えているようでいて、実のところ何も考えてはいなかった。

　……少し、疲つかれてしまった。

　──君には信念がない。なかなかいない稀け有うな人材だよ。

　村むら崎さき先せん輩ぱいの言葉がさっきから何度も反復されていた。

　あかりちゃんは、生徒が校則を変えられる仕組みを作り上げた。そして、稲沢がそれに罰ばつ則そくを設もうけた。

　どちらも、苦境に立ってなお、戦い続けたために勝ち得たものだ。

　俺はどうだ。

　純じゆん遊ゆう会かいの幹部も、恋れん愛あい禁止の校則を破ることも、あかりちゃんを元気付けることですら、何一つ完かん遂すいできていない。

　信念のかけらも持たない俺が、信念を持って突つき進む稲沢を止める？　そんなことができるなら、信念ってどれほどのものだよ。

　俺は、稲沢に勝てない。

「…………」

　何度めぐっても同じ結論にたどり着いて、俺はもう一度ため息をついた。

「副会長……」

　ふと、横から声を掛かけられた。

　彦ひこ根ねだった。その後ろには織お田だもいる。

　彼らが渡わたり廊ろう下かでキスをしているのを見かけてから、とても長い時間が経たっているような気がした。

「…………」

　二人ふたりとも、憔しよう悴すいした顔をしていた。

　風紀によって連れ去られたと知らされた二人だ。どうしてここにいるんだろう。

　俺おれはなんだか、亡ぼう霊れいに会ったような気がしていた。

　もうやめてくれ。

　これ以上無力な俺を責めるな……。

「すまんっ!!」

「ごめんなさい!!」

　突とつ然ぜん、二人は俺に土下座をした。

「え？」

　謝あやまらなきゃならないのは自分の方だと思っていた俺は、少なからず驚おどろいた。

「……稲いな沢ざわに、その……」

「ごめんなさい。私たち、親に連絡するって言われて……」

「言っちまった！　お前のこと……」

　代わる代わる喋しやべる彼らの説明は、いまいち要領を得ない。だが、断片を重ねて整理すると、少しずつ状じよう況きようが分かってくる。

　彦根たちが話す前に、稲沢は秘ひ密みつ結けつ社しやのことを知っていたこと。

　二人の親に連絡すると言われ、捜そう査さに協力するなら黙だまっていても良いと言われたこと。

　だが、二人は秘密結社に対して多くのことは知らなかったし、代表が誰だれなのかも分からなかった。

　そんな折おり、稲沢が俺の名を出した。

「会あい津づ副会長が秘密結社のメンバーなのかどうか、それだけ教えれば見み逃のがしても良い。そう言われて……」

「私が悪いの。私が……、入社儀礼イニシエーシヨンで副会長さんの顔を見たこと、言っちゃって」

「なあ会津！　俺を殴なぐってくれ！」

　俺の前に立って歯を食いしばる彦根を、俺はただ呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　……裏切られた。

　一いつ瞬しゆんはそう思った。

　だが、稲沢が俺の名を出したのは……、俺が原因だ。

　おそらく、俺がうかつに彦根と織田に関して稲沢に話を振ふったからだ。

　それに……、生徒会にいながら秘密結社やるなんて中ちゆう途と半はん端ぱなことをした自分が、何より一番悪い。

「良いよ」

「え？」

　彦ひこ根ねが怪け訝げんな顔をする。

　そりゃそうだろう。

　でも、自分でも不思議なんだ。

　自分のやったことを、誰だれかが罰ばつしてくれたみたいで、晴れやかな気持ちだった。

　一つも、何も解決してないのに。

「良い。……結社を裏切る覚かく悟ごまでして、それでも彼女と一いつ緒しよにいたかったんだろ？」

「……副会長」

　俺おれは、そういう信念を持ったやつ、尊そん敬けいしてるんだ。

「総すべての恋こいを応おう援えんするのが純じゆん遊ゆう会かいだ。恋のために泥どろ被かぶるなら、会員の誉ほまれだろ！」

「ふくかいちょおぉぉ！」

　彦根が、泣なき崩くずれた。

「ごめんなさい！　ごめんなさい副会長さん！」

　彦根の涙なみだをもらったか、織お田だも泣く。

　それらに何か言ってやろうとして、ポケットに震ふるえを感じて止まった。

　……携けい帯たいが震えている。

　二度、三度……。ああ、メールじゃない電話だ。誰だ？

「……村むら崎さき先せん輩ぱい？」

　何だろう。何かの連れん絡らくか。

　連絡されても俺はもう……、役には立たないかもしれません。

　稲いな沢ざわと戦える気がしないんです。

「もしもし」

『ひとみか。私だ』

　電話を取ると、聞き慣れた落ち着いた声がした。

『風紀の稲沢くんが密みつ会かいを暴いた』

「ああ、聞きましたよ。彦根と織田のことでしょう……」

『違ちがう。今現在の出来事だ』

　……なんだって？

　また、誰かが捕つかまったのか？

『落ち着いて聞いて欲しい』

　村崎先輩のただならぬ雰ふん囲い気きに、俺は息を吞のむ。

『暴かれたのは、私だ』

「……っ!?」

　捕つかまったのか？　先せん輩ぱいが？

『どうやら後をつけられていたみたいだ。私としたことが、不注意だった』

「そんな！」

　そんなことが許されるか!?　何の権限があってそんなこと！

『時間がない。二階の和室だ。場所は分かるな？』

「……はい」

　言うと、村むら崎さき先輩は少し笑った。

『見に来てくれ。見るだけで良い。今は何もせず私の戦いを見ていてくれ。……黙だまってやられるほど私は大人おとなしくはない』

「分かりました」

『最後にひとみと話せて良かった。……達者で』

　最後……？

　最後って何だ。達者でって何だ。

　やられる気満々じゃないか。

「先輩……」

　見届ける。

　何ができるかは分からないけど、絶対に見届ける！

　俺おれは、彦ひこ根ねと織お田だに一礼して走った。




　和室の前にはすでにちょっとした人だかりができていた。

　その中央には、竹刀しないを持った風紀委員たちが和室を囲むように並んでいた。

「時間を掛かけてすまなかった。三年の村崎月つく夜よだ」

　和室から、村崎先輩が出てくる。

「……もう一人ひとりはどうした」

　輪の中心にいた稲いな沢ざわが先輩に言った。

　密みつ会かい、というのだから、相手がいるはずだ。

　……村崎先輩には、たくさん恋こい人びとがいたから、誰だれが相手なのかは分からないけど。

「事情を説明するのに大勢は要いらないだろう。私の口から説明しよう」

「校則に違い反はんしているのは明らかだ。二人ふたりとも表に出てくるのが筋であろう」

「……確かに」

　村崎先輩は肩かたをすくめて笑う。

「違反している自覚は彼女にもある。しかるべき場所で名前と生徒番号を明かすべきだろうな」

　それから、先輩は風紀委員の外を囲んでいるギャラリーへと視線を向ける。

「しかし、それはここか？　興味本位で集まる者たちにさらし者とされるのが、風紀の言うしかるべき罰ばつか？　随ずい分ぶんと横暴なことだな」

　明らかな挑ちよう発はつに、風紀委員が色めき立つ。

「貴様っ！」

「自分の立場が分かっているのかっ！」

　それを、稲いな沢ざわが片手で制した。

「……ならばその彼女とやらに代わって事情を説明してもらおうか」

「ああ。良いだろう」

　稲沢が挑発に掛かからなかったことを特に残念そうにもしないで、村むら崎さき先せん輩ぱいは頷うなずいた。

「ここの和室の鍵かぎは、別件で借りたときに無断で合鍵を作って不正使用した。和室以外に不正使用している教室と合鍵が十二個ある。謝しや罪ざいすると共に証しよう拠こ品ひんとして全すべて提てい出しゆつする。……申し訳わけありませんでした」

　先輩が頭を下げる。

　悪名高い村崎先輩を攻こう撃げきしようと集まっていたギャラリーは全員面めん食くらった。

　風紀委員たちもまた、竹刀しないの向け先に困って互たがいに顔を見合わせる。

「……今後このようなことがないよう気をつける。罰ばつがあるなら受ける。生徒指導部へ行けば良いか？」

「待て」

　最初に反応したのは稲沢だった。

「我々が問題にしているのは、校内で風紀を乱す行こう為いを行っていたことに対してだ。全て説明してもらおう」

「校則違い反はんは他ほかにない。不純異性交遊は禁止されていたが、同性に関しては何も書いてなかったよ」

「制度の不備が非行を働いて良い理由にはつながらん！　風紀を乱す行いを為なした自覚はないのか！」

　徐じよ々じよに稲沢の語気が荒あらくなる。

　村崎先輩は、鼻はなで笑った。

「自覚があるから風紀を乱さぬよう、人の目につかないよう隠かくれていたものを、君が引っ張り出したのだよ。風紀を乱していると言うのなら、君の行為こそがそれだ」

　稲沢の眉まゆが、不快そうにひそめられる。

「屁へ理り屈くつを言うな。久ひさ倉くら高こう校こうの生徒としてふさわしい、節度ある行動をしろと言っているのだ！」

「ふさわしいさ」

　村崎先輩は、それでも一歩も下がらなかった。

　稲沢の目を見つめたまま、そっと胸むねの前で手を組む。

　それは、純じゆん遊ゆう会かいの挨あい拶さつに良く似た姿勢だった。




「恋こいは高校生にふさわしい」

[image: ]




　ギャラリーが騒さわぐ。

「…………」

　稲いな沢ざわは、黙もくしたまま手を上げた。

　それに呼応して、風紀委員全員が竹刀しないを村むら崎さき先せん輩ぱいに向ける。

「連行しろ」

　ただ一人ひとりの女子生徒に、二十人もの竹刀を構えた生徒たちが群がる様子は、明らかに常じよう軌きを逸いつしていた。しかし、ギャラリーには彼らを応おう援えんする者こそいても、止めようとする者はなかった。

　校則はすでに風紀委員会が生徒を連行することを認めている。彼らは……正しい。

　だが、あかりちゃんなら、横暴だと言うだろう。

　このギャラリーの雰ふん囲い気きにも決して臆おくすることなく。

「…………」

　俺おれには、言えなかった。

　先輩は風紀委員に脇わきを固められ、歩きながら自分のポケットに手を入れる。

　そこから、携けい帯たい電話を取り出して、落とした。

　そして踵かかとを上げ、自分の携帯を思いっきり……、踏ふみ潰つぶす！

　軋きしむような、プラスチックのゆがむ嫌いやな音がした。

「ああ、しまった。ひとみとデートする約束をしていたのに、連れん絡らくがつかなくなったぞ」

　村むら崎さき先せん輩ぱいは、聞こえよがしにそう言った。

　リダイアルすると俺おれにつながる村崎先輩の携帯は、木こっ端ぱ微み塵じんになった。

　……先輩。

　俺、もう稲いな沢ざわに尻しつ尾ぽを摑つかまれているんです。

　守ってくれて嬉うれしいですけど……、どこまで持ちこたえるか、分かりません。




　　　　　◆




　少しでも考えを整理しようとして生徒会室に行くと、あかりちゃんが帰るところだった。

「あ……」

　あんなことの後で気まずいのは俺の方だけじゃないみたいで、あかりちゃんも一いつ瞬しゆん目を逸そらした。

「今帰りですか」

「はい。会あい津づくんは？」

「いや……」

　生徒会室に籠こもって考えようかと思っていたが、用事というほどのものでもない。

「忘れ物を取りに来ただけです」

「そうですか」

「…………」

　俺は、一いつ緒しよに帰りましょうと言って良いのだろうか。

「……じゃあ、ここで待ってますよ」

　あかりちゃんは微かすかに笑って、言いにくそうにそう言った。

　嬉しかった。

「すぐ取ってきます！」

　忘れ物なんかなかったので、入って机にタッチして出てきた。




「そういえば、香か取とりに何を言われたんですか？」

「ん？　誕たん生じよう日びプレゼントもらっちゃいました。イベントの招待券ですって」

「……はぁ？」

　あかりちゃんの誕生日は、九月だ。ずっと先じゃん。

「くすくす。おかしいでしょう？　サプライズだから、って。日付まで三ヶ月間ま違ちがってて、二重にサプライズですよね」

「……そりゃサプライズですね」

　イベントとは、ライダーのやつだろう。

「行くんですか？　ライダー」

「…………？」

　あかりちゃんは、首をかしげた。

「私、ライダーのイベントだって言いましたっけ？」

「あうわわ……」

　しまった！

「……やっぱり会あい津づくんの仕込みでしたか。私の予定表に『教材室の整理』と書いたのも会津くんですね？」

「え？」

「おかしいと思ったんですよ。教材室の整理なんて、聞いた覚えも書いた覚えもありませんでしたからね」

「……はは」

　すげぇ、純じゆん遊ゆう会かいってそんなことまでできるのか。

「優ゆう介すけくんの言ってた、秘ひ密みつ結けつ社しやのことを教えてくれた友達って、香か取とりくんでしょ？」

　ドキッとした。

　会話のつながりが、何か、心でも読まれているようで。

「…………その」

　どうやってぼかしたものか。

「良いよ。あんまり掘ほり起こして欲しくなさそうだし、この辺へんにする」

「…………」

　聞かれなかったのはありがたいんだけど……。

　覇は気きがない。

　いつだって話し合いを求めるあかりちゃんが、この辺にする、とか言うのはあまり聞きたくない。

「……恋こいを応おう援えんする秘密結社かぁ。悪の組織とは、ちょっと違ちがうかなぁ」

　あかりちゃんがぽつりとこぼして、慌あわてて首を振ふった。

「っとっと、ヒーロー願望はもう止やめたんだった！」

「え？　止めたの？」

　聞き返すと、あかりちゃんは笑って言った。

「子供っぽいことは卒業！　ちゃんと大人おとなにならないとね」

「……そっか」

　あかりちゃん。

　その笑い方、さ。

　稲いな沢ざわに投票で負けたときとまったく一いつ緒しよの笑い方だよ。

「生徒会長不信任案。稲沢くんに提てい出しゆつされちゃった。私、生徒会長にふさわしくないって」

　あかりちゃんがとぼけたように言う。

「えっ？」

　不信任案を提出されると、あかりちゃんは生徒会長にふさわしいかどうか、全校生徒投票を行う。負ければ、あかりちゃんは生徒会長から降ろされ、別の誰だれかが生徒会長になる。

「一人ひとりで引ひき継つぎ資料まとめてたら、けっこう滅め入いっちゃってね、今日きようは早上がりなの」

　……そんな。

　まだ投票もしてないのに、もう辞める気でいるの？

　途と中ちゆうから敬けい語ごじゃなくなったり、俺おれを優ゆう介すけくんとか呼んでるのも、それが理由？

　あかりちゃん……。

「優介くんがいて良かった。一人でいるとけっこうぐるぐる考えちゃって」

「……俺もだ。いろいろ、考えることあって」

　でも俺は、今ぐるぐる考えてる。

　あかりちゃん……。本当にこのまま辞めちゃって良いのか!?




　上うわ履ばきを履き替かえるために、昇しよう降こう口ぐちで少しだけあかりちゃんと離はなれる。

　脱ぬいだ上履きをしまおうと靴くつ箱ばこを開くと、封ふう筒とうが落ちた。

　……なんか、半月くらい前に同じ経験をしたなぁ。

　今度のは、茶色の封筒。中には綺き麗れいに畳たたまれた紙に手書きでこうあった。




『貴君の所属する団体に係かかわる連れん絡らくあり。剣けん道どう場じようまで来られたし。


風紀委員長　稲沢』






　……来たか。

　それにしても、剣道場ね。

　達筆な署名にしても、稲沢らしいと言うか、なんと言うか。

「あかりちゃん」

　靴を履いてつま先を整えるあかりちゃんに呼びかける。

「俺……用事ができた。ちょっと行って来なきゃ」

「明日あしたにしない？」

　あかりちゃんは、何とも聞かず意外なことを言った。

「今日きようはもうやめにしてさ、一いつ緒しよに帰ろう？　ね？」

　……あかりちゃんの気持ちが分かる気がした。

　らしくない。

　そうも思うけど、あかりちゃんが皆みなが思ってるほど強くないことも知ってる。

「……そう、だね。そうしたい」

　一緒に帰ってしまおうか。

　本当に、そう思う。

「でも、俺おれ、行って来なきゃ」

　俺が言うと、あかりちゃんの顔が曇くもった。

「一人ひとりにしないって言ったじゃ……！　……っ！」

　あかりちゃんは、言いかけて慌あわてて手で自分の口をふさぐ。

「……違ちがう、ごめんなさい。何でもない」

　何でもないわけがない。今、あかりちゃんがすごく心細いところに立ってるのも知ってる。

　それでも、心細さや辛つらさとすら一人で戦おうとしていることも……。

「いつか……言うよ」

　あかりちゃんの顔を真まっ直すぐに見る。

「あかりちゃんは、そのままで良いんだって。不純だって良いんだって。ヒーローに憧あこがれてて良いんだって！」

「…………」

　あかりちゃんは、黙だまって聞いてくれた。

「俺の言葉が本音だってこと、証明する。純じゆん粋すいな優やさしさなんかじゃないってこと、言えなかった俺の本音、言うから！」

　今は……まだ言えない。

　やるべきことを、俺はまだ一つもやり遂とげてない。

「だから、少しだけ待っててくれ！」

「…………」

　あかりちゃんは、口を覆おおった手をどけて、泣なき笑いみたいな顔で俺を見る。

「……うん」

　そして、小さく、でもしっかりと頷うなずいてくれた。




　　　　　◆




　剣けん道どう場じようへ向かう。

　いつもなら部活動の喧けん騒そうで溢あふれているその場所は、今日きようは妙みように静かだった。

　道すがらに、知り合いの顔を見て驚おどろいた。

　うさねだった。

「…………」

　声を掛かけようとしたが、躊躇ためらわれた。

　うさねは、小さなデジカメを見つめたまま悔くやしそうに涙なみだしていた。

「……っ！」

　デジカメを持った手が上がる。まるで地面に叩たたきつけようとするみたいに……。

「ちょ、うさね!?」

「……っ!?」

　うさねは、慌あわてて飛びのいた。

「せ、んぱい……、ど……して？」

「うさねこそ、何でここに？」

　尋たずねると、うさねの目から涙が流れる。

　うさねははっとして、慌てて顔を隠かくす。

「……ごめんなさい、ごめんなさい……っ！」

「えっ!?」

　顔を隠したまま、うさねは俺おれの隣となりを走り抜ぬけて逃にげてしまった。止める暇ひまもなかった。

　ごめんなさいの意味は分からなかったが、うさねも稲いな沢ざわに呼びつけられたのだろうことだけは分かった。

　……どこまで、握にぎられてるんだ？

　純じゆん遊ゆう会かいの幹部と代表全員が稲沢に捕ほ捉そくされている……。

「……っ！」

　考えていても仕方ない。

　俺は勢いをつけて剣けん道どう場じようのドアを開いた。

「…………」

　板張りの道場は、六月にしてはひんやりとしていた。

　普ふ段だんなら部活動が行われている道場は、今は無人だ。ただその奥おくに一人ひとりだけ、正座して黙もく想そうする稲沢の姿があった。

「会あい津づか……」

　目を閉じたまま、稲沢が言う。

「稲沢。どういうつもりだ」

　稲沢は、ゆっくりと目を開き、俺を見る。

「どう、とは？」

「不信任案だよ！　円えん城じよう会長を追い落として何をする気だ」

「久ひさ倉くら高こう校こうに、真に正しき自治をもたらす」

　稲いな沢ざわの答えは、揺ゆるがない。

「呼び出したのは他ほかでもない、そのことだ。座ると良い」

　指示に従うのは嫌いやだったが、俺おれはその場にあぐらをかいた。

「会あい津づ。貴様の力が必要だ。不信任の票の取りまとめに協力してくれ」

「断る！」

　実にくだらない話だった。

　俺は即そつ決けつして立ち上がった。座る必要なんかどこにもなかった。

「えー、ちょっと、稲沢くん!?　それはないわ！」

　入り口の方から、別の声がした。

「……!?」

　ドアに背を預けて立っていたのは、藤ふじ本もと先せん輩ぱいだった。報道部部長。……今は、トレードマークであるＰＲＥＳＳの腕わん章しようは外はずしている。

「藤本先輩。……やっぱり貴方あなたもグルでしたか」

「……たはは、グルと来たね。ま、そのようなものか」

　先輩は笑う。

「……会津。言い方が悪かった」

　稲沢が言った。何事もきっぱりと言い切る稲沢にしては、やや引っかかる言い方だった。

「貴様が秘ひ密みつ結けつ社しやなるふざけた団体に所属しているという確かな証しよう拠こを摑つかんでいる」

「やっぱりそれか……」

　予想していたことだったので驚おどろきはしなかった。

　代わりに、別の怒いかりが浮うかんでくる。

「うさねにもそれを言いやがったな？」

「……うさね？」

「宇う佐さ美みだよ！　何を言って脅おどしやがった!?」

　稲沢はただ真まっ直すぐこちらを見つめる。

　……とぼける気か。

　そうは行くか！　俺は今しがたここから去るうさねを見てる。悔くやしそうに泣なく彼女をな！

「副会長さん。……うちの宇佐美とどういう接点があるの？」

「……っ！」

　後ろから尋たずねてきた藤本先輩の言葉は、冷たい刃やいばになって俺の背中に刺ささった。

「学年も違ちがう。委員会も、部活もつながりなし。……他になんかあるっけ？」

　しくじった！

　感情的になって、言げん質ちを取られた。

「……それは、その。まあ、どういう経けい緯いで知り合ったんだっけな」

　どうするべきだ。考えろ……、考えて……。

「あんなに怒おこるほどの知り合いなんでしょ？」

「……くっ」

　揺ゆさぶられている。

「会あい津づ。円えん城じよう会長に不信任を言い渡わたすのに、貴様に協力させるのが一番平和的なのだ。生徒会の人間が秘ひ密みつ結けつ社しやに関かかわっていると露ろ見けんするのは貴様とて本意ではなかろう。……まして、村むら崎さき月つく夜よの前歴があるからな。風当たりは強くなる上、今の制度では貴様の退学処分もあり得る」

　……村崎先せん輩ぱいの名が出てきた。

　そうだ。

　揺さぶっておいて、救いの手を出す。

　……村崎先輩も、良くやる手だ。

　けど、村崎先輩ならもっと上う手まくやる。救いと一いつ緒しよに脅おどしを含ふくめたりしない。

　あの人なら、加害者のくせして自分こそが救いであるかのように、優やさしく振ふる舞まう。

「……そうは、行くかよ」

　稲いな沢ざわ……。お前の思い通りには、させない。

　たとえ退学したって、お前には負けない。

「貴様が手を下さなくて良い。ただ協力を求めているだけだ。円城会長は平和的に離り職しよくし、貴様は副会長の地位に残り続けられる。悪い話ではないと思うが？」

　ふざけたことを抜ぬかす。

　冗じよう談だんじゃない！

　俺があかりちゃん降ろしに手を貸す？　そんなことは、天地がひっくり返ってもあり得ないんだよ！

　俺にだって、信念はある！

「……悪いよ」

「何？」

　稲沢に向けて、言葉を絞しぼる。

「悪い話じゃない？　……それは、悪い話なんだよ」

「何を言っている？」

　稲沢が怪け訝げんな顔をする。




「今のお前は、一つも正しくないんだよ！」




「……!!」

　稲いな沢ざわがたじろぐのを、初めて見た。

「誰だれよりも正しさに信念を持っていたやつだったからこそ、俺おれはお前を尊そん敬けいしてもいたよ！　けどな、今のこれは何なんだよ！　正しい高校のために脅きよう迫はく!?　……はっ！　悪い話じゃなくて何だよそれ!!」

　言い捨てる。

　あーあ、こりゃもう戻もどれないな。

　心のどこかで、そう思った。

「俺の不信任？　退学？　勝手にしたら良い！　それでも俺はあかりちゃん降ろしに手を貸すのだけは絶対に御ご免めんだからな！」

　言いたいこと言ったら、少しすっきりした。

　俺は稲沢に背を向け、藤ふじ本もと先せん輩ぱいの隣となりを通り過ぎる。

「……残念だ」

　稲沢がそう、ぽつりとこぼしたのが聞こえた。




　　　　　◆




　うさねに電話したが、つながらなかった。

　村むら崎さき先輩は、携けい帯たいを自分で踏ふみ潰つぶした。

「…………」

　……ごめん。

　二人ふたりに、心の中で謝る。

　俺は、純じゆん遊ゆう会かいの幹部として、何もできなかった。

　けど、それでも……。

　それでも、あかりちゃんを追い落とそうとしているやつに協力なんかしたくなかったんだ。

　俺は、俺を誇ほこれる。

　自分の決断を、自分で評価できる。

　純遊会の一人ひとりとして、自分の恋こいを応おう援えんできたと、そう……、思える。

　稲沢には勝てなかったけど、やるだけはやった。言うだけのことは言ってやった。

　携帯を手にぼーっと廊ろう下かの外を眺ながめる俺の後ろを、二人の女子生徒がお喋しやべりをしながら通り過ぎる。

「友達が目もく撃げきしてたんだよ、カツアゲの現場」

　廊ろう下かに立ち尽つくしていた俺おれのそばを女子生徒二人ふたりが通り過ぎていく。

「だからどこよ。ファミスト？」

　楽しそうに、噂うわさ話ばなしに興じながら。

「場所は知らんけど、将しよう棋ぎ部ぶの人らと、なんか、中学生がいたって」

　俺おれが退学になっても、こうして噂話になるだけなんだろう。

「へえ、マジなんだあれ」

「相手の中学生もけっこう不良っぽかったって、一方はガム嚙かんでたし、もう一方はニット帽かぶってたって」

「なー、ガム嚙んでニット帽かぶってたらキミの中では不良なん？」

「いやいや、決め手は目つきだね！　やつら基本こんなだから」

　一人ひとりが自分の目を指で吊つり上げて、もう一人が大笑いしていた。

　楽しそうで……眩まぶしかった。

　不意に、涙なみだが浮ういてきた。

　俺は、久ひさ高こうが好きだったと今改めて実感する。

　足は自然と旧校舎屋上へと向かった。一人になれるならどこでも良かった。

　今となってやっと、稲いな沢ざわが曲がってしまった理由がおぼろげに分かった。

　稲沢は、どこかで負けたのだ。

　……多分、将棋部の部室に踏ふみ込こめなかったり、不ふ真ま面じ目めな剣けん道どう部ぶの先せん輩ぱいを正しく導くことができなかったり。

　そこで、今の俺と同じ気持ちを味わったに違ちがいない。

　古い階段を上り、張ってあるロープを跨またぐ。

　六月の空はどんよりしていて、日が見えなかった。まだ夕方五時、うっすらと明るい。

　これから一時間か二時間掛かけて、暗くなってゆくのだろう。日が沈しずむところも見えず、気付かないうちに。

　じっとりと生暖かいコンクリートに寝ね転ころがる。

　稲沢にとって、信念とは何だったのだろうか。

　正しくないと言われて見せた稲沢の顔は、驚おどろきとか逆上とかじゃなかった。

　……自分が正しくないことを、知っている顔だった。

　稲沢は苦しんで、結果、勝つことを優ゆう先せんした。

　自分が曲がっていても、正しい社会を作ろうとした。

　いや、今でも、作ろうとしている……のだろう。

「……くっ」

　自分でも気付かないうちに、嗚お咽えつが洩もれた。

「う、ううう……っ」

　負けてる……。

　俺おれ、稲いな沢ざわに負けてるっ！

　やつのやってることは無茶苦茶だ。正しさのために自分が曲がるなんて、矛む盾じゆんしてる。

　でも、信念を越こえた望みのために、やつは自分の信念すらかなぐり捨てやがった。

「うっ……うううううううっ！」

　俺は、自分の信念なんか捨てるべきだったんだ。

　何もかも捨てて、本当にあかりちゃんのためにできることを見み据すえるべきだった。

　みっともなくても、負けちゃいけなかった……。

「うぐあああああああっ！　くそっ、くそぉっ!!」

　いまさら、何もかも遅おそい。

　あのときああするべきだった、なんてことはいくらでも思いつく。だがもう、俺はここにいて、あと少し、日が変われば久ひさ高こう生せいですらなくなるだろう。

　もはや手立てなんて残っていない。

「………………っ」

　悩なやむ意味など、なくなった。

　泣なく意味すら。

　……俺には、何も、残っていない。思い出くらいしか。

　そういえばここ、村むら崎さき先せん輩ぱいと会ったとこだよな。デート、とか言われたっけ？

「…………」

　あれ？　ひとみとデート……って、どっかで聞いたフレーズだな。

　──ああ、しまった。ひとみとデートする約束をしていたのに、連れん絡らくがつかなくなったぞ。

　携けい帯たいを壊こわした村崎先輩の最後の言葉だ。

　……あれ？　これ、意味が分からなくないか？

　何で俺あのときスルーしたんだ？

　あの場でひとみってワードを拾ひろえるのは俺だけだ。だとしたらこれは俺への何かのメッセージ。

「…………信念があると、本質を見落とす？」

　あのときの俺は、稲沢を何とかしようとしていた。

　信念が……邪じや魔まをしていた。

「…………」

　なら、感情を取り払え。

　信念はもう捨てた。

　俺が覚えている言葉から、本質を見みい出だせ。

　──相手の中学生もけっこう不良っぽかったって、一方はガム嚙かんでたし、もう一方はニット帽かぶってたって。

　さっきすれ違ちがった生徒の話だ。

　……おかしくないか？　一方は、もう一方は、って、二人ふたりしかいないみたいじゃないか。

「違う……か？」

　俺は中学生は三人だと思っていた。

　……三人だと言っていたのは誰だれだった？

　──コンビニエンスストアに買い物に来た中学生を恐きよう喝かつし、現金を脅おどし取った。

　学校新聞『さくらぞの』には、中学生としか書いてなかった。人数はなかった。

　──あのとき、決まりを犯おかす勇気を持って風紀委員として踏ふみ込こんでいたら、三人の中学生に嫌いやな思いをさせずに済んだかと思うと、心しん痛つう甚はなはだしい。

「……稲いな沢ざわだ」

　どうして稲沢の認識が目もく撃げき情報と食い違う？

　……ダメだ。さらに情報が要いる。

「くそっ！」

　こんなとき、純じゆん遊ゆう会かいの情報網もうが使えたらっ！

　会員の連れん絡らく先さきを把は握あくしているのは村むら崎さき先せん輩ぱいだ。しかし携帯は粉々、いつも先輩が持っている旅行鞄かばんも、先輩しか隠かくし場所は知らないだろう。

　手て詰づまりか……。

　──ひとみとデートする約束をしていたのに、連絡がつかなくなったぞ。

　ひとみとデートする。

　……暗号だ！

　他ほかの人間には、ひとみが誰を指すのか分からないし、そもそもその言葉に位置情報が含まれていると想像すらつかない。

　だが、俺にだけは、ひとみが誰なのか、その言葉がどの場所を指しているか分かる。

　俺が村崎先輩と二人ふたりきりで一度だけ会った、……この場所だ。

「……あ」

　視界の端はし、空調の室外機の隙すき間まに、まるで俺がその暗号に気付くのを待っていたかのように、旅行鞄が見えた。

　俺は慌あわてて鞄を引っ張り出す。

　鍵かぎは掛かかっていなかった。俺は鞄を水平に置いて、ラッチを解かい除じよする。

　古い旅行鞄は、俺を待っていたかのように開き……。

　純遊会で見かける山ほどの物品の一番上に、白い布が畳たたまれて置いてあった。

「……そういう、ことですか。先輩」

　──結社の奴ど隷れいとなって結社のために尽つくします。

　あの日、ここでそう約束したことを思い出した。

　布の端はしを持って引き上げる。

　それは、真っ白の頭ず巾きんで……。

「良いですよ」

　額ひたいの部分に、薔ば薇らの刺し繡しゆうがしてあった。

「二代目代表、しかと請うけ賜たまわりました」

　俺おれはその白頭巾を抱いだき、天に向けて手を組んだ。




「総すべての恋こいに祝しゆく福ふくを！」
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　情報は必要だ。

　俺おれは屋上に無造作に広げた旅行鞄かばんからクリアファイルを取り出した。純じゆん遊ゆう会かいに関しての情報が整理された最高機き密みつファイルのようだ。会員の住所などの個人情報リストや、村むら崎さき先せん輩ぱいが使っているメーリングリストのデータが入っていた。

　そのメーリングリストの送信用アドレスを携けい帯たいに打ち込む。

　どこかの会社がやってるサービスかと思ったらとんでもなかった。見たこともない誰だれかの私有サーバーから、いくつもの公用私用のメールサーバーを介かいしたとんでもないやつだ。

　ネットにそんなに詳くわしくない俺でも、メール発信源の特定には凄すご腕うでハッカーが必要だということが理解できる。

　そのアドレスに、メールを打つ。




宛あて先さき　純遊会ＭＬ

件名　情報求む

本文　元将しよう棋ぎ部ぶの関かかわったカツアゲ事件に関係する情報で、被ひ害がい者しやの中学生に関するものがありましたら教えてください。




　彦ひこ根ねと織お田だを連行した稲いな沢ざわに関わることだと付け加えようとしてやめる。余計な感情は煽あおらなくて良い。

　感情を共にして戦ってくれるのは良いが、強い感情は目を曇くもらせる。俺がさっき踏ふんだ轍てつだ。

「よし！」

　情報が来るまで時間が掛かかるだろう。

　その間に俺は、やれることをやる。

　日は徐じよ々じよに暮くれている。だが、あれが沈しずんだところでどうだ？

　俺の処分が出るのは早くても明日あした。となれば、俺は今日きよう一日久ひさ高こう生せいでいられるわけだ。

「……時間は十分にあるじゃないか」

　俺は、携帯に地図を呼び出しながら呟つぶやいた。

　住所を検けん索さくしつつ、靴くつ箱ばこに向かう。

　場所は……、何だ、歩いて三十分も掛からない。

「へぇ、近くに住んでるんだな。だからクレープ屋とか知ってたのか」

　俺の向かう先は、駅の向こう側。

　そこに、うさねの住んでいる家がある。うさねの住所も純遊会のリストにあった。

　携帯が通じないのは、連れん絡らくがつかないことと同じじゃない。




　インターフォンを鳴らす。

　小さな庭の付いた一戸建てだ。庭は綺き麗れいに整えられ、柵さくには花の咲いたプランターが提さげてある。

『……はい』

　ひょっとしたらお母かあさんが出るかと思ったが、聞こえた声はうさね本人だった。

「会あい津づです」

『えええっ!?　何でうち……』

　ぶつっ！

　インターフォンが乱暴に切られる。

　出てきてくれるかとしばらく待つが、音おと沙さ汰たなし。

　……おーい。

　直接訪問だけじゃ、観念してくれないか。

　あの走り去り方から見て、純じゆん遊ゆう会かいに対する裏切りを強しいられたのだろうことは想像できる。彦ひこ根ねと織お田だも、そういうやり口で俺おれの情報を引き出された。

　携けい帯たいが震ふるえた。

　さっきから被ひ害がい者しやの中学生に対する情報が少しずつ集まっていたから、それかと思ったが、違ちがう、電話だ。

「…………」

　発信者の表示は、うさねだった。

「……あの、さ、出てきてくれれば話できるんだけど」

『うぐ……』

　俺が取ってすぐそう言うと、うさねは言葉を詰つまらせた。

『あの…………』

　うさねは、それでも何とか言葉をひねり出そうとする。

『…………』

　ひねり出そうと……。

『…………』

　ひねり……。

『…………』

「長い！」

『ひっ！　すみません！』

　うさねの逡しゆん巡じゆんは分かる。

　……だが、酷こくな話だがその悩なやみに付き合っている時間が俺にはない。

「うさね。藤ふじ本もと先せん輩ぱいに関して教えて欲しい。それ次第じゃ稲いな沢ざわの横暴を止める余地はまだある！」

『……あの、先輩、私』

「うさねのしたことはもう良い！　俺おれは気にしてない！　でも、うさねが気にするなら、その失点は今ここで取り戻もどすべきなんじゃないのか!?」

『……もう、知ってるんですね』

　知らない。

　……想像できるだけだ。

『気にしない……、んですか？』

「ああ！」

『円えん城じよう先せん輩ぱいを校則違い反はんにしようとしてるのに……？』

「……っ!?　あ、ああ！」

　何っ!?

　ちょ、ちょっと待て！

　そんなにやばいことなのか!?

『……やっぱり、先輩はすごいなぁ。私、好きな人を陥おとしいれようとした人、絶対にそんな風に気にしないなんて言えないです』

「そ……そっか」

　うさねが泣なき笑いで続けるが、俺は気が動転していた。

　ダメだ。落ち着け。正常な判断をするにはまず感情を抑おさえなきゃ。

　本質を見み抜ぬけ！

　……くそっ、どこだよ本質！

『出来心だったんです』

「……うん」

『でも、本当にこんなことになるなんて思ってなかったんですよ!?』

「…………う、うん」

　見えん！

　本質が見えん！

「なぁ、うさね」

『はい』

「ちょっと、下りて来ない？　この間のクレープ屋さんにでも」

『……分かりました』

　騙だましているようで心が痛いたかった。

　だが……、仕方ない。これは俺のやらなきゃいけないことだ。

　携けい帯たいが切れてしばらくすると、パーカー姿のうさねが出てきた。

　どうして良いか分からない所在なげな表情で、少しだけ俺に笑う。

「うさね……」

「はい」

　俺おれは、思い切り頭を下げた。

「すまんっ!!」

「ひえぃっ!?」

　突とつ然ぜんのことに、うさねは慌あわてて一歩下がる。

「かまを掛かけた。……うさねが何やったか俺は知らない。でも、何を聞いても気にしないし咎とがめないのは本当だ。だから教えてくれ」

　頭を起こす。

「円えん城じよう先せん輩ぱいに、何が起こる!?」

「…………」

　うさねは、しばらく俺の言葉を咀そ嚼しやくして、それから奇声を上げた。

「ふみぎゃあああああっ!!」

「ちょ！　待って……」

　慌てて家に逃にげ込こもうとするうさねの手を摑つかもうとして、失敗してパーカーのフードを摑んだ。

「みっ……！」

　うさねは、コントみたいに背中からこけた。

「……ごめん」

　そりゃパーカーのフード引っ張られたらそうなるわ。

「…………なんでもする。どんなお礼でもするから、教えてくれ。稲いな沢ざわを追い込むのに、ぜんぜん情報が足りないんだ」

　こけたまま起き上がらないうさねに、そう言ってもう一度頭を下げる。

「私の、台詞せりふなんです」

「え？」

　うさねは身体からだを起こす。

　……のかと思ったら、そのまま地面に手と膝ひざをついて、土下座の姿勢になった。

「何でもしますから、どんなお詫わびでもしますから、許してください。……許さなくても良いです。嫌きらいにならないでください」

「……うん」

　俺は、うさねに手を差し伸のべる。

「じゃあさ、その……、こんなこと言えた義理じゃないんだけど……」

　うさねが、そっと顔を上げた。

「お互たがいの『何でもします』でチャラにしない？」

「くふ……、あは、ははは……」

　うさねは俺の手を取って、表情を崩くずした。

「あはははうわああああああああああん！」

　うさねはひとしきり泣なき笑いを続けた。




　　　　　◆




　今日きようは奢おごらせてください。私の気が収まりませんので、よろしくお願いします。

　とまで言われて、俺おれはご馳ち走そうになることになった。

「お待たせしました」

　ウェイトレスが持ってきた皿は……ひのふのみ、えっと、十二枚。

　十二枚の皿に乗ったクリームたっぷりのクレープが、テーブルに並ぶ並ぶ。

「あの、うさねさん、これは？」

「今月のお小こ遣づかいです」

「……左様でございますか」

　これは……、食わなきゃ罰ばちが当たるだろう。

「…………先せん輩ぱい。それで、ですね」

　うさねは、ポケットからカメラを出す。

　さすが、こんなときでもカメラを持ち歩いている報道部のエース！

「……すみません。深呼吸させてください」

　罪の告白。

　そりゃ、緊きん張ちようもするだろう。

　俺も緊張する。

「大だい丈じよう夫ぶ。絶対に嫌きらいになったりしないから」

「……んくっ！」

　呼吸の途と中ちゆうでうさねが息を吞のんだ。顔が真まっ赤かになる。

「あの……これですっ！」

　うさねがディスプレイに表示して見せた写真は、あかりちゃんだった。あかりちゃんともう一人ひとり、男子生徒が写っている。短たん髪ぱつの後頭部に、見覚えがあった。

「これ……あのときの」
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　背景は教材室。とくれば、こいつは香か取とりだ。

　あかりちゃんは嬉うれしそうに何かの封ふう筒とうを受け取っている。中身は確か、ライダーのイベントの招待券だったよな。誕たん生じよう日びプレゼント、とか言って渡わたしたんだった。

「こんなとこ良く撮とれたな」

　褒ほめたつもりだったが、うさねは暗い顔をした。

「別の写真なんですけど、隠かくし撮りの写真をデスクに見つかっちゃったんです。それを、本人に言うぞって脅おどされて……」

「なるほど。それでこの写真を撮とって来い、って」

　隠かくし撮りは、うさねの弱みだ。けど、だからといってそれに付け込こんで脅きよう迫はくして良い道理はない。

「いえ、その……写真自体は、もっと前に撮ったんです。魔まがさして……円えん城じよう先せん輩ぱいさえいなければ、って思っちゃって」

「えっ？」

　聞き取れずに聞き返すと、うさねは慌あわてて両手を振ふった。

「あ、いや何でもないです！　デスクが私のカメラを見せろって言って、断れなくて……」

　そういえば確かに、あのときうさねはカメラを壊こわそうとしていたっけ。

　そこから隠し撮りの線で脅されていることに気付くべきだったな。

　ディスプレイを見つめる。カメラを持つ手に力が入った。

「あ、別の写真は見ないでくださいね！」

「……あ、うん」

「ぜったいですよっ!!」

　うさねは、俺おれの顔とカメラとを見比べながら、顔を真まっ赤かにして念ねん押おしする。

　そ、そんなに見られたら困る写真なのか？

「見られたら私……」

　少し興味を引かれたが、うさねの手がテーブル上のナイフをぎゅっと握にぎったのを見て慌あわてて首を振ふった。

「見ない見ない！　大だい丈じよう夫ぶ！　そ、それで、話の続きは!?」

　あのナイフはやばい。

　危険すぎる。

「はい。それで、その写真をプリントアウトさせられました。……稲いな沢ざわ先せん輩ぱいは、それを証しよう拠こに『円えん城じよう生徒会長が不純異性交遊に及およんでいた』という筋書きで生徒会長を辞めさせる気です」

「…………」

　そういうことか。

　俺おれが稲沢に協力して、たとえばあかりちゃんが無能な生徒会長だと宣伝して回れば、ただ無難に「円城会長は不良や違い反はん者しやに対する対処ができない」というだけで降ろせた。それが稲沢の言う「平和的な離り職しよく」だ。

　俺にとってはもちろんそれも平和じゃないわけだが、校則違反を指し摘てきされて降ろされるよりは、まだマシだろうというわけだ。

「……叩たたいてくださいっ！」

　うさねは、目をぎゅっとつぶって顔を前に出した。

「……は!?　いやいや、叩くとかは……」

　うさねが目を開く。真しん剣けんな眼まな差ざしでこっちを見て、それからナイフを取って刃の方を持って俺に渡わたした。

「じゃあ、これで……」

「刃にん傷じよう沙ざ汰たはやめれ！」

　ていうか俺それ豚ぶた箱ばこ行きだよ！

「やっぱり叩いてもらうしか……」

　俺はぎゅっと目をつぶるうさねに一つため息をつく。

「うさね」

　クレープを一つ摑つかんで、うさねの口元に持って行った。

「は……もがっ！」

「叩かないから半分食え。多分俺これ全部食えないから」

「もがもごごごが……」

　うさねが何か言ってたが全然分からなかった。

　懸けん命めいに飲み込もうとするうさねを脇わき目めに、俺は携けい帯たいに来たメールを確認した。

　かなりの数のメールが届いていた。それらをななめ読みしながら確認する。

　中学生はガムを嚙かんでいた、とか、中学生の方から「不良うぜぇ」とか喧けん嘩かふっかけてたとか、断片的な情報はいろいろあった。しかし、一番重要な、人数に関する情報はなかった。

「……ダメか」

　順番にメールを手た繰ぐって、ふと、あるメールで止まる。




差出　love@dummy.ma.il

件名　なし

本文

　中学三年の弟の友達の話です。

　高校生にカツアゲされた振ふりするだけで一万もらえるバイトをやろうとしたらしい。ぎりぎりになって怖こわくて逃にげたらしい。

　参考になりますか？




　……これだ。

　やっぱり、あの計ったようなタイミングで起こったカツアゲ事件は、仕組まれていた。

　それだけじゃない！

　稲いな沢ざわの言った三人って数字が、予定なのだとしたら……。

　実際にバイトをやったのが、怖おじ気けづいたその一人ひとりを除のぞいた二人ふたりなんだとしたら……。

　稲沢が、計画段階でこの事件を知っていた証しよう拠こになる！

　……いや、しかしダメだ。

　証拠にするには話を聞かなきゃならない。

　カツアゲ事件を演出して一万貰もらいましたなんて、バイトしてる側が言うはずがない。

　証拠を押おさえるのに時間と人手が掛かかる。

　どうする？

「んくっ、先せん輩ぱいのかま掛けが上う手ますぎるんですよ……。絶対にもう黙だまったまま誰だれとも口きかずに生きていこうと思ったのに……」

　うさねがクレープを飲み込んで、苦笑しながら言った。

「……でも、来てくれて嬉うれしかったです。さすが先輩！」

「今何て言った!?」

　そうか……。

「さすが先輩？」

「その前」

「来てくれて嬉しかった」

「もっと前」

「先輩のかま掛けが上手すぎる」

「それだ！」

　予測がついているなら、やってみる価値はある。

　稲いな沢ざわの電話番号を呼び出す。

　コールと同時に、録音を開始。

『……稲沢です』

「会あい津づだ」

『…………』

　どう行くべきか。

　村むら崎さき先せん輩ぱいなら、ミスリードを混ぜる。まずは油断を誘さそう。

「あれからいろいろ考えて、俺おれも頭固かったな、って思って……、一度お互たがいのことを確認しようと思って掛かけた。今良いか？」

『ああ……』

　何か聞き出そうとしているのが伝われば、構えるだろう。違ちがうやり方で聞き出す。

「考えてみたら、一番辛つらいのは、被ひ害がいにあった五人の中学生だ。そうだよな」

　さあ！　掛かれ！

『その通りだ』

「……っ」

　おい、噓うそだろ!?

　看かん破ぱされてるのか？

『……正確には被害者は三人だが、数は問題ではない』

「っ！　そうか、三人か……。知らなかった」

　……掛かった！

「けどな、稲沢。……今は、数が問題なんだ」

『……何が言いたい』

「『さくらぞの』の記事には、中学生の人数が書いてなかった。噂うわさではニット帽をかぶったのとガムを嚙かんでいたのとの二人ふたり組ぐみだそうだ。数が合わないのは、変だよなぁ」

　余よ裕ゆうを見せる。全部知ってると思わせる。

　今の俺にできる最大のはったりだ。

「お前その三人ていうのどこで知ったんだ？」

『そうか。なら私の記き憶おく違いだ』

「いや、お前は間違ってないよ。俺の弟の友達はさ、カツアゲされる振ふりのバイト、怖こわくなって逃にげたんだってさ」

　稲沢が息を吞のむ音が聞こえた。

　俺に弟なんかいやしない。優ゆう位いを演出するはったりだ。

「計画の段階では、正しいんだよ！　三人で！」

『……それは何かのまちが……』

「もう良いんだよ！」

　逃にげに入らせてはいけない。

　その前に、選せん択たく肢しを提てい示じする。

　つい選んでしまいたくなる、安あん易いな選択肢を。

　……全部、村むら崎さき先せん輩ぱいのやり方だ。

「俺おれの目的はお前の不正を暴くことじゃない。……お互たがい脛すねに傷持つ身だよなぁって言いたいだけだ」

『……っ』

　聡そう明めいなお前なら、これだけで俺の言いたいことが伝わるだろう？

『…………お前が純じゆん遊ゆう会かいに所属していたことは、公表しない。それで良いか』

「ありがとう。言うまでもないけど約束は守ってくれよ。せっかくこの会話を録音してるんだから」

　これで良い。

　今は、これで良い。

「せ、先輩……」

　対面のうさねが震ふるえた声を出した。

「ん？」

「今の先輩、めちゃめちゃ怖こわかったんですけど」

　……うぐ。

　そんな怖かったかな。

「まぁ、悪の秘ひ密みつ結けつ社しやの幹部ですし？」

「ぷ、あはははははははははっ！」

　言ったら、うさねに受けた。




　　　　　◆




「恋こいは尊とうといか！」

「「ラヴ!!」」

「恋は美しいか！」

「「ラヴ!!」」

「恋を応おう援えんしたいか！」

「「ラヴ!!」」

「──総すべての恋こいに祝しゆく福ふくを！」

「「──総ての恋に祝福を!!」」

「ここに、純じゆん遊ゆう会かい会合の開会を宣言する！」

　俺おれは、この宣言を第二視し聴ちよう覚かく室しつのステージ上で聞いている。

　白い頭ず巾きんを纏まとって、皆みなを見下ろしながら。

　……うん。新しん鮮せんだ。

　そして、けっこう良い気分だ。

　村むら崎さき先せん輩ぱい……。俺は貴方あなたがこの気分を味わいたいがために秘ひ密みつ結けつ社しやを作ったって聞いても驚おどろきませんよ。

　マスターの進行で、プレゼンターが前に出る。今日きようのプレゼンターは、うさねだ。俺がプレゼンするべき内容だが、代わってもらった。俺は、白い頭巾をかぶって立たなければならない。

「皆様、もうお聞き及およびかもしれませんが、校則に対する改定要求が成なされました。投票は明日あしたです」

「……おぉ」

　うさねの言葉に、事情を知っている人が小さく歓かん声せいを上げる。

「改定要求の成された校則は……これです」

　うさねがスライドを送ると、そこには大きくこう書かれていた。




『不純異性交遊禁止の校則を撤てつ廃ぱい!!』




「会あい津づ優ゆう介すけ副生徒会長が提てい出しゆつしました。皆様、どうか勇気ある氏に大きな拍はく手しゆを！」

「「おおおおおおお!!」」

　スライドに一いつ緒しよに載のっている俺の顔に、皆が拍手をする。

　……ありがとう。ありがとうみんな。

　でも、まだダメなんだ。まだ……やつと戦うにはピースが揃そろわない。

「しかし、またこれもご存知とは思いますが、稲いな沢ざわ徹とおる風紀委員長による円えん城じようあかり生徒会長への不信任案が提出されておりまして……」

　うさねは一いつ瞬しゆんこちらを気にして言いよどむが、すぐに続ける。

「この不信任決議も、明日、同時にあります。現在のところ不純異性交遊禁止の撤廃は、敗色が濃のう厚こうです。それというのも……」

　スライドが次に進む。

　そこには、純遊会がプロデュースし、うさねが隠かくし撮どりした密みつ会かいが写っていた。

　教材室をバックに、あかりちゃんと、後ろ姿の香か取とりが写っている。

「生徒会長の不信任の理由は、校則に違い反はんして不純異性交遊をしていた疑いがあるからなのです」

「……な、なんだよこれ」

　一人ひとりの呟つぶやきを引き金に、聴ちよう衆しゆうにどよめきが広がる。最初に呟いた声は、香か取とりの声に聞こえた。

　普ふ段だんならここで、どうしたら良いかと会員に問う。

　だが、今回。それは行わない。

「すでにこの不信任決議を絡からめた作戦が会あい津づ優ゆう介すけ副生徒会長より提てい出しゆつされています」

「……どんな!?」

　一人が、当然の質問をする。

「現在同じく敗戦の可能性の高い円えん城じようあかり生徒会長を不信任から守ることでようやく成立する作戦です」

　うさねはすぐに次のスライドに送る。

「作戦は、こうです」

　そこには、俺おれが綿めん密みつに練ねった作戦が書いて……ない。

　書いてなかった。綿密な作戦は、まだ立っていないのだ。

　ただ、こう書いてあるのだ。

『愛の力』

「…………」

　さすがに、誰だれもが沈ちん黙もくした。

「この作戦には、皆みなさんの力がどうしても必要になります。けれど、失敗すれば風紀に目をつけられる可能性もある危険な作戦です。参加の強制はいたしません。残ってくださる方だけ、残ってください」

　うさねが言い終わるのを待って、俺は真しん鍮ちゆうの天てん秤びんを掲かかげて見せた。

　全会員による裁さい定ていの合図だ。

「ラヴ!!」

「「……ラヴ！」」

「「…………ラヴ!!」」

「「「ラヴ！」」」

「「……ラヴ！」」

　圧あつ倒とうされた。

　全員が、胸むねの前で指を組んでいた。

「…………」

　俺はただ息を吞のむばかりだった。

　危険があると言っているんだぞ!?

「満場一いつ致ちと認めます」

　ジャッジメントを担う黒くろ頭ず巾きんが、放心しているうさねにそう言った。

「俺おれを含ふくめて、全員が話の続きを聞かせていただくつもりのようですが、先はないんですか？」

「あ……、はいっ！」

　うさねが、俺の作ったスライドをさらに送る。

「皆みな様さまには、この頭ず巾きんの折おり畳たたみ方と、着方をマスターしていただきます」

　そのスライドには、俺とうさねで研究した、暗くら闇やみの中でも黒頭巾を一いつ瞬しゆんで着て一瞬で畳めるやり方が書いてある。

　……暗闇の中で。

　あかりちゃん。俺は闇の中から貴方あなたを救い出して見せますよ。




　　　　　◆




　一ひと晩ばんが明けた。

　今日きようはまた、放課後に全校生徒投票がある。前回やったのが一週間と少し前だ。こんなに連続で全校生徒投票があるのは異例のことだが、事態が事態だからと選挙管理委員も認めてくれた。

　何しろそもそも、生徒会長に対する不信任が出されるのが異例のことなのだ。去年の、散々無能だと批ひ判はんされ続けた清きよ元もと生徒会長だって、不信任を出されたりはしなかった。

　……異例だからと正しさを諦あきらめるようなやつが相手なら、俺だってここまで手を焼いたりしない。

「…………」

　登校。靴くつ箱ばこを前にして、俺はまだ悩なやんでいた。

　成なすか成さぬかじゃない。成す。それはもう決まったことだ。俺はどんな形であれ、あかりちゃんを守る。

　しかし、一つだけ、足りない。

　攻せめ手が一つだけ不足している。

「……あれ？」

　靴箱を開けると、封ふう筒とうが落ちた。

　またまた。どっかで見た光景だ。

　……と思っていたら、違ちがった。

「なんだこりゃぁ！」

　封筒が、また落ちた。一つじゃない。たくさんだ。

　山ほどの色と形の違う封筒がどさどさと俺の足元に溜たまる。

「…………」

　一つ拾ひろい上げると、こうあった。




　会あい津づ優ゆう介すけ様

　　　　　無名の応おう援えん者しやより




　開いてみると、中には不純異性交遊禁止と書かれた看かん板ばんを叩たたき潰つぶすアメコミっぽいヒーローの絵がいっぱいに書かれていた。

　他ほかのも、似たり寄ったりだ。

　血判状みたいな細工がしてあるものもある。

　隅すみに薔ば薇らの印が描えがかれたものもあった。

「…………あいつら」

　純じゆん遊ゆう会かいに所属する、みんなだ。

　そうだ。

　不純異性交遊の禁止なんて、ふざけてる。

　それを盾たてに、恋人を連行しようなんて、不届き千万だ。

　仮にそれが元で過去に過あやまちがあったんだとしても、それを律りつするのが大人おとななんだとしても……。




　恋こいで過ちを犯すなんて、あって良いじゃないか！




　授業は、サボった。

　さっくりと完全に。

　サボって、生徒会室と新校舎とをつなぐ渡わたり廊ろう下かにいた。

　エアロギャラリーと呼ばれている。

　校庭も見渡せて、日も入って、日向ひなたぼっこには最適だ。

「…………」

　あかりちゃんを追って入った高校だったけど、俺おれはこの久ひさ高こうが大好きだ。

　だけどあの日、稲いな沢ざわに負けて逃にげたときのような悔くやしさはない。

　俺を後あと押おししてくれる人のために退学を食らえるなら、それ以上のどんな喜びがあろうか。

　俺の退学と引き換かえに自由な恋れん愛あいを勝ち取れるなら、その自由はどれほどの価値だろうか。

「なぁ、刺さし違ちがえてでも校則を変えていくよ。うさね」

「……っ！」

　そっと、新校舎の方から近寄ろうとしていた人ひと影かげにそう言う。

「どう、いう、意味ですか？」

　人影……うさねは、俺の傍そばまで来ないで少し遠くからそう言った。

「……一手足りないんだ。稲沢の不信任案をねじ伏ふせて、なお稲沢からの反はん撃げきを食らわない手が思いつかない」

　俺おれの最大のカードは、稲いな沢ざわが風紀委員会の権限強化をでっち上げの事件によって勝ち取ったというその一点。そのカードを切ることはつまり、稲沢との不戦協定を破るということ、約束を違たがえるということ。

　当然、稲沢は俺を純じゆん遊ゆう会かいのメンバーとして連行するだろう。

「もし、恐きよう喝かつ事件でっち上げのカードを使わずに稲沢の不信任案を退けられれば、高校に残れるかな、って思ったんだけどね」

「そんなの……ダメです！」

　うさねは強く首を振ふった。

「恋れん愛あいが自由になったって、ひとみ先せん輩ぱいがいなかったら何にもならないのに……」

　……やっぱり、良い子だな。

　うさねが好きな人って、どんな人なんだろう。

「……ありがと」

　失しつ恋れんしてしまったうさねのためにはならないかもしれないけど、でも、総すべての恋こいする久ひさ高こう生せいを俺は応おう援えんしたい。

「うさね。でも俺は、もう止まれないよ」

　手の中を見る。

　応援の手紙が、たくさんある。

　恋を応援したい人が、こんなにたくさんいる。

「ここで自分のために引き下がったら、多分俺、何もなくなる」

　うさねは、それでも諦あきらめなかった。

「あと一つ、何か手があれば良いんですね!?」

「うん……。でも」

　望みは後ろ髪がみを引く。かすかにしかない望みなら、断つべきだ。

「情報操作の線はダメなんですか!?」

　うさねが言っているのは、うさねが撮とって来てくれた写真のことだろう。稲沢が報道部と組んで投票の情報操作をしていた。というのは、裏が取れればスキャンダルになる。

「……ダメだ」

「どうしてっ！」

　うさねは、納得のいかない顔で俺を見る。

「隠かくし撮りじゃ証しよう拠こにならない、ってことですか？」

「そうじゃないよ。うさねの写真でも、やりようによっては稲沢の不正を暴けると思う」

「じゃあ……」

　言い掛かけるうさねを、俺は首を振ふって遮さえぎる。

「稲沢にとって、不正を暴かれるのは致ち命めい傷しようだよ。今後稲沢がどれだけ正しさを説いても、誰だれも聞かなくなるだろうから」

　もしかすると稲いな沢ざわから見れば、俺おれにとっての退学よりずっと痛いたいことかもしれない。

「俺が稲沢に致ち命めい傷しようを与えれば、稲沢は必ず俺を道連れにする」

「……あ」

　うさねの表情が曇くもる。

　うさねにも、このどうにもできない袋ふくろ小こう路じが分かっただろう。

「俺が久ひさ高こうに残るためには、稲沢の不正を暴かず、でも不信任を撤てつ回かいさせる、っていう曲芸みたいな手段が必要なんだ」

　限られた時間で、それを探さがすのはおそらく無理だ。だから、俺はもう諦あきらめた。

　道連れにされる覚かく悟ごさえあれば、恋れん愛あい禁止も不信任も、きっと撤回させられる。

「……だったら」

　うさねは、それでも……。

「だったら、その手段を探します！」

　それでも、走り出した。

　俺を久高に残すために。

　ありがたくもあり、申し訳わけなくもある。




　　　　　◆




　全校生徒投票が始まった。

　天気予報では今日きようは梅つ雨ゆの合間の晴れ空だったはずだが、さっきまで晴れていた空に今は雲が掛かかっていた。

　放課後、暗幕を引いた体育館に、全校の生徒たちが集まっている。

「始めに提てい案あんのありました校則改定について、提案者の会あい津づ優ゆう介すけさんに説明をいただきたいのですが……、会津さん、いらっしゃいませんか？」

　議長を務める選挙管理委員が俺を呼ぶ。

　体育館を埋うめる生徒たちも、俺の姿を探して視線をあちらこちらに動かしていた。

　不信任の投票を先にすれば、生徒会長不在の状態が起こり得る。会長がいないまま校則改定の投票をやるわけにはいかないから、きっと俺の出した不純異性交遊に関する校則の投票から始まる。それは予想済みだ。

　だから俺は、会場にいるわけにはいかなかった。不純異性交遊の話は後回しにしなきゃいけなかった。

　俺の作戦は不信任決議を無効にしてからじゃなきゃ、意味を成なさない。

　俺おれは、稲いな沢ざわの不信任案を蹴け飛とばすことに全力を尽つくさなきゃならない。

「では、この提てい案あんは無効といたしまして、次の議案に移りたいと思います。生徒会長に対する不信任案とのことですが、提案者の稲沢徹とおるさん。ご説明をお願いいたします」

　……さぁ、どう出る！　稲沢！

「ご紹介いただきました。風紀委員長の稲沢です」

　稲沢が壇だん上じように上がる。

「まずは、この写真を見ていただきましょう」

　プロジェクター用のスクリーンが下りる。俺の位置からでは光しか見えないが、スクリーンに映っているのはあの写真だろう。間ま違ちがいない。

　……うさねが隠かくし撮どりし、報道部の藤ふじ本もと部長にプリントアウトさせられた、あかりちゃんが香か取とりと会っている写真。

「もうこれだけで私が何を言いたいかはお分かりでしょうが、この写真を提てい供きようしてくださった報道部の藤本先せん輩ぱいに説明していただきます」

　藤本先輩本人も出てくるか。

　壇上に上がった藤本先輩は、ＰＲＥＳＳの腕わん章しようをつけていた。報道部としてそこに立っている証あかしだ。

「報道部部長、藤本沙さ織おりです。これはうちの部員が偶ぐう然ぜんに撮さつ影えいした写真です。場所は三階教材室。参考までに言わせていただくのなら、教材室の鍵かぎを保管しているのは職員室と事務室以外では、生徒会室のみです」

　……有能だ。

　藤本先輩。

　どうして、貴方あなたほどの人が稲沢の姦かん計けいに加か担たんするんですか。

「部員保護のために撮影者の名は伏ふせますが、撮影者はそこで彼らが恋れん愛あいの話をしているのを聞いております。この写真が証明することは、校則を守らせ、風紀を保つ立場にある円えん城じよう生徒会長が、あろうことか鍵を管理しているという生徒会の権利を使って不純異性交遊をしていた、という事実です」

　体育館がにわかに騒さわがしくなった。

　事情を知らない人間にとっては、とんでもないスキャンダルだろう。

　証しよう拠こにケチをつけることはできない。風紀委員会か報道部の不正を暴く以外に、これを止める手立ては……残念ながらない。

　藤本先輩が一礼して壇を下りる。代わりに稲沢が再び登壇した。

「以上のように、生徒会長が不純異性交遊を禁止した校則を破っていることは確実と言える。校則を定めておきながら罰ばつ則そくを頑かたくなに拒こばんでいたのは、自らが罰せられることを恐おそれてのことだったと判断されても仕方ない行こう為いである。よって……」

　頭に血が上りそうになるのをこらえるのに必死だった。

　違ちがう。あかりちゃんはそんな人ではない。俺おれは知っている。

　……今は、俺が知っていればそれで良い！

　稲いな沢ざわは一度、体育館に集まる全校生徒を見み渡わたしてから声を張り上げた。

「ここに生徒会長不信任案を提てい出しゆつする！」

　マイクは選挙管理委員が引き継つぐ。

「ありがとうございました。これに対して、円えん城じようあかり生徒会長。何か反対弁論はございますか」

　あかりちゃんは、何を言うだろうか。

　何を言っても不信任は覆くつがえせないだろう。しかし、あかりちゃんは潔けつ白ぱくだ。釈しやく明めいはできるはずだ。

「……ありません」

　え!?

　あかりちゃんは、きっぱりと反論を断った。

　……どうして!?

　少し考えて、すぐに思い至いたる。

　……俺だ。

　あかりちゃんは、教材室にあかりちゃんを呼んだのが俺の手引きだと思っている。教材室の鍵かぎも、俺が生徒会室にある鍵を使って開けたものだと。

　……だから、何も反論しないのか？

　あかりちゃんのピンチに欠席する俺を、それでも庇かばおうって言うのか？

　……やっぱり、純じゆん粋すいに誰だれかのことを考えているのは、あかりちゃんの方だよ。

　あかりちゃんは、俺にとってはヒーローだ。紛まぎれもなく！

「……良し！」

　……出よう。

　ここが、俺の高校生活の、最後の戦場だ。

「……っ！」

　そのタイミングで、携けい帯たいが震ふるえた。

　これ以上出るのが遅おくれたら、投票が始まってしまう。それからでは遅い。

　一いつ瞬しゆん、無視しようかと思った。

　ディスプレイを見る。発信者は、うさね。

「……はい」

『はぁっ、はぁっ…………』

　取った電話からは、うさねの息の音だけが聞こえた。

「もう時間切れだ。……俺のために頑がん張ばってくれてありがとう」

『はぁっ、て、ことは……っ、まだ出て、ないん、ですねっ！』

　うさねは、今にも倒たおれそうな弱々しい声でそう言った。

「まだだけど、これから話を聞いている暇ひまはないんだ。……作戦には組み込めない。……達者で」

『ひと目だけで、十分なんです！　私の送る写真を、ひと目見て、それから決め……てください！』

「……分かった」

『デスクの家に、噓うそついて上げてもらって、机を探さぐったら出てきた、ものです……』

　藤ふじ本もと先せん輩ぱいの家？　どこだか知らないが、そこまで走ったのか……。

　あるかどうか、間に合うかどうかも分からない「もう一手」のために？

『──総すべての……恋こいに……』

「……祝しゆく福ふくを！」

　電話は切れ、次の瞬しゆん間かんにメールを受信した。

　写真だけのメール。そこには、机の上に広げられた書き掛かけの手紙があった。




　稲いな沢ざわ徹とおる様

　突とつ然ぜんこんな手紙を差し上げて、驚おどろかせてしまったかと思います。

　先日の取材では大変にお世話になりました。その折おり、貴方あなた様に頂いたお言葉が耳について離はなれず、ずっと気に掛かっております。

　お慕したい申し上げます。貴方様の姿を拝見する度たび、公正なる学校の実現のため今日きようも独ひとり奮ふん闘とうしておられるのだと感じ、心しん痛つう止やみません。

　この様なはしたない手紙を




　書き掛け。署名もなし。ただ、何度もなぞるように、大切に書かれた宛あて名なだけはしっかりと読み取れる。

　──稲沢徹様。

　これは、出すことのできなかったラヴレター。

「異論がないようでしたら、投票に移りたいと思います」

　選挙管理委員が言った。

　……出よう。

「お待ちいただきたい!!」

　俺おれの声が、白しろ頭ず巾きんの喉のどの部分に付けられたマイクとボイスチェンジャーを通して、変な響ひびきを加えて体育館に響いた。

　……それが、合図。

　体育館の電でん灯とう全すべてが、一瞬消える。

　同時に、緞どん帳ちようを下ろすモーターが一つ動き出す。舞ぶ台たいのはるか上から体育館全体を見下ろしていた俺は、滑すべり出すように下へと降りてゆく。

　俺おれが待っていた場所は、舞ぶ台たいの天井、幕を吊つって支えるバトンだった。

　プロジェクターが点てん灯とうした。

　……スポットライトの代わりだ。

　真まっ暗くら闇やみの中に突とつ然ぜん光が現れ、その中心に白い頭ず巾きんをかぶった俺が、静かに降りて来る。

　過か剰じような演出。

　だが、それは視線誘ゆう導どうを目的としたフェイク。

　これが起こることを知らない生徒は舞台上の俺の異様な姿に釘くぎ付づけになり、そして……。

　これが起こることを知っている生徒は、手に持ったプリントの隙すき間まから畳たたまれた黒頭巾を取り出し、一いつ瞬しゆんで着る。

「部外者に投票を邪じや魔まさせてはいけない！　風紀委員、宣せん誓せい！」

　稲いな沢ざわは、かすかに動じたものの即そく座ざに自分を取り戻もどし、指令を出す。

「「久ひさ倉くら憲章の下に!!」」

　風紀委員たちは、竹刀しないを左手に降ろして右手を胸むねの前に掲かかげた。

「執行!!」

　稲沢の掛かけ声ごえに、竹刀を持った風紀委員たちが隊列を作って俺を確保しに壇だん上じようへと上がってくる。

　……さすがの練度だ。

　だが、練度なら負けない。

　俺は、何も言わずに抱かかえていた本を掲げる。

　それは、入社儀礼イニシエーシヨンで誰だれもが苦にがい思いをさせられる、純じゆん遊ゆう会かいの象しよう徴ちようたるあの魔ま道どう書しよだ。

「「ラヴ!!」」

　俺の後ろに並んだ、百人近い黒頭巾たちがいっせいに指を前に組む。

　そして、風紀委員から俺を守るように一いつ斉せいに前に出た。

「唐とう突とつに失礼いたしました。我々は、秘ひ密みつ結けつ社しや『純遊会』と申します」

　ざわめく生徒たちに、俺は言う。

「──総すべての恋こいに祝しゆく福ふくを！」

　指を組む。

「「「──総ての恋に祝福を!!」」」

　俺を守っていた黒頭巾たちが、唱和した。

「我々は愛の力を信じ、恋する者総ての味方となる者です」

　会場は、まだ啞あ然ぜんとしている。

　このタイミングで圧あつ倒とうできるだけの情報量を叩たたき込こんでやらなければ、こんなゲリラ戦法を選んだ意味はない！

「この不信任は成なり立ちません。ここには正当性しかない。……愛がないのです！」

　相手に意味を摑つかませない。あり得るはずがないと思わせ、信じられないと思わせ、各おの々おのの信じる常識に立ち返らせる。

　自分の常識に籠こもる限り、本質は見えない。信念があればあるほど見えないのだ。

「愛だと!?　ふざけるなら他ほかでやれ！　今は生徒会長不信任の正当性を論じている！」

　稲いな沢ざわがすぐに反論する。

　稲沢と藤ふじ本もと先せん輩ぱいだけは、これが俺おれの差し金だと気付いている。立ち直りが早い。

　……ゆえに、その二人ふたりをねじ伏ふせれば、戦いは終わる。

「稲沢くん。貴方あなたは愛の力を過小評価し過ぎです。愛の力は何でもできる。貴方の提てい出しゆつした不信任案を白紙に戻すこととて造作もないことです」

　稲沢が、表情を歪ゆがめた。

「……自分が何を言っているのか分かっているのだろうな？」

　ああ、分かっているとも。お前が何を言っているのかも全すべてね。

　……最後通つう牒ちよう。

　お前には、白い頭ず巾きんの中にいるのが誰だれか、すでに想像がついているんだろ？

　不正を言げん及きゆうする気なら、お前を久ひさ高こうから殺してやるぞ。

　そう、俺に言いたいんだろ？

「疑問がおありでしたら証明しましょう。愛の力は貴方の提てい示じした証しよう拠こを消し去ります」

　なぁ、稲沢。

　俺は別に、お前に殺されたって構わないんだ。

「正義のためにその身を捧ささげられますか？　金や、地位はどうでしょうか？」

　両手を広げ、大おお仰ぎように演出する。

「愛のためなら、私はこの身を捧げることも辞さないのです！　愛のために今ここで頭巾を取れと言うなら取りましょう。高校から去れと言うのなら去りましょうとも！」

　俺から見ればこれはブラフだ。

　外から見ればこれはパフォーマンスだ。

　だが、藤本先輩からこれを見ると、これは脅おどしになり得る。

　俺は稲沢と弱みを握にぎり合っている。だが、俺はいつでもこの身を捨てて刺さしに行ける。

「…………っ」

　藤本先輩の反応は、圧あつ倒とうされる他ほかの生徒たちとは違ちがった。

　やっぱり……。

　圧倒される振ふりをしながらちらちらと稲沢の動向を追っているね？

　自分の立場を捨てて物事に掛かかることはできても、仲間の立場を捨てる作戦は取れないものだ。それを教えてくれたのは、うさねだった。

　好きな人なら、なおさらだろう？

　……人の気持ちを利用するのは悪いことだ。

　そんなのは知ってる。俺おれは、とっくのとうに悪の秘ひ密みつ結けつ社しやの幹部だ。

「藤ふじ本もとさん。貴女あなたは愛の力を知っています」

「……え」

　呼び掛かけられるとは思っていなかったのだろう藤本先輩が慌あわてる。

「お慕したい申し上げます。貴方あなた様の姿を拝見すると心しん痛つう止やみません……」

「っ!!」

　言葉の力は劇げき的てきだった。

　藤本先輩の頰ほおが、かぁっと赤く染そまった。

　藤本先輩にしか分かるまい。俺が何を言っているか。

　それは、藤本先輩が心深くにしまっておかなければならない言葉なのだから。

「貴方様が心を砕くだき、疲つかれ果てるを見続けるのは忍しのびないことでございます」

　それは、書き掛けのラヴレターの続きだ。藤本先輩の心に無ぶ遠えん慮りよに踏ふみ込こむことを承しよう知ちで、俺が作った言葉だ。

　……ごめん。藤本先輩。

　でも、先輩の心をどれだけ抉えぐろうと、俺はやらなければならないことがある。

「藤本さん。このまま砕け散る者を無傷で止めることができるのは貴女だけです。……辛つらいでしょうが、ご決断ください」

「……っ!!」

　藤本先輩は、ただただ唇くちびるを嚙かんでいた。

　悩なやむのは分かる。

　道を踏み外はずしていく稲いな沢ざわを、それでもサポートし続けた貴方にとって、今までの自分を否定する決断でしょう。

　……さぁ、どうしますか？　藤本先輩！

「……しょ、証しよう拠こ写真……、生徒会長の不純異性交遊の証拠写真は……」

　藤本先輩は、搾しぼり出すように語る。

「これだけでは、不純異性交遊かどうか分からないものです。……証拠として不十分であると、認めます……っ」

「……ありがとうございます」

　俺が藤本先輩に礼を言う。

　生徒たちがざわついた。

　おそらく誰だれも信じていなかった愛の力だ。だが、あれだけ強気で証拠を出した藤本先輩が俺の言葉で証拠を引っ込めてしまったことだけは、……どれほど不可解でも、事実だ。

　体育館に集まった生徒全員に精神的不安定状態が広がっていく。

「さて、稲いな沢ざわくん。信じていただけましたか。愛の力を」

「……私には不正があるようにしか見えない。どんな脅きよう迫はくを使った！」

　稲沢は、それでも俺おれを睨にらみつける。

「…………」

　稲沢にはもう一枚カードがある。俺が純じゆん遊ゆう会かいに関かかわっているとここで発表すれば、俺は退学に追いやられるだろう。

　だが、お互たがい様だ。稲沢がカードを切れば、俺は逆に稲沢を告発できる。

　……カツアゲ事件をでっち上げて、風紀委員会の権限を強化した、と。

　うさねにもらった一手、ラヴレターというカードのおかげで、俺は稲沢と、対等以上に戦える。

「答えろ！」

　……稲沢。

　俺は、もうどっちへ転んでも守りたい人を守れるんだ。

　お前の選せん択たくで良いよ。

　お互いの脛すねをくわえたままこの久ひさ高こうに残るか、……一いつ緒しよに堕おちるか。

　どっちにする？

「……愛の力です」

　俺は、稲沢の問いにただ、そう答えた。

「っ!!」

　稲沢が射殺せそうな眼光で俺を睨んで、口を開いた。

　だが、それを藤ふじ本もと先せん輩ぱいが制止した。

　藤本先輩が稲沢の肩かたにそっと手を置いて首を振ふる。そして、何かを呟つぶやいて聞かせた。

「…………っ！」

　稲沢は、苛か烈れつな視線を足元に落とした。

「……証しよう拠こが不十分であるならば、十分な証拠を揃そろえてからもう一度提てい案あんするべき……でしょう」

　目を閉じ、黙もく想そうするように一つ大きく息をつく。

「議長。不信任案を取り下げさせていただきます。よろしいでしょうか」

「……わ、分かりました！」

　稲沢が、壇だんを下りた。

　……やった、のか？

　俺はあかりちゃんを、守り切ったのか……？

　遅おくれて、足に震ふるえが来た。

「そ、それでは、これにて……本日の投票を……」

　いや！

　終わりではない！

　選挙管理委員の言葉を、俺おれは再び遮さえぎらなければならない！

「お待ちください！　不純異性交遊禁止の校則撤てつ回かいに対する投票は、未いまだ行われておりません！」

「は!?　し、しかし……」

　司会を務める彼は、うろたえる。

　こういうときに決まりに対して毅き然ぜんとした態度を取って仕切っていた稲いな沢ざわは、憔しよう悴すいして壇だんを下りている。判断を仰あおぐべき人間はいない。

　そして、集まった生徒たちは我々の行こう為いをもはやエンターテイメントとして楽しんでいる節ふしがある。先ほどから、投票やろうよ、とか、空気読め選管、とか野次が飛んでもいる。ギャラリーの白熱は、司会には荷が重い。

「……提てい案あん者しや不在で答弁を省略した投票は可能ですよ」

　司会の彼にフォローを入れたのは、あかりちゃんだった。

「は、で、では、答弁を省略した略式投票を行います」

　だが、俺はそれにもストップをかけた。

「お待ちください」

　俺は、待っていたのだ。

　……このときを！

「提案に対する意見を述べる機会は、誰だれにでも与えられているはずです。違ちがいますか？」

「……はい」

　選挙管理委員の彼は、一いつ瞬しゆん考える。

「おっしゃるとおりです。今年からそういった制度が取り入れられています」

　さすが。

　不測の事態に慌あわてていても選挙管理委員だ。あかりちゃんが作った誰でも話し合いに参加できる仕組みをちゃんと覚えていてくれた。

「では、私から意見に替かえて一生徒のメッセージを読ませていただいてもよろしいでしょうか」

　俺は、袖そでから一通の封ふう筒とうを取り出した。

「……分かりました。どうぞ」

　司会が苦笑して、俺に壇への道を譲ゆずってくれた。

「これは、円えん城じようあかり生徒会長。貴女あなたに宛あてたメッセージです。円城あかり生徒会長。こちらへ来ていただいてもよろしいですか？」

「……はい」

　舞ぶ台たいの一番前。舞台用の黄色いライトの下。

　俺は、封筒を開き、手紙を取り出す。

　そこには、白紙の便びん箋せんだけがあった。

「円城あかり様……」

　何も書いてない手紙を、俺おれは読む。

　……読もうとして、こみ上げるものに喉のどをふさがれそうになった。

　考えてきたんだ。文章は。

　暗記してる。

　最初は、「校則違い反はんを承しよう知ちで、どうしても言いたいことがあります」だ。

　…………。

　……。

「あかりちゃん」

「……え？」

　俺は、白紙の手紙に視線を落としたまま続けた。

「ずっと、言えなかったんだ。校則のせいとか、女子大に行っちゃうからとか、いろいろ理由を付けてたけど、ただ単純に、断られるのが怖こわかった」

　体育館がしんとした。

「だから俺は卑ひ怯きようだったんだと思う。嫌きらわれるのが怖くて、ずっと自分の意見は言えないでいた。でも……そのせいであかりちゃんを不安にさせていたとは思ってなかった」

　用意した言葉なんか、全部吹ふき飛んで、後から後から言葉が溢あふれてきた。

「あかりちゃんはいろいろ悩なやんでたし、自分を責めてたし、悔くやんでもいた。だけど、俺は心の底から、信念も何もかも取り払って、本音で言う！」

　手紙から顔を上げる。

　そこに、涙なみだを流しながら聞くあかりちゃんの姿があった。




「俺は貴女あなたを、世界で一番愛しているっ!!」
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　あかりちゃんが、はっと息を吞のんだ。

「あかりちゃんは何も気にせず、恥はじることなく、自分の良いと思うことをすれば良い！　それが俺の愛するあかりちゃんだ！」

　手紙を畳たたむ。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが体育館を包み……、その後、拍はく手しゆと歓かん声せいが満ちた。

　それらが少しだけ収まるのを待って……、というか、俺は自分の動どう悸きが治まるのを待っていたのかもしれないけど……、俺は続けた。

「不純異性交遊禁止の校則がゆえに、この告白が誰だれから円えん城じようさんに宛あてられたものかは言えません。また、ここで円城さんの答えを聞くこともならないでしょう」

　今度は、生徒全員の方を見て言う。

「しかし！　不純異性交遊禁止の校則を改定し、撤てつ廃ぱいすることができるならば！　告白した彼の名を言うことも、また彼女の答えを聞くことも、何に縛しばられることもなくできるのです！」

　俺おれが言い切って、司会に頷うなずく。

　司会も頷いて、それからマイクを取った。

「拍はく手しゆによる予備投票を行います。不純異性交遊禁止の校則を撤てつ廃ぱいしても良いという方は、拍手をお願いいたします」

　それは、まるで豪ごう雨うのような拍手だった。

　全校生徒のほぼ全すべてが、俺と、あかりちゃんとの恋こいを祝しゆく福ふくするかのように手を打っていた。

「賛成多数と認め、本投票に替かえさせていただきます！」

　司会の声に、また再び拍手の雨が降る。

「それでは、円えん城じよう生徒会長よりお言葉をいただきましょう。円城生徒会長、お願いします」

　司会が徐じよ々じよにこの状じよう況きように慣れてきていた。

　マイクを持って登とう壇だんするあかりちゃんと、降壇する俺とがすれ違う。

「……会あい津づくんはちゃんと聞いています。ご安心を」

　俺はあかりちゃんにそう呟つぶやいた。




　　　　　◆




　撤てつ収しゆうだ！

　俺おれはもう一度体育館の照明を全すべて落とす。

　点ついているのは唯ただ一つ、壇だん上じようのあかりちゃんを照らす舞ぶ台たい照明のみ。

　舞台上に上がって、この異様な空間を作るのを手伝ってくれた黒くろ頭ず巾きんたちは、散々練習した例の折おり畳たたみ方を使って、頭巾をどこかへ隠かくして一生徒に戻もどっている。

　俺も、そうだ。舞台袖そでに逃にげ、そこで白い頭巾を脱ぬいだ。下には久ひさ高こうの学ランを着てきている。

　すっぽり頭から足まで覆おおう頭巾を脱いで、畳んで隠してしまえば、誰だれも俺があの白頭巾だとは分からない。

「ええと……、混乱してます」

　あかりちゃんは、壇上で一人ひとり震ふるえた声を出していた。

「いろいろなことが一度にありすぎて、まず、私がまだ生徒会長でいて良いのかというところから……」

　視線はさまよい、肩かたは縮ちぢこまる。

「…………」

　時間を見計らい、俺が照明を点てん灯とうする。

　そして、学生服に戻った俺とあかりちゃんの視線が合った。

「…………」

　それで良いよ。あかりちゃん。

　笑い掛かける。

「……くすっ」

　あかりちゃんは、顔を真まっ赤かにしながら笑ってくれた。

「……すーっ、はぁ……」

　あかりちゃんはそれから壇上で大げさに深呼吸して……。

「っ!!」

　ごつい男物のベルトの縁ふちを、親指で擦こすった。

　……ぷっ！

　俺は、吹ふき出しそうになったのを必死で堪こらえた。

　あかりちゃんの今の口の動きから何を言ったか読み取れたやつは、多分俺だけだ。

　……変身！

　あかりちゃんの口は、確かにそう動いていた。

「どなたかにも言っていただいたことですし、では良いと思うように答えさせていただきましょうか！」

　そこからは、まるで別人のようにはきはきしていた。

　……いや、俺おれの知ってるあかりちゃんは、確かにこうだったな。

「どなたの告白であれ、また校則がどうあれ、私には秘ひ密みつ結けつ社しやなる非公認の団体が校内に存在することを知りながら対処もせずに恋れん愛あいに打ち込こむことはできません」

　……え？

　ちょ、え？　何ぃ!?

「ですから、秘密結社なる非公認団体と慎しん重ちように話し合いを続け、軽はずみであったことを反省していただくまで、私はこの告白の答えを保ほ留りゆういたします！」

　自分の頰ほおが上がるのを感じた。

　保留。……保留か。

　その答えは、予想してなかったな。

「……はは」

　残念がるべきか、ほっとするべきか、分からなくなって乾いた笑いが出た。

　でも、それがあかりちゃんの本音なんだとしたら……。

　何も言ってくれないより、ずっと良い！

「不信任がなくなった以上、私はまだ生徒会長です。生徒会長である限り、私は主張を続けましょう。……校則に罰ばつ則そくは不要です！　一度は設もうけられた罰則ですが、私は再び罰則の撤てつ回かいを求めていくつもりです！」

　いきなり始まった方針演説に、恋こいバナを期待していた生徒たちがつんのめるのが分かった。

　告白に対する答えのために司会が空気読んで作ってくれた時間なのに、学校のこと言う方が長そうだ。

　……あかりちゃんらしいよ。

「罰則が怖こわくて正しく振ふる舞まう人を、信じられるでしょうか!?　私は罰則のない高校こそが最高だと信じています。けれど、私は反対意見のある方ともじっくり話し合いたいのです。異論がありましたらいつでもお越こしください！」

　けれど、その自信満々の態度に、生徒たちは笑って拍はく手しゆを送った。

　……それで良い。

　それで良いんだけどあかりちゃん？　生徒にめちゃめちゃ拍手されてるそれ、さ……。

　──罰が怖くて正しく振舞うやつなんて、逆に信じられないじゃん！

　──殺し合いならまっぴらだ。だが喧けん嘩かなら買ってやる。文句があるならかかって来い！

　それ、超ちよう人じんライダーフレアの台詞せりふそのままだよね。

「あはは……」

　俺は笑って、体育館の非常口から一足先に退場した。

　告白の答えは保ほ留りゆうされたけど、恋れん愛あい禁止は破ったし、あかりちゃんの不信任は退けた。

「はぁ……」

　溜ため息いきとともに見上げた空は、雲の切れ間に夏の太陽があった。

「晴れたな」

　携けい帯たいを取り出し、着信履り歴れきからうさねに電話を掛かける。

『はい！　ひとみ先せん輩ぱいですか!?』

　呼び出し音一つでうさねは出た。

「ああ、やったようさね」

『やったとは……？』

「不信任も、恋愛禁止もぶち壊こわしてやった」

『そ、それで……ひとみ先輩はどうなったんです!?』

　言われて、思い出した。

　ああ、そうだ。うさねはそのために走ってくれたんだから。

「ありがとう、うさね。君のおかげでまだ久ひさ高こう生せいをやっていられそうだ」

『……よ、よかっ……う、うああああぁ……』

　うさねの声は、言葉の途と中ちゆうで泣なき声ごえになってしまった。

『良くやったよひとみ。私からも感謝を述べさせてもらおう』

「え？」

　代わったのは、声こそ電話越ごしで分かりにくいが村むら崎さき先輩だった。

『ありがとう。これで久高に自由恋愛が戻もどってきた』

「……いえ、総すべての恋こいを応おう援えんするのが会員としての責務ですから」

　成なし遂とげた今、俺おれはこの言葉を胸むねを張って言える。

　恋を禁止する校則を打ち破って、俺は純じゆん遊ゆう会かいの目的を完かん遂すいしたのだ！

「純遊会がなくなるかと思うと少し残念ですけど」

　……でも、純遊会を解散すれば俺はあかりちゃんに告白の答えを貰もらいに行ける。新しい一歩だ。決して寂さびしいだけじゃない。

『……何を勘かん違ちがいしているんだ？』

「へ？」

　村崎先輩の言葉は、皮肉を言うとかそういう感じじゃなくて、純じゆん粋すいに困こん惑わくしていた。

『恋に終わりはない』

「…………」

『恋の応援にも、終わりはないよ、ひとみ。私たちは永遠に恋を応援し続けるのさ』

「え……」

　そ、それじゃ……、俺はあかりちゃんから永遠に告白の答えを貰えないことにならないか!?

『総すべての恋こいに祝しゆく福ふくを』

　力が抜ぬけて滑すべった携けい帯たいから、最後にそう聞こえた。

　……誰だれか、俺おれの恋を祝福してくれ。頼たのむから。







　あとがき




　はじめまして。寺てら田だ海月くらげと申します。本作がデビュー作となります。




　あなたの夢は何ですかと聞かれると、僕ぼくの夢は「あとがきを書くこと」です。

　現在進行形で夢が叶かなってますね。

　本編じゃないのかよ！　……もちろん本編の小説を書くのも大好きですが、あとがきは別格、別バラです。

　デザート、みたいなものですよね。幸せです。

　……何が幸せって、このスペース、何を書いてもちょっとひねくれてて格好良さげに見える魔ま法ほうのスペースなんですよ。めちゃめちゃ幸せですよね！

　あと、これを書いたら仕事おしまい、っていうところも幸せです。

　仕事は好きですけど、仕事が終わるのはもっと好きです。

　このあとがきを書けたのは、担当のＮさまに「本にしませんか？」と言っていただいたおかげです。また絵師のnauribonさまにステキな絵を描いていただいたおかげでもあります。お二方には特に感謝いたします。

　他ほかにも感謝したい人が山ほどいます。投とう稿こう作さくを読んでどこがダメなのか教えてくれたヒヨとジンをはじめとする友人たち。背中を押おしてくれた父。失しつ恋れんの経験をくれたＹ。感謝しています。大好きです！　みなさまのおかげで、僕はこのあとがきを書けるのです。

　そして、このあとがきを読んでくれるあなたにも感謝しています。ありがとうございます！

　もし、先にあとがきを読んでくださっている方でしたら……無理にとは申しませんが、実はちょっと本編も読んで欲しいです。




　……うーん、あんまりひねくれてて格好良さげなあとがきにならなかった気がします。

　おかしいなぁ。先せん輩ぱい諸しよ氏しのあとがきはみんなひねくれ格好良いのになぁ。

　次巻までに研究して格好良くしますね！　その折おりはぜひまたお会いしましょう。





寺田海月
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寺てら田だ海月くらげ

クラゲの生態

東京湾在住、鉢虫綱・旗口クラゲ目・ミズクラゲ科。新江ノ島水族館のクラゲ展示を見に行った。素敵だった。大阪の海遊館にもふあふあクラゲ館なる場所があるらしい。行ってみたいけど大阪湾は遠いなぁ……。
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nauribon

栃木県在住のイラストレーター。

学生時代に電撃文庫での仕事を目標に絵を描き始める。

運命の先々月、編集様からのお話が迷惑メールフォルダから発見され、晴れて今作の挿絵を担当することになる。

猫とドクターペッパーが大好き。
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秘ひ密みつ結けつ社しやとルールと恋こい
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